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平成３０年度  高崎市公民館事業 構想図

「心豊かな活力ある人づくり・地域づくり」 

～地域の特色を活かした事業の企画と展開を通して～ 

各公民館における基本方針・重点施策 

キーワード 

『チャレンジ』 

・子どもや親子の課題体験教室 

・日本文化や外国文化の理解講座 

・情報社会への対応教室 

・地域伝統文化継承教室 

・能力開発や職業意識の高揚講座 

キーワード 

『地域づくり』 

・地域の伝統や文化の発展支援事業 

・地域活動ボランティア養成事業 

キーワード 

『心豊かな 

子どもの育成』 

・図書読み聞かせ事業 

・図書貸出し事業 

・図書ボランティア研修会 

キーワード 

『課題解決』 

・子育て支援・家庭教育充実事業 

・少年少女体験活動支援事業 

・社会課題を考える事業 

○事業の相互関連 

○諸団体・関係機関との連携 

地域の実態 

地域の特色  地域の課題  住民の願い  公民館の願い 



◇　中央公民館事業実績

平成２９年度の事業実績　３２講座 回数 参加者数 平成３０年度の事業実績　２８講座 回数 参加者数

・子育て支援家庭教育充実 ・子育て支援家庭教育充実

「子育て支援フォーラム」 1 19 「子育て支援フォーラム」 1 38

「笑顔で子育て　パパ☆ママ講座」 1 26 「にこにこ子育て！パパ☆ママ講座」 1 20

「パパの子育て応援講座　もっとパパを楽しもう」 1 30 「もっと パパを楽しもう♪子どもと一緒に自然体験 」 1 30

「孫育て講座」 4 73 「孫育て講座」 4 82

・少年少女体験活動支援 ・少年少女体験活動支援

「夏休みふれんどりータイム」 1 23 「夏休み★ふれんどりータイム」 1 24

「秋のわくわく探検隊　チャ！レンジャー」 1 20 「秋のわくわく探検隊　チャ！レンジャー」 1 18

「子どもは小さな芸術家」 2 30 「子どもは小さな芸術家」 2 43

・社会課題を考える ・社会課題を考える

「高崎経済大学連携公開講座」 5 312 「高崎経済大学連携公開講座」 5 330

「地域ぐるみの防災講座」 4 119 「地域ぐるみの防災講座」 4 149

「市民公開講座」 3 139 「市民公開講座」 3 195

「がんばり過ぎない家庭介護講座」 4 49 「がんばり過ぎない家庭介護講座」 3 15

「卒業前に身につけよう社会人の基礎講座」 1 16 「中高生のためのライフデザイン講座」 1 24

「リーダー研修会」 1 予定

「心豊かな地域づくりのための懇談会」 1 81 「心豊かな地域づくりのための懇談会」 1 予定

「目指せアクティブ・シニア」 3 55

計 32 992 計 29 968

・子どもや親子の課題体験教室 ・子どもや親子の課題体験教室

「孫といっしょに凧づくり」 1 23

・日本文化や外国文化の理解 ・日本文化や外国文化の理解

「たかさき再発見」 6 557 「たかさき再発見」 6 566

「歩いて再発見！古代の高崎｣ 1 36 「歩いて再発見！古代の高崎｣ 2 55

「初心者のための古文書入門講座」 4 405 「初心者のための古文書入門講座Ⅱ」 4 予定

･地域伝統文化の継承 ･地域伝統文化の継承

「新伝統食伝承講座」 4 93 「子どもが喜ぶ♪おいしい伝統食」 4 59

・能力開発や職業意識の高揚 ・能力開発や職業意識の高揚

「初めての男性料理教室」 4 82 「初めての男性料理教室」 4 76

「空のしくみを学ぶ　天気講座｣ 4 108 「天気講座」 3 予定

「要約筆記と筆談講座｣ 1 19 「視覚に障害のある人への支援体験」 2 予定

計 25 1323 計 25 756

１　学習機会の提供

ライフアップ推進事業　１４講座ライフアップ推進事業　１４講座

キャリアデザイン支援事業　７講座キャリアデザイン支援事業　８講座
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・活動ボランティア養成 ・活動ボランティア養成

 「ホワイトボード・ミーティング 入門セミナー」 1 20  「ホワイトボード・ミーティング 入門講座」 1 予定

「あなたを活かすシニア講座」 4 107 「地域で生きる！シニア講座」 3 66

「リーダー研修会」 1 91

計 6 218 計 4 66

・図書ボランティア研修会 ・図書ボランティア研修会

「はじめての読み聞かせボランティア講座」 4 268 「はじめての読み聞かせボランティア講座」 5 273

「子どもたちに語り伝える民話講座」 5 117 「民話講座」 5 105

「魅力ある図書室づくり講座」 1 24 「図書室づくりと情報交換会」 2 60

「知って安心　読み聞かせ著作権講座」 1 11 「読み聞かせのためのボイストレーニング＆手遊び講座」 2 予定

「誰でもできる　人形劇講座」 3 50

「読み聞かせレベルアップ講座」 3 65

計 17 535 計 14 438

・なやみごと相談 ・なやみごと相談

「なやみごと相談事業」 「なやみごと相談事業」

総　　計 80 3068 総　　計 72 2228

図書ボランティア活動支援事業　６講座

地域づくり支援・ボランティア養成　２講座地域づくり支援・ボランティア養成　３講座

図書ボランティア活動支援事業　４講座

なやみごと相談事業　なやみごと相談事業　
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「初心者のための古文書入門講座Ⅱ」
（群馬県立文書館）

「初心者のための古文書入門講座」
（群馬県立文書館）

「なやみごと相談事業」
（高崎カウンセリング協会）

「なやみごと相談事業」
（高崎カウンセリング協会）

「視覚に障害のある人への支援体験」
（群馬県視覚障害者福祉協会、高崎点訳奉仕会）

「要約筆記と筆談講座」
（群馬県要約筆記会）

「地域で生きる！シニア講座」
（ＮＰＯ法人キャリア倶楽部、ＮＰＯ法人つなぎ
手、ＮＰＯボランティアサロンぐんま）

「あなたを活かすシニア講座」
（ＮＰＯ法人キャリア倶楽部）

「男性料理教室」
（料理を楽しむ男の会）

「男性料理教室」
（料理を楽しむ男の会）

２　学校･団体･NPO等との連携

平成３０年度の事業実績　１４講座平成２９年度の事業実績　１７講座

「子育て支援フォーラム」（社会教育課）
（社会教育ボランティア･ふれあいの会）

「子育て支援フォーラム」（社会教育課）
（社会教育ボランティア･ふれあいの会）

「秋のわくわく探検隊チャ！レンジャー」
（ＮＰＯ法人ＣＣＣ自然･文化創造工場）
（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「中高生のためのライフデザイン講座」
（ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）

「高校生のための社会教育講座」
（ＮＰＯ法人キャリア倶楽部）

「たかさき再発見」
（市歴史民俗資料館、市中央図書館、群馬地域文
化振興会、県埋蔵文化財調査事業団、県文化財保
護課）

「たかさき再発見」
（市歴史民俗資料館、県埋蔵文化財調査事業団）

「市民公開講座｣
（立正大学）

「市民公開講座｣
（立正大学）

「がんばり過ぎない家庭介護講座」
（老人ホーム希望館）

「がんばり過ぎない家庭介護講座」
（小規模特別養護老人ホーム双樹園、NPO法人日
本フードコーディネーター協会）

「リーダー研修会」
（ＮＰＯ法人ひこばえ）

「高崎経済大学連携公開講座｣
（高崎経済大学）

「高崎経済大学連携公開講座｣
（高崎経済大学）

「もっと!!パパを楽しもう♪子どもと一緒に自然体験」

（ＮＰＯ法人ＣＣＣ自然･文化創造工場、観音山
キャンプパーク･ジョイナス）

「パパの子育て応援講座もっとパパを楽しもう」
（ＮＰＯ法人ＣＣＣ自然･文化創造工場、観音山
キャンプパーク･ジョイナス）

「地域ぐるみの防災講座」
（ＮＰＯ法人わんだふる･日本防災士会群馬県支部）

「地域ぐるみの防災講座」
（ＮＰＯ法人わんだふる･日本防災士会群馬県支部）

「夏休みふれんどりータイム」
（はあとふるアドベンチャーぐんま）

「秋のわくわく探検隊チャ！レンジャー」
（ＮＰＯ法人ＣＣＣ自然･文化創造工場）
（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「歩いて再発見」
（上野国分寺館、かみつけの里博物館）
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・群馬県公民館研究集会兼公運審部会研修会
　兼東部ブロック公民館研究集会

テーマ
　「公民館同士の結束を強め、地域での役割を
　　共に考える～『群馬大会』の成果から～」
　事例発表（邑楽町中央公民館）
　講演「上毛かるたで見直す群馬の姿」
　（高崎商科大学　特任教授　熊倉 浩靖　氏）

・新任職員研修会
　「公民館の運営について」

・新任職員研修会
　「公民館の運営について」

３　職員研修

平成３０年度の事業実績平成２９年度の事業実績

・群馬県公民館連合会総会及び研修会
　「住民の社会力こそ地域活性化のもと｣
　（茨城県つくば市教育長　門脇 厚司　氏）

・館長研修会
(第４０回全国公民館研究集会東京大会）

・公民館職員研修

・群馬県公民館連合会総会及び研修会
　「地方創生の時代に思う地域創生
　　～公民館活性化の視点から考える～｣
　（一般社団法人全国社会教育委員連合
　　常務理事　坂本　登　氏）

・館長研修会
(栃木県栃木市西方公民館（平成27年度　第68回

　文部科学省優良公民館表彰館））
・公民館職員研修

・西部ブロック公民館研修会
テーマ「暮らしを支える公民館活動」

　事例発表（高崎市東公民館）
　講演「“生きる”を支える“ＡＣＰ”」
　（富岡地域医療企業団企業長
　　兼公立富岡総合病院長　佐藤 尚文　氏）

・第39回全国公民館研究集会
　第58回関東甲信越静公民館研究大会
　群馬大会

テーマ「おいでよ公民館　～地域に根づいた、
　　　　　開かれた公民館をめざして～」
　基調講演「生涯学習・社会教育・公民館
　　　　　　―期待と現実と展望と―」
　（青山学院大学教育人間科学部
　　教授　鈴木 眞理　氏）
　分科会　１０分科会有り
　　第８分科会　環境学習と公民館
　　テーマ
　「絶滅危惧種『ミヤマシジミ』の生息環境保護
　　活動　～小・中学校と連携した、郷土愛を育
　　む地域づくり～」　（高崎市倉渕公民館）

・第１回高崎市社会教育等関係職員研修会
　兼西部地区社会教育行政職員等研修講座
　講演「地域づくりのための学習プログラムの
　　　　企画・運営～社会教育施設だからこそ
　　　　できること～」
　（文教大学人間科学部
　　准教授　青山 鉄兵　氏）

・第２回高崎市社会教育等関係職員研修会
　講演「クレームをうまく乗り越える方法」
　（勉強を教えない塾　自立塾
　　代表　市川 潤子　氏）

・第１回高崎市社会教育等関係職員研修会
　兼西部地区社会教育行政職員研修会
　講演「地域人材の育成・活用」
　（千葉県佐倉市教育委員会
　　松橋　義巳　氏）

・第２回高崎市社会教育等関係職員研修会
　講演「歴史博物館の施設運営について」
　（群馬県立歴史博物館
　　教育普及係長　深澤　敦仁　氏）

・高崎市公民館研究集会
　事例発表（倉渕町三ノ倉会館・
　　　　　　高崎市倉賀野公民館）
　記念講演
　「地域課題の解決に向けた公民館の役割」
　（全国社会教育委員連合
　　副会長　馬場 祐次朗　氏）

・高崎市公民館研究集会
　事例発表（中尾団地公民館・
　　　　　　高崎市中川公民館）
　記念講演「地方創生時代の公民館の役割
　　　　　　―自らの町は自らが創る―」
　（株式会社ローカルファースト研究所　代表
　 取締役，東洋大学　客員教授
　 関　幸子　氏）
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◇　地区公民館事業実績 平成30年12月末現在　　

平成２９年度の事業実績（884） 平成３０年度の事業実績（1114）

ライフアップ推進事業（357講座） ライフアップ推進事業（475講座）

・子育て支援家庭教育充実（40館73講座） ・子育て支援家庭教育充実（41館74講座）

｢親子ふれあい教室」「親子リトミック教室」
「ベビービクス教室｣等の親子で参加できる子
育てセミナーや家庭教育学級を開催した。

｢親子ふれあい教室」「親子リトミック教室」
「ベビーマッサージ教室｣等の親子で参加でき
る子育てセミナーや家庭教育学級を開催し
た。

・少年少女体験活動支援（40館120講座） ・少年少女体験活動支援（42館152講座）

「子ども科学教室」｢子ども書道教室」｢子ど
もポスター教室」等の夏休み、冬休みに小学
生を対象とした体験的な講座が開催された。

｢子ども書道教室」｢子どもポスター教室」
「子どもプログラミング教室」等、夏休みや
冬休みを中心に小学生対象の体験的な講座が
開催された。

・社会課題を考える講座（41館164講座） ・社会課題を考える講座（42館249講座）

｢健康づくり講座」｢防災は地域づくりから｣等
の高齢社会対応の講座や地域防災講座等が開
催された。
「人権推進講座｣｢心豊かな地域づくりのため
の懇談会｣が、社会教育課との連携で行われ
た。

｢健康づくり講座」｢防災は地域づくりから｣等
の高齢社会対応の講座や地域防災講座等が開
催された。
「人権推進講座｣｢心豊かな地域づくりのため
の懇談会｣が、社会教育課との連携で行われ
た。

キャリアデザイン支援事業（354講座） キャリアデザイン支援事業（374講座）

・子どもや親子の課題体験教室（38館103講座） ・子どもや親子の課題体験教室（40館119講座）

「子ども映画会」「親子料理教室」「子ども
工作教室」等

「子ども映画会」「親子料理教室」「小学生
ランニング教室」等

・日本や外国文化の理解講座（36館89講座） ・日本や外国文化の理解講座（33館80講座）

日本文化理解講座として「古典文学講座」
「歴史講座」等

日本文化理解講座として「古典文学講座」
「歴史講座」等

外国文化理解講座として「初心者英会話教
室」「韓国料理教室教室」等

外国文化理解講座として「英語教室」「ウク
レレ教室」等

・情報化社会への対応教室（23館34講座） ・情報化社会への対応教室（29館43講座）

「タブレット入門講座」「スマホ体験教室」
「年賀状作成教室」等

「スマートフォン講座」「タブレット講座」
「パソコン教室」等

・地域伝統文化継承教室（11館19講座） ・地域伝統文化継承教室（22館36講座）

「しめ縄作り教室」「そば打ち教室」「手作
り味噌体験教室」「太鼓講習会」等

「しめ縄作り教室」「そば打ち教室」「こん
にゃく作り教室」「太鼓講習会」等

・能力開発や職業意識の高揚講座（39館109講座） ・能力開発や職業意識の高揚講座（37館96講座）

「ボールペン字教室」「音楽教室」「男性料
理教室」「工芸教室」等

「健康教室」「ペン字講座」「音楽教室」
「工作教室」「料理教室」等

１　学習機会の提供（４３館　１１１４講座）
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地域づくり支援ボランティア養成事業（173講座） 地域づくり支援ボランティア養成事業（265講座）

・地域づくり支援（40館152講座） ・地域づくり支援（43館232講座）

「獅子舞」「お囃子｣「和太鼓」「八木節」
「盆踊り」等の地域の郷土芸能を発展させる
ための講習会や「味噌｣「こんにゃく｣「おき
りこみ」等の地域で育まれた伝統的な食文化
を伝えていくための教室、地域の良さを再発
見するための歴史講座、「文化財めぐり」｢地
域再発見｣「まちづくり作文・絵画コンクー
ル」等の取組が行われた。

「獅子舞」「お囃子｣「和太鼓」「八木節」
「盆踊り」等の地域の郷土芸能を発展させる
ための講習会や「味噌｣「こんにゃく｣等の地
域で育まれた伝統的な食文化を伝えていくた
めの教室、地域の良さを再発見するための歴
史講座、「文化財めぐり」｢地域再発見｣「ま
ちづくり作文・絵画コンクール」等の取組が
行われた。

・ボランティア養成(17館21講座） ・ボランティア養成(20館33講座）

「道祖神の里めぐり｣「公民館に花を植えよ
う｣「地域座談会」等が開催された。

「道祖神の里めぐり｣「公民館に花を植えよ
う｣「地域座談会」等が開催された。
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城南
「城南地区芸能祭」「城南地区鎌倉街道武者行列」
地域づくり活動協議会との共催。

城東
「城東地区交流芸能祭」
　城東小学校の校長が実行委員となっており会議等に出席する。城東小学校体育館が会場と
なっている。城東小学校金管バンドが交流芸能祭で演奏する。

西
「第３２回西地区芸能発表会」
主催西地区地域づくり活動協議会・西公民館。西小学校体育館が会場となっている。プログラ
ム編成時から西小学校金管バンドの出演について協議している。

城址

「昔の遊び教室」（予定）
　主催は中央小学校、城址公民館共催。地元小学校１年生生活科の授業として、だるま落とし
やあやとりなどの昔の遊びを体験する企画。地元小学校の依頼を受けて、地元公民館が昔の遊
びを教えることができる地域の人材を見つけ、小学校と連携して事業を実施する予定。

東部
「第２２回東部地区作品展」

地域づくり活動協議会と共催事業として開催。東部小学校児童から絵画（ポスター）・書写
等の作品を募り展示した。

中川

「中川小児童との獅子舞交流会」（予定）
地域が誇る伝統芸能を子どもたちに触れてもらおうと、地元獅子舞保存会と小学校の協力の

もと、獅子舞演舞を全校児童に鑑賞してもらっている。交流会は、毎年２月から３月にかけて
当館が主催する「獅子舞・笛体験教室」のＰＲ・プレイベントも兼ねている。
「もっと なかよし まちたんけん」

小学２年生の生活科授業の一環で、クラスごとに３日間にわたり、児童の受け入れを行って
いる。ダンスや太極拳などの定期利用団体に協力を依頼。児童が活動を体験したり交流を楽し
んだりと、公民館を身近に感じてもらいながら、地域住民と触れ合う機会となっている。

浜尻

「まちたんけん」
浜尻小２年生活科授業の一環で、２年生の児童２グループ（１グループ７～８人）が来館。

キルトサークル、オカリナはまゆうの利用者に協力を依頼し、児童が実際に活動を体験したり
交流を楽しんだりと、公民館の役割りなどを学習してもらった。

新高尾

「日高米作り教室」
　新高尾小５年生の授業の一環として、種まき、田植え、稲刈りまでを実施し、その他に稲の
生育状況観察、案山子制作などを学校で行っている。指導は地域づくり活動協議会。日高地区
はかつて皇室に米を献上したこともある程おいしいお米の産地であり、地区運動会では献上米
踊りも披露されている。そうした地域の特色を残すためにも米作りの教室を行っている。
「関越道カルバート壁画制作」
　地域づくり活動協議会の主催により、一般財団法人道路厚生会（窓口はネクスコ東日本高崎
管理事務所）より高速道路等美化促進事業助成を受けて実施。小・中学校でそれぞれテーマを
決め、小学校は学校で参加者を募集、中学校からは美術部が参加し、関越道下のカルバートに
壁画を制作している。平成２４年度からの継続事業。地区中央部を縦貫している関越道のカル
バート壁画制作は、高速道がある地域でないとできない事業であり、地域の環境美化に役立っ
ている。

長野

「学童米作り体験教室（レッツ米作り）」
長野小学校５年生の総合学習授業の一環として、毎年実施。長野小学校、水土里ネット南新

波推進協議会との共催事業で、５月のもみまきから田植え、稲刈り、脱穀、１１月の収穫祭ま
で、米作りの体験を実施。今年度はもち米からうるち米に変更。

２　小・中・高・専門学校・大学との連携事業　（　３３館　９５講座）

（１）　小学校との交流　（　２３館　３８講座）
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箕郷

「ロッククライミング体験」「ペットボトルロケットをとばそう」｢昔遊び｣｢読み聞かせ｣※｢囲碁教室｣
※｢親子でチャレンジ！手づくりコロッケ｣
※「親子で楽しくクッキング！麺から作る冷やしジャージャーうどん」

小学校にて、子どもの興味が沸く様な内容を探り、特徴ある体験型の教室を企画した。ま
た、その事業結果を学校にフィードバックし、役立てて貰うことにした。

八幡

「八幡まちづくり作文・絵画コンクール」
八幡小学校と連携し、八幡のまちづくりについて低学年は絵画、高学年には作文を書いても

らった。現在優秀作品を教頭先生や関係団体で選考中、このあと学校での表彰、公民館だより
での発表を予定。作文応募数は昨年より減少、絵画応募数は増加した。

西部

「むかしの遊び」
小学校と地域づくり活動協議会と連携し開催。小学校１・３年生と西部地域の各種団体の

方々とあやとりやこま回し、竹馬などで遊び、終了後は地域の方々と給食を一緒に食べ交流を
深めた。

倉渕

「道祖神の里めぐり」
　倉渕地域の道祖神を歩いてめぐる事業の案内役を小・中学生が担っている。１グループ約１
０人の参加者を２～３人ずつの小・中学生が案内し、道祖神や史跡、施設などを紹介する。
コースの下見やリハーサル、当日の運営など小・中学校教職員を含めて、大部分を連携し実施
している。

乗附
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「三世代ふれあい運動会」「乗附校区芸能祭」
「乗附公民館文化祭・作品展示会」

寺尾

「昔遊び触れ合い体験教室」
１１月の学校公開日に、３年生を対象にして、地域の有識者が児童との触れ合いを通して地

域の伝統文化を指導してその継承を図ることを目的に、寺尾小学校との共同事業として実施し
た。毎年の恒例となっており、今年は折り紙、こま、けん玉、竹馬、おはじき、将棋、お手玉
を行った。

城山
「金井沢碑現地見学会」

城山小６年生を対象に、地域の郷土学習サークルと協力し、校外学習として実施。

倉賀野

「倉賀野まちづくり作文」
　倉賀野小学校全校児童を対象に募集し、「子どもの目から見た倉賀野町」をテーマに実施。
１１１人からの応募があり小学校長ほか５人に作文の審査を依頼し、優秀賞７人を選定。後
日、公民館だよりに作文を掲載。「優秀作文集」を作成し関係者に配布。また、小学校の朝礼
時に優秀賞の表彰を行った。

岩鼻
「夏休み親子クッキング」
　夏休みの親子を対象とする課題体験として、岩鼻小学校家庭科室を会場として実施した。料
理づくりを通じて、親子のきずなを深めながら｢食｣について考えるきっかけをつくった。

大類

「もちつき大会、しめ縄づくり」
　地域づくり活動協議会古里部会が主催し、公民館も共催として参加。もちつき大会は公民
館、しめ縄づくりは小学校体育館が会場。両事業とも小学校には募集、会場準備、当日の参加
など協力していただいている。公民館では公民館だよりによる広報、参加申込み受付、写真撮
影その他の手伝いを行っている。

滝川

「滝川の未来」
　滝川小学校児童を対象に、郷土・滝川の未来をテーマにした「絵」「作文」を募集し、夏休
みを利用して作品を仕上げてもらった。地域づくり活動協議会主催の「滝川ふれあいフェス
ティバル芸能祭」にて表彰式と代表者作文朗読、絵作品展示を行った。
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金古

※「金古小学校児童作文コンテスト」
金古小学校、地域づくり活動協議会と連携した夏休みの小学生向け作文コンテスト。小学生

の書いた作文を小学校・地域づくり活動協議会・公民館にて審査し、選ばれた子どもには表彰
を行うことで、小学生の国語力・作文力の育成と、表彰される経験による自信とやる気を持っ
てもらうことを期待したもの。
「夏休み！子ども書道教室」

金古小学校、金古南小学校と連携した夏休みの小学生向けの書道教室。多数の児童が参加
し、講師の指導の下、皆楽しみながら真剣に書道に取り組んだ。受講した児童が表彰を受ける
など、児童・保護者からとても喜んでもらった。
「冬休み！子ども書道教室」

金古小学校、金古南小学校と連携した冬休みの小学生向けの書道教室。多数の児童が参加
し、講師の指導の下、皆楽しみながら真剣に書道に取り組んだ。
「金古ふれあいフェスティバル」

金古小学校、群馬中央中学校、高崎北保育園、星光第二保育園、地域づくり活動協議会、生
涯学習推進員、民生児童委員、金古運動広場Ｊｒボランティアクラブと連携した金古地域の住
民、学校、金古公民館の利用団体などによる文化芸能発表会。金古小学校は、児童の絵画作品
の出展などで参加。当日は、多くの児童・保護者の方が来場し、子ども達の日頃の活動の成果
をご家族や地域の方に見てもらうことができた。

上郊

「第８回かみさと地域づくりフェスティバル」
区長会、ＰＴＡ、子ども会育成会、民生・児童委員、生涯学習推進員、小学校長による実行

委員会を立ち上げた後、企画会議を重ねて開催した。午前の部は、公民館定期利用団体発表、
伝統芸能（井出祭太鼓）披露、群馬南中学校吹奏学部演奏、昼食会（コロッケバーガー、ミニ
メンチバーガー）。午後の部は、子どもからお年寄りまで幅広い世代で気軽に楽しめる３種類
のゲーム（片手つかみどり、わなげ、ボウリング）とビンゴ大会を開催。大変な盛り上がりを
みせ、活発な地域間・世代間交流を図ることができ、地域づくりに大いに役立った。

金古南
足門

「金古南小学校児童作文コンテスト」
　平成２０年度に、小学校長から小学生が参加できる事業の実施について、要望があり２３年
度から実施している。作文募集・回収については学校に依頼し、審査については、学校長、区
長会、生涯学習推進員、図書ボランティアが行っている。優秀作品の表彰式は、表彰対象の児
童とその家族および公民館運営推進委員会委員が集まり公民館で実施している。

城南 「夏休み映画（アニメ）上映会」

城東
「夏休み子ども映画会」
　城東地区学童クラブと開催日、上映内容、機材等の準備で調整を行い開催した。

北

※人権教育推進講座「紙芝居屋のおっちゃんがギターを持ってやってきた」
小学校の夏休み期間中に実施することで、北小の学童クラブと連携し、小学生向けに人権教

育を推進した。前年度に続いて、子ども達が人権について理解しやすいように日程を調整する
など計画を行った。講師が紙芝居をギターを使い楽しく上演することで、子ども達が興味を
持って理解できたと思う。

城址

※「夏休み子ども映画会」
　中央小学童クラブが子どもに有益となるＤＶＤソフトを選定し、暗幕のある城址公民館ホー
ルで映写会を行った。
※「高崎電気館子ども見学会」
　中央小学童クラブが地域にある電気館を社会見学するという催しを城址公民館と共同で企画
した。

佐野
「夏の想い出に！16mmフィルム子ども映画会2」
事業実施後にそうめん流しを実施するにあたり、指導員等スタッフがそうめん作りおよびそう

めん流しに関して計画から協力していただいた。

（２）　学童クラブとの連携　（　１５館　３０講座）

-9-



塚沢

「夏休み子ども映画会」「冬休み子ども映画会」
　上映日や上映作品の選定について、情報交換をして実施した。
「サイエンス マジック」
　夏休みに共催として実施。

中居
「夏休み子ども映画会」「冬休みこども映画会」
　日程ならびに上演内容について学童クラブ指導者と相談のうえ実施。

中川

「蚕のふしぎ体験・飼育教室」
夏休み期間中、中川小学童クラブを会場に、元県蚕業試験場職員の指導のもと、蚕の飼育か

ら糸取りまでを実施している（計５回）。学童クラブの指導員は、蚕の管理や保管、座繰りの
準備などを協力。今年度で９回目を数え、座繰り器で糸を取る様子が毎年上毛新聞に掲載され
ている。

浜尻

「公民館にサルビアを植えよう」「公民館にチューリップを植えよう」
学童クラブと連携し、公民館の花壇にサルビアの苗、チューリップの球根を植え、地域住民

や利用者に親しまれやすい環境づくりをした。
「夏休み子ども映画会」

学童クラブの子どもたちを対象に、夏休み映画会を開催した。

北部
「こども映画会」

北部小学童クラブの子どもたちを対象に、春休み・夏休みに１回ずつ映画会を開催した。

六郷

※「子どもにちょっと教えてみませんか？～人材登録～」
あすなろ学童児童クラブより子どもたちに教えてくれるボランティアの一覧があると良いと

の意見があり、テスト的に募集を行い、登録した人材リストを児童クラブ及び小学校に提供。
※「科学工作教室　あすなろ学童児童クラブ編」
※「科学工作教室　六郷小児童育成クラブ編」

夏休み向けの講座として科学系の講座を提案したところ、生涯学習推進員主催の講座と同じ
内容でやりたいとの要望があり、公民館主催・生涯学習推進員及び児童クラブ共催で実施。
※「夏休み囲碁体験教室」

世代間交流を行うため定期使用団体と児童クラブとのつながりができないかと思い、隣接す
る児童クラブに相談。定期使用団体が講師となる。六郷公民館主催・囲碁を楽しむ会及び児童
クラブ共催で実施。

箕郷

「昔遊び」「読み聞かせ」※｢囲碁教室｣
　「昔遊び」は学童クラブとの連携事業として、支所バスを使い、児童達を公民館に一堂に集
め、地域ボランティアの指導者の協力を得て、学校間の交流並びに高齢者との交流を図った。
｢囲碁教室｣「読み聞かせ」では、公民館のボランティアの方々が、３つの小学校区の学童クラ
ブに足を運び、｢読み聞かせ｣と｢囲碁教室｣を行った。なお、「昔遊び」「読み聞かせ」は、学
童クラブの先生と支所市民福祉課、公民館の３者による会議を設けて企画されたものである。

寺尾

「夏休みに昆虫立体きり折り紙教室」「バルーンアート教室」「ＬＥＤライトとシェードづくり教室」
「子ども電気教室～クリップモーターをつくろう～」

教室の内容により多くの人が参加できるよう指導員と調整した。また、今回は暑さ対策のた
め、学童保育での開催を主とした。

上郊

※「人権教育推進講座『身も心もマル・○・まる』」
子ども支援事業の行事では、定員の関係で学童クラブ全員を受入れ可能なものがあまりない

ので、適当なものを実施できないか一緒に考えた。双方の希望が一致するような講師がちょう
ど見つかり実施できた。子どもが楽しみながら人権のことを考えるきっかけになり、思いやり
の心を醸成できた。

金古南
足門

※「夏休み人形劇鑑賞会」「公民館人権教育推進講座」
学習するテーマを学童クラブと検討を行って、ライフアップ推進事業の少年少女体験活動支

援事業と公民館人権教育推進講座の２事業を行っている。二つの事業は、大変好評で、学童と
地域からの参加者が打ち解けた雰囲気でとても楽しい交流の場にもなっている。
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東

「夏休みワンパク探検隊『ポスターの怪』」
　高崎女子高等学校の漫画同好会の部員９名に、夏休みの小学生の宿題であるポスターの講師
をしてもらった。例年実施している事業で、いつも教頭先生、顧問の先生と打ち合わせを実施
している。年の近いお姉さんたちが教えてくれるのもあり、小学生たちに非常に人気の事業と
なっている。
「夏休みワンパク探検隊『妖怪祭 ～It`s the Youkai World～』」
　高崎経済大学のボランティアサークルに、夏休みに小学生向け事業として例年実施している
夏祭りをお願いした。例年実施してはいるが、実施内容等が例年少しずつ変わっていくので、
実施までに例年２、３回打ち合わせを行っている。また春休みには逃亡中（鬼ごっこ）を実施
予定である。
※「夏休みワンパク探検隊『紙飛行機の怪』」
　高崎経済大学のボランティアサークルに、夏休みに小学生向け事業として、紙飛行機作成教
室をお願いした。たくさんの小学生に参加して貰え、学生にとっても非常に良い経験になった
と思う。
※「夏休みワンパク探検隊『マンドリン演奏の怪』」
　高崎経済大学マンドリン部にマンドリン演奏会をお願いした。演奏会だけだと飽きてしまう
ので、学生達の提案により、楽器の演奏体験会も実施した。小学生たちにとっては、初めてマ
ンドリンに触り演奏ができて、非常に貴重で楽しい体験をすることが出来た。学生たちにとっ
ても良い経験になったと思う。
※「夏休みワンパク探検隊『アロマティック妖怪!?～みんなで良い香りに化けよう！～』」
　高崎商科大学の地域連携センターに夏休みに小学生対象に事業を実施できないか依頼したと
ころ、短期大学の学生5名が事業を行ってみたいということで、アロマ作製講座を実施した。何
をするかというところからスタートしたので、本当に学生主体で事業を企画、運営を行った。
参加した小学生にも好評で、実施した学生も手ごたえを感じていた様子であった。

北

※「親子で楽しい遊び場教室」
地域に新島学園短期大学があることから、専任講師と相談しながら大学連携事業として保育

士を目指す学生協力のもと実施した。参加した親子は学生とのコミュニケーションを楽しんで
おり、学生達にも良い経験になったと思う。

中川

「井野川・染谷川地域清掃ボランティア」（予定）
　中尾中健育推主催による同校生徒と地域住民による清掃活動（平成２３年度～実施、２７、
２８年度は降雪のため中止）。校区内の中川・浜尻・新高尾公民館は、町内役員など地域住民
への開催周知や参加調整、当日の運営全般を行っている。

浜尻

「井野川・染谷川地域清掃ボランティア」（予定）
　中尾中青少年健全育成推進委員会主催、中川・浜尻・新高尾各公民館共催。中尾中学校の生
徒を主体とする清掃を実施。各公民館は、小学校、町内区長や役員など地域住民の参加者のと
りまとめなどの調整や当日運営全般を行なう。

新高尾
「関越道カルバート壁画制作」

前述「２－（１）」を参照。

（３）　中学校・高校・専門学校・大学との連携　（　１５館　２７講座）
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箕郷

※「箕輪城寿大学　第４回学習会～郷土の偉人　山口薫～｣
　群馬県立近代美術館と連携して開催。山口薫氏の作品を通して、山口薫氏の生涯について
語っていただいた。また、県立近代美術館に収蔵されている作品についても、ひとつひとつ丁
寧に触れ、どういった経緯で購入したのかなど学芸員の立場になっておもしろ、おかしく語っ
ていただいた。
※「箕輪城寿大学　第５回学習会～誤嚥性肺炎の予防について～｣
　群馬医療福祉大学と連携して開催。まず、平均寿命と健康寿命の違いの話をされた。この話
は、今年６月に行われた第３回学習会「あしこし健康体操」と同じような内容でしたので、よ
り深く理解ができたと思う。また、誤嚥性肺炎の基本的な知識から自分の誤嚥機能のチェック
方法を学び、そして誤嚥性肺炎を予防する方法まで学ぶことができた。大変有意義な内容だっ
たと思う。
※｢おりひめ学級　第８回学習会　ラジオ体操で若返り～まぼろしのラジオ体操第３～｣
　群馬医療福祉大学と連携して開催。ラジオ体操第３は動きが複雑でダイナミックだったた
め、ラジオで動きを伝えることが難しいという理由でわずか１年半で終わってしまったとのこ
とである。しかし、足を大きく開き、体全体を回したり、股関節の外側を鍛える動きなど、高
齢者の転倒予防に役立つものも多く、日常の中で取り入れて欲しい体操だと思った。実技で
は、講師が手本を見せ、プロジェクタの映像で確認しながらの学習だったので、皆さんスムー
ズに動けた。全員が真剣に取り組むことができ、｢体がスッキリした。｣｢少しでも家で続けた
い。｣との声があった。
「源氏物語の世界」
　群馬大学と連携して開催。毎年好評を得ている講座で、毎回100人を超える人気のある講座で
あり、前橋や渋川、富岡市など町外から来館者も多い。内容は、当時のお話を現代風に解釈さ
れ、大変おもしろく、飽きずに最後まで聞くことができる講座である。

鼻高

「子育て支援・家庭教育充実事業」
実施に際し、地区内にある私立鼻高こども園と事業内容等について相談し、講師もこども園

から派遣を受ける形で実施するなどした。地域の子育て機関（こども園）と連携しながら事業
を行った。参加者にも好評だった。

倉渕

「道祖神の里めぐり」
　前述「２－（１）」を参照。
「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」
　倉渕中学校と連携し、絶滅危惧種の蝶・ミヤマシジミについて、生態報告会を開催し、倉渕
地域での発見や目撃例を収集している。また生息地の環境整備として、草刈やゴミ拾いなどを
行い、中学生の環境学習にもなっている。

乗附
「乗附校区芸能祭」「乗附公民館文化祭・作品展示会」

片岡中学校と連携し事業を実施した。

寺尾

「身近なことから環境を考えよう！体験講座」
寺尾中学校・寺尾小学校５・６年生の生徒・児童と８月第１水曜日の資源ごみの収集日に実

施。朝７時３０分に公民館に集合し、資源ごみの分別体験をするとともに、中学生は環境問題
について作文を提出する事業を行った。

吉井

※「どろんこ結婚式（吉井どろんこ祭り2018）」
　高崎商科大学短期大学部ブライダルコース教授２人、学生１８人（１年生女子）の協力を受
け、数度の打ち合わせやリハーサルを経て当日を迎え大成功に終わった。
※「新春特別記念講演」（予定）

高崎健康福祉大学学長への講演依頼の結果、東京大学名誉教授を紹介していただき講演して
くれることが決まった。

岩鼻
「夏休み水彩画教室」
　矢中中学校美術部生徒を指導補助ボランティアとして招き、児童対象の水彩画教室に携わっ
てもらうことで、参加児童との交流を図ることができた。

大類

「大類地区芸術作品展」
　地域づくり活動協議会文化部会が主催し、公民館も共催として参加。公民館の定期利用団体
や地域内住民や小中高校へ募集し出展してもらっている。公民館では公民館だよりによる広
報、参加申込み受付、写真撮影そのほかの手伝いを行っている。大類小、大類中、高南中、高
崎健康福祉大学高崎高校が出展。
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新町

「夏休みお楽しみ会～この夏演劇を楽しもう」
　高崎経済大学演劇部と連携し、多数の子供達が参加をしてくれて、スムーズにお楽しみ会が
実施できた。
「書き初め教室」
　高崎経済大学書道部と連携し、冬休みの課題をもとに、書の楽しさを伝えてもらうよう工夫
した。
※「冬休み勉強会」
　高崎経済大学書道部と連携し、大学生のサポートを受けながら、課題や苦手教科などに取り
組んだ。

金古
「金古ふれあいフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。群馬中央中学校が生徒の美術作品の出展などで参加。

城址

※「子ども相撲甚句体験」
公民館運営推進委員の推薦により、知人で「相撲甚句」ができる人材を紹介してもらった。

参加対象を地域の子どもとしたことで、初めて触れた日本文化に興味深く取り組んでくれた小
学生が印象的だった。

中居
※「はじめてのお香」

「香道」の指導資格を持つ公民館運営推進委員に講師を依頼。香を聞くのに適した時期や実
施する香の種類、香席のしつらえ等々全般にわたり連携をとり開催した。

箕郷

｢昔遊び｣
　公民館運営推進委員および生涯学習推進員の協力のもと、地元ボランティアの方が講師とし
て、児童やその保護者を対象に｢昔遊び｣を実施した。事前に係員には昔遊びをお願いするとき
に、班別ごとに振り分け、できる限り係員が得意なものに就くようにお願いした。コマやお手
玉など、係員によっては上手に教えられる方もいて、新たな一面を見ることができた。また、
次回開催する点において、公民館にとっては良い収穫となった。

榛名
※「晩秋の『榛名神社ウォーキング』」※「榛名山麓『ムササビ観察会』」

５月の運営推進委員会で榛名地域の特色を活かした講座を開催されたいとの提言があった。

吉井
※「地方創生ＳＮＳサミット」

開催するに当たり、公民館運営推進委員会広報活動部会長との打ち合わせを行い開催した。

金古
「金古ふれあいフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。公民館運営推進委員会の委員長が開会の挨拶、他の委員の方々
もフェスティバル実行委員の役などで協力。

金古南
足門

「公民館植栽の手入れ作業」
　生涯学習推進員共催事業。
「秋のフェスティバル」
　秋のフェスティバル実行委員会主催事業。

「自分たちの公民館は自分たちの手で」をコンセプトに、公民館の除草、植樹剪定や年末大
掃除など、生涯学習活動の取り組みとして作業をしていただいている。また、秋のフェスティ
バルや各種式典があるときには、役員としてご協力をいただいている。

３　公民館運営推進委員との連携事業　（　７館　９講座）
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南
｢子どもスイーツ教室｣

参加者へのサポートをより決め細やかくできるように生涯学習推進員に協力してもらってい
る。

城南
「ふれあいコンサート」
　生涯学習推進員、地域ボランティア及び地区在住奏者がコンサート内容・構成等を協議し公
民館が事務等を担い共催で開催した。

城東
「城東地区交流芸能祭」「城東公民館作品展」

生涯学習推進員が実行委員会委員として会議等に出席する。

西

「夏休み収穫＆調理体験教室」
当日のメニュー検討及び実技指導。

「藍の生葉染め教室」
講師への謝礼及び参加費助成手続き。

※「心に響く音楽会」
出演者の群響との打ち合わせ及び参加呼びかけ並びに当日の謝辞

「第３２回西地区芸能発表会」
実行委員の一員として役割分担を決め、地域一丸となって盛り上げた。

「歴史探訪『秋の上野三碑を訪ねる』」
バス会社との折衝及び旅行保険の加入並びにバス乗車時の点呼など。

「男子厨房に入ろう料理教室」
講師の食改推とメニューを検討し、来館の機会の少ない男性に参加を呼び掛けた。

佐野

「今日もいきいき！健脳トレーニング」
生涯学習推進員が主催し、特に第２ブロックでは例年生涯学習研修会と題して、１年度中に

全校区持ち回りで開催している。今回は地域住民の健康寿命の増進を図ることを目的とし、本
年度はイスに座ってできる様々な手足の運動を行った。
「簡単！和菓子作りでホッとタイム」

餡を工夫したどらやきなどの和菓子づくりを通して日本の伝統文化の良さ、また工夫を凝ら
した手仕事の良さを再認識した。講師は生涯学習推進員が交渉し、地元在住の方に依頼するこ
とができた。

塚沢
「サイエンス マジック」「誰でも簡単にできる片付け術」

毎年事業内容について協議し、地域ニーズを情報収集し事業計画に役立てている。

東部
「落語独演会」
　日程調整や地域団体への参加者の募集について協力。必要な機材の調達や操作など連携して
実施。

中居

「名曲を楽しもう♪～フルートとピアノの調べ～」
　群馬交響楽団在籍のフルート奏者１名とピアニスト計２名によるコンサートを開催。アン
コールでは生涯学習推進委員１名がフルートの演奏に加わり、観客の合唱にあわせて伴奏を
行った。鑑賞者１１４名。
「山野草教室」
生涯学習推進委員１名が山野草の寄せ植えを指導。１２名が受講。１１月１０日～１１日実施
の「作品展示会」の直近に開催日を設定することで全受講者に作品を出品してもらった。

矢中
「第２ブロック生涯学習推進員研修会」（予定）
　日程、内容、講師の選定等について、生涯学習推進員と協議をしながら進めている。

４　生涯学習推進員との連携事業　（　３６館　６６講座）
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中川

「中川公民館ミニミニ手作りコンサート」
校区内から楽器演奏や合唱を披露できる人やグループを募り、心に響く歌声や演奏をお届け

する手作りコンサートを毎年開催。今年度で１２回目を数え、１０回目から「地域の皆さんに
よる演奏」と「特別ゲストによる演奏」と２部構成で実施している。
※「草木染体験教室」
　生涯学習推進員主催の「ミニミニ手作りコンサート」以外にも事業を企画してみようと提案
があり、平成２９年度から開催している教養講座。今年度は、生涯学習推進員の知人の草木染
職人が無償で講師を引き受けてくれた。材料費が２，０００円と割高だったものの、参加者も
集まるなど好評だった。
※「群馬交響楽団員による心に響く音楽会」（予定）
　年度当初に生涯学習推進員との企画会議で持ち上がった話。初めての応募だったが見事当選
し、開催できる運びとなったもの。

浜尻

「浜尻地区ふれあいスポーツ大会」
地域住民が誰でも気軽に参加できるスポーツ大会（グラウンドゴルフ、ペタンク、輪投げ）

を実施した。
「真夏の音楽会」

プロの音楽家３人による演奏会を実施。
「浜尻まつり」

ミニゲーム（グラウンドゴルフ、輪投げ）等を運営した。その他に公民館の宣伝（不要図書
の配付と講座・サークルの案内）。
「浜尻ミニ音楽祭～第８回春待ちコンサート～」

後述「５」を参照。

新高尾

※「歴史講座～あなたはまだ新高尾をしらない！？～」
　１２月に開催。準備は生涯学習推進員、公民館だよりによる広報及び申し込み受付を公民館
で担当。
「普通救命講習会」
　１１月に、生き生きサロン関係者を主な対象として開催。区長会・生涯学習推進員主催。平
成２６年度から毎年開催し、安全安心な地域づくりに貢献している。

北部
※「陶芸教室」

生涯学習推進員が陶芸家のため、公民館と共催で陶芸教室を開催した。夏休み中には子ども
向け、１１月に大人向けとして開催。

六郷

「～音楽にふれあう街　六郷～室内楽の調べ」
「科学工作教室～カラフル海ほたるを作ろう！」
「和菓子作り教室～栗蒸し・黄身しぐれ編～」
　生涯学習推進員それぞれの興味や得意分野を元に講座を企画、生涯学習推進員主催・公民館
共催で実施。
※「楽しく体を動かそう男教室」

生涯学習推進員との雑談の中で、男性参加率が低いとの話があり、男性参加率を上げるお試
し講座として生涯学習推進員主催・公民館共催で実施。結果として男性参加率を上げるには口
コミによる周知と参加者を男性のみにすると参加率が上がる見込みが高いと目星がつく。

長野

※「上毛かるたで見直す群馬の姿」
共催事業で開催し、上毛かるたを使って群馬を再確認することについて学んだ。平成２９年

度に開催したが、説明しきれなかった部分もあり、再度開催してもらいたいという要望があっ
た。

箕郷

「スポーツ吹矢」
３小学校区の生涯学習推進員が中心となり、事業の企画から運営までを行った。

「梅香る古城の里コンサート」（予定）
　音楽をとおした地域づくりを目的として、群響の楽団員による生演奏を企画した。

八幡

※「なつかしい歌をみんなで楽しく歌いましょう」※「目白亭多良福～落語独演会」
生涯学習員、公民館長、公民館主事で企画段階から一緒に検討し、講師の依頼、公民館だよ

りでの募集、他団体への声かけ、参加者の受付、当日の準備・運営など全てにおいて協同で
行った。公民館主催とあまり代わらない労力を使ったものの、参加者皆さんが喜んでいたので
生涯学習員さんも満足していた。
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鼻高

「地元散策：倉品川の源流＆一本杉と噂の現場を訪ねる」「鼻高学検定講座」
「“わがまち鼻高”地域座談会」「花のまちづくり講座」「隣町散策：豊岡を歩く」
　公民館事業が地域に根付き活性化するには、各種団体との連携協力が大切である。生涯学習
推進員と連携し上記の事業を実施した。

西部
「男の料理教室」
　独居男性等の栄養摂取の偏りの解消等を目指すため企画し開催したところ好評だった。

倉渕

「ラフターヨガ」
　笑いとヨガの呼吸法を組み合わせた「ラフターヨガ」により、仲間づくりと健康体の維持を
目的とし、実施にあたっては、企画・日程の調整・実施方法など生涯学習推進員に協力しても
らっている。

下里見
※「花の寄せ植え体験事業」

テーマ設定、価格設定、納品する業者の選定など会議から加わり、また、広報宣伝について
も公民館が担った。当日は、受付対応、準備、片づけの手伝い、記録写真を担当した。

片岡
「赤羽その子クリスマスコンアート」

事前の打ち合わせから、公民館だよりによる広報及び個別のチラシの作成、会場準備、写真
撮影、片付け等で連携。

乗附 「乗附史跡めぐりハイキング」「昆虫立体切り折り紙教室」

寺尾
「視察研修」
　上野村の不二洞、神流川発電所見学を行った。

城山

「城山校区作品展」
　前回より地域づくり活動協議会主催。会場も校区外から公民館に戻り、開催。主に、生涯学
習推進員の方が中心となり企画、運営した。新しくイベントとして、ミニ講演会朗読会を開
催、また婦人会の協力による「しろやまカフェ」をオープン、盛況だった。

南八幡

※「雑学ゼミ『根小屋町探訪』」
　南八幡地区は「山上碑」「金井沢碑」に代表される世界的にも価値ある史跡があり、また、
歴史的・文化的にも恵まれた地区である。そこで、世界や日本にも誇れる素晴らしい「我が故
郷南八幡」のすばらしさを体験して、より一層郷土愛を高めてもらうことを目的に雑学ゼミ
「根小屋町探訪」を実施した。

倉賀野
「倉賀野紀行～ふるさとの歴史の世界へいざなう」

講演会及び古墳群めぐり。企画運営、事前の現地調査も含め共同実施。募集は公民館だより
等を中心に呼び掛けた。

大類

「振り込め詐欺防止講座」
　生涯学習推進員主催講座。講座内容・実施時期の選定等を共同で、消耗品等の準備を生涯学
習推進員が担当、講師との連絡調整・公民館だよりを通じた参加者募集・申込み受付・写真撮
影を公民館が行った。参加者は熱心に受講され、関心の高さがうかがえた。

滝川
「講演会・古代～中世の滝川地域」

高崎スマートインターチェンジ周辺の発掘調査について、市文化財保護課の職員を講師に招
いて講演会を開催した。

京ヶ島
「交通安全教室」

交通安全協会京ケ島支部役員の協力により、京ケ島保育所園児などを迎えて、道路の横断の
仕方など、着ぐるみやパネルシアターを使いながら、楽しく学習した。

新町
「七夕まつり」
　そうめん流し、おもちゃ作りを開催した。
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金古

※「美味しい味噌作り教室」
生涯学習推進員が、味噌作りの講師として協力。国産の安心な食材を使い、皆で協力して手

作り味噌を作ることで、参加者に食への関心を持ってもらうとともに、参加者同士の交流も促
進することができた。
「金古ふれあいフェスティバル」

前述「２－（１）」を参照。生涯学習推進員が、フェスティバルで提供する昼食に関して、
メニューの検討、食材の準備、食事ボランティアの手配、調理、配膳、後片付けなどで主力と
して活躍。多くのフェスティバル参加者から、昼食について好評で喜んでもらえた。また、昼
食の調理、配膳、片付けを通じて、食事ボランティア約５０名の交流が生まれるなど、地域づ
くりに貢献することができた。

国府
「国府公民館夏まつり」
　事前会議を開き、それに参加し実際にやってもらう内容を協議した結果、開催日に各担当部
署ごとに責任を持って参加協力してもらった。

堤ヶ岡

「第１１回堤ヶ岡公民館ふれあいまつり」
堤ヶ岡公民館利用団体が、地域住民や公民館利用者に対して日頃の活動成果を披露する発表

会。各団体の活動の活性化を図り、これまで公民館を利用しなかった人達の関心、生涯学習へ
の関心を高めることにつなげることと、公民館を取り巻く地域の活性化、公民館活動を通した
人々の交流を目的とした。

上郊

「おまつり広場」「カレーパーティー」
両行事とも人気のある行事で、子どもが多数参加するので、ある程度の人手が必要だが、近

年は手伝いのできる保護者が減ってしまっている。生涯学習推進員の活躍で今回も無事開催で
き、親子で楽しい時間を過ごしてもらえた。
「第８回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。

金古南
足門

「公民館植栽の手入れ作業」
生涯学習推進員共催事業。

「第７回秋のフェスティバル」
　秋のフェスティバル実行委員会主催事業。
　生涯学習推進員が始めた毎朝のラジオ体操、樹木剪定、公民館大掃除、秋のフェスティバル
など、中心になって活躍いただき公民館を盛り上げていただいている。

南
｢地域の子どもたちのためのクリスマスバージョン｣
　地域づくり活動協議会の事業の一環として開催され、公民館及び図書ボランティアが中心と
なり地域の恒例事業として行われている。

城南
「第３６回城南地区芸能祭（共催）」「第３１回城南地区鎌倉街道武者行列（共催）」
「城南地区賀詞交歓会（共催）」（予定）

城東

「城東地区交流芸能祭」
城東公民館館長と主事が地域づくり活動協議会運営委員会の一員として活動する。

「しめ縄作り教室」
地域づくり活動協議会運営委員会の方に講師を依頼している。

西

「第３２回西地区芸能発表会」
　実行委員会を組織し、地域一丸となって盛り上げた。
「歴史探訪『秋の上野三碑を訪ねる』」
　地域づくり活動協議会のメンバーである生涯学習推進員が主に企画を担当し、他の会員が参
加を呼び掛けた。

東
「東地区芸能祭」
　東地区地域づくり活動協議会と企画等をおこない、それに付随する庶務的な業務を主に公民
館が引き受けた。会場の準備や、出演する東公民館定期利用団体の手配等を行った。

５　地域づくり活動協議会との連携事業　（　２９館　６４講座）
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北

「北地区まちづくり　敬老＆芸能祭」
公民館利用団体１団体参加。
「北地区まちづくり作品集」
北小児童から作品募集。

佐野

「佐野地区大運動会」「佐野地区三世代交流事業『佐野まつり』」
　両事業ともに公民館が共催している。「佐野まつり」について、地域づくり活動協議会を構
成する地域の多様な団体が集い、本年度はペットボトルロケット製作や折り紙、べっこうあめ
作りなどを行った。両事業は佐野地区の地域力を醸成する機会になっている。

東部

「第２２回東部地区作品展」
　地域づくり活動協議会との共催事業として開催。東部公民館定期利用団体への出品依頼及び
取りまとめ、他に東部小学校児童、育成会への絵画（ポスター）、書写等の作品募集の連絡・
調整を行った。

中居

「第39回作品展示会」
　公民館の定期利用団体や地域住民の日頃の活動成果である絵画、手芸等の作品展示を行なっ
た。延べ３４５人が来館。
「中居女性セミナー及び中居長寿セミナー　グラウンドゴルフ教室」
　各セミナーにおいて２回ずつ開催。負荷の少ないスポーツで体力の向上、参加者同士の交流
促進を図った。

矢中
「芸能祭」「町民大運動会」「作品展示会」「お楽しみ会」「子ども知りたい・守り隊」
　矢中地区地域づくり活動協議会の活動は非常に活発で、多岐にわたっている。企画段階から
役員の会議に加わり、意見を出し合いながら各事業を進めている。

中川

「第１７回中川小校区三世代交流芸能祭」
　中川長寿センターを会場に、午前・午後の部をとおして約６０人の個人・グループが出演、
来場者約３００人。公民館だよりで出演募集を行ったり、芸能祭当日の様子を紹介したりする
など、広報面から支援している。
「第５２回中川小校区大運動会」
　中川小学校を会場に、６町内会から毎年約８５０人以上が参加する校区最大のイベント。公
民館だよりで開催告知を行うとともに、大会後は臨時号を発行。優勝町内会の集合写真や区長
インタビュー、種目ごと写真、各町内会の種目別得点一覧を掲載したりするなど、広報面から
支援している。

浜尻

「浜尻地区世代間交流大運動会」
　健康を増進するとともに、地域住民の交流と親睦を図った。
「浜尻地区ミニ音楽祭～第８回春待ちコンサート」（予定）
　浜尻地区住民および定期利用団体、小学校が、日頃の活動の成果を発表する場を設けるとと
もに、地域住民、出演者同士の交流を促進し、地域、公民館活動の活性化を促進。平成２９年
度より浜尻地区文化祭実行委員会の事業として実施している。

新高尾

「新高尾地区文化祭（しんたかお祭り）」
　作品展及び芸能発表を開催。作品展示は公民館を会場とし、芸能発表は小学校体育館で開
催。公民館は公民館だよりを通じた募集告知等の広報、参加申込み受付などを受け持つ。ま
た、新高尾写真愛好会により撮影された当日の写真を公民館に展示した。
「親と子の稲作り教室」
　公民館隣接の田を借り、稲作りを行った。地域づくり活動協議会が経費負担、講師、草刈な
どの日常管理を担当。公民館は募集・申込み受付を分担。「日高米作り教室」とともに地域行
事として定着している。昨年度から食中毒の懸念により餅つきは取りやめ収穫した米を参加者
に配布することとした。
「日高米作り教室」「関越道カルバート壁画制作」
　前述「２－（１）」を参照。
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六郷

「ウォーキング講座」
　スポーツ振興部会。地域づくり主催の「バスハイキング」の準備として歩き方を学ぶため開
催。公民館主催、地域づくり共催で実施。
「みんなでコーラス♪素敵なハーモニー♪」
　文化振興部会。地区の芸能発表会参加を通じて地域の繋がりの促進を目的とした定番講座。
公民館主催、地域づくり共催で実施（全８回中、公民館６回、地域づくり２回実施）。
「～防災講座～気象災害と防災気象情報について」
　防災安全部会。地域の防災力強化を目的として開催。公民館主催、地域づくり共催で実施。
「ランニング教室」
　スポーツ振興部会。小学生に走ることの基礎を身につけさせ走ることが楽しくなるよう開
催。公民館主催、地域づくり共催で実施。
「六郷小校区町民大運動会」
　スポーツ振興部会。地域の繋がりを促進するために開催。地域づくり主催、公民館共催で実
施。
「六郷小校区合同総合防災訓練」
　六郷小校区自主防災会連合防災安全部会。六郷小校区の各町内会の自主防災会が合同して防
災力強化を目的として開催。地域づくり主催、公民館共催で実施。
「六郷小校区芸能発表会」
　文化振興部会。地域の繋がりを促進するために開催。地域づくり主催、公民館共催で実施。
「しめ縄づくり教室」
　文化振興部会。季節行事のしめ縄づくりを地域の方々から材料の提供から指導までご協力い
ただき、地域の繋がりを促進するために開催。公民館主催、地域づくり共催で実施。
「生芋からの手作りこんにゃく作り教室」
　文化振興部会。地域の方々の強い要望により急遽開催。地域づくり主催、公民館共催で実
施。
※「弾いてみよう！ウクレレ教室その２」（予定）
　文化振興部会。公民館主催のウクレレ教室の参加申込者があまりにも多かったため、急遽地
域づくりの協力を得て、追加開催。サークル化を経て芸能発表会参加を目指す。地域づくり主
催、公民館共催で実施。

長野 「各種スポーツ大会等」「長野地区芸能祭（隔年開催）」

豊岡
「秋の豊岡ふれあいウォーク」
　地域づくり活動協議会が発行した豊岡歴史マップ「豊岡めぐり」を活用し、豊岡の名所・旧
跡・文化財を訪ねウォーキングを兼ねて参加者相互の親睦と健康づくりを図った。

八幡

「古都鎌倉バスハイク」
企画段階では話を聞いているだけであったが、参加者の募集や取りまとめなどを公民館で行

なった。公民館館長は地域づくり協議会の役員として参加したが、好天に恵まれ、自由行動が
多かったため江ノ島など好きな場所を観光し好評だったとのことである。

西部
「読み聞かせ夏祭り」
　地域づくり活動の一環として、地域づくり活動協議会と連携して企画を行い実施した。

片岡
「初心者グラウンドゴルフ教室」
　年々減少傾向にあるクラブ会員を増やそうと、地域のグラウンドゴルフクラブの依頼を受け
て講座を実施。

乗附
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「三世代ふれあい大運動会」「乗附校区芸能祭」
「乗附公民館文化祭・作品展示会」

城山
「城山校区作品展」
　前述「３」を参照。

倉賀野
「第３２回倉賀野城十六武者行列」
　武者行列部会の実行委員会を中心に、開催準備が進められ開催。公民館は武者や随行員の募
集、記念写真撮影の役割分担を行った。

岩鼻
「岩鼻地区芸能文化祭」
　岩鼻地区芸能文化祭を微弱ながら事務局として補助した。
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大類

「芸能祭」
　芸能部会と協力。出場申込受付、プログラム作成、広報、写真撮影、その他の手伝いを公民
館で受け持つ。
「芸術作品展」
　文化部会が担当。大類公民館を会場に、定期利用団体のうち芸術系の団体等と協力して実
施。公民館では出品者募集、出品目録作成、会場準備、写真撮影、その他の手伝いで協力。
「社会体育運動会」
　運動部会が担当。大類小学校を会場に開催。公民館では、写真撮影や公民館だよりによる開
催報告を行った。
「歩け歩け大会」
　環境部会が担当。公民館では参加者募集告知・参加申込み受付、写真撮影などで協力。折り
返し地点の観音山古墳では県職員の解説を聞きながら見学した。
「もちつき大会」
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる写真撮影、広報等を行った。
「しめ縄づくり」
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる広報及び会場準備、写真撮影、片付け等で協
力。

滝川

「滝川ふれあいフェスティバル」
　滝川小学校の体育館と校庭を会場に、地域住民が参加する芸能祭とお祭り広場を開催した。
公民館は会議への出席、会議資料の作成、必要物品の作成・手配など運営全般に補助的な役割
を担った。
「滝川子どもフェスティバル」
　滝川公民館を会場に、地域の子どもと保護者その他が参加。昔遊びや食事を楽しんだ。公民
館は会議への出席、会議資料の作成、必要物品の作成・手配など運営全般に補助的な役割を
担った。

京ヶ島
「作品展示会」
　京ケ島地区地域づくり活動協議会との共同開催。展示パネルや机の借用、展示会場設営、返
却などを共同で行った。

金古

※「金古小学校児童作文コンテスト」
　前述「２－（１）」を参照。
「金古ふれあいフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。地域づくり活動協議会の会長が開会の挨拶、他の役員の方々も
地域住民からの展示作品や舞台発表の応募受付や、当日の会場受付などで協力、地域の人の交
流に寄与してもらった。

国府
※「上野三碑バスツアー」
　バス１台を借り上げ、館長自ら各碑の説明を行い、参加者の学習機会の提供に一役買った事
業であった。

上郊
「第８回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。

城南
「家庭教育学級」（予定）
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会の指導員による子育て支援事業である。第４回目に、ＮＰＯ法人代
表者の特別講話を同時開催する。

西
「親子ふれあい教室」
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携し、講座のひとコマ、ひとコマを綿密に打ち合わせ、事業計
画を練り上げた。

６　ＮＰＯ法人との連携事業　（　２１館　５３講座）
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東

「夏休みワンパク探検隊『学習の怪』」「夏休みワンパク探検隊『書道の怪』」
「新春！！『書初め教室』」
　事業自体は前年も行っていたが、小学生対象事業ということもあり、学生に講師をお願いし
たほうがお互いに成長できるのではと思い、今年度はＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ（大学生が運営している。大学生を講師等で派遣するＮＰＯ）と相談し、学習会と書道、書
初め教室を実施した。同法人にとっては初めての事業ということもあり、実施するまでに当た
り数回打ち合わせを行った。
「夏休みワンパク探検隊『かけっこの怪』」
　例年実施している事業ではあるが、今年度はＮＰＯ法人ソーシャルグッドとかなり綿密な打
ち合わせを実施した。それは非常に夏が暑かったため、小学生が実施するにあたり健康面は大
丈夫か不安があったためである。そのため実施内容も前年と変更したりと、かなり詳細まで話
し合って実施した。
「夏休みワンパク探検隊『大学生と遊ぼうの怪』」
　夏休みに大学生のお兄さん、お姉さんと小学生が一緒に遊ぶといったコンセプトのもの、前
述のＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎと話し合って、大学生と一緒に遊び、成長でき
る事業は何かということで、何回か打ち合わせを行い実施した。非常に好評であり、小学生と
学生がともに成長できたと思う。
※「☆冬休みにホットな気分へ☆『ちょこっと♪お楽しみ会』」
　冬休みに大学生のお兄さん、お姉さんと小学生が一緒に遊ぶといったコンセプトのもの、前
述のＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎと話し合って、レクリエーションからの調理実
習も兼ねたカレーパーティーを実施することにした。こちらも非常に好評であり、小学生と学
生がともに成長できたと思う。

北

「運動会直前かけっこ教室」「持久走大会直前ランニング教室」「あしこし健康教室」
　ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携。
「親子ふれあい教室」
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携。

塚沢

「親子ふれあい広場」
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携し、リトミック等親子を対象に５月から７月にかけて５回実
施。２月に１回実施予定。
「Ｗord活用講座 似顔絵を描きましょう！」
　ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんまと連携し、１１月に全４回で実施。内容について何度も協議を
行った。

東部

「あしこし健康体操」
　ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携し、高齢者を対象に日常の健康づくりへの意識を高め、
いつまでも元気に自立して生活できるきっかけづくりができる軽体操をお願いした。ストレッ
チしたり軽い筋トレ等を行った。受付開始から３０分で定員になった。
※「子供運動教室」
　ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携し、小学生を対象に正しい身体の使い方、動かし方を身
につけて、運動神経を高められる運動をお願いした。ジャンプしたり、走ったりして柔軟性、
リズム感、観察力、バランス、反射神経などを道具を使って、思い通りに体を動かす能力を身
につけられる教室になった。
※「楽しいエクササイズ教室」
　ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携し、中高年を対象に楽しく年末年始の運動不足を解消で
きる運動をお願いした。ストレッチや軽運動を行い、基礎代謝アップや老化防止に必要な動き
を取り入れたものになった。受付開始から３０分で定員になった。
※「スマホ入門＆体験教室」
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎと連携し、初めてスマートフォンに触れる人でも
気軽に操作でき、便利な機能や使い方を習得できるようお願いした。受付開始から３０分で定
員になった。
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中川

※「ご近所猫のお困りごと解決講座」
　ＮＰＯ法人群馬わんにゃんネットーワークに依頼し、野良猫や飼い猫による糞尿被害や繁
殖、無責任なエサやりや多頭飼育などの現状と、同法人が関わってきた県内各地の取り組み事
例などを学んだ。法人代表と打ち合わせをする中で、地域の区長や環境保健委員に話しを聞い
てもらうことになった。一般申込はわずかであったが、町内会役員に呼びかけを行ったところ
３０人以上が参加。猫トラブルに関する校区内の情報共有と、課題解決に向けた手法を地域に
提供することができた。
「シニア向けスマホ入門＆体験教室」
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎに依頼。スマホ所有の有無で教室を分けるなど、
参加者のレベルに合わせて実施してもらった。体験者の中には、スマホデビューを果たしたと
の声も多く聞かれた。

浜尻

※「シニア向けスマホ教室」
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎと連携し、スマホの基本的な使い方から便利な機
能を使いこなすための講習をした。
「パソコン教室～年賀状を作ろう～」
　ＮＰＯあいてぃ塾ぐんまと連携し、年賀状を作るまでの講習を行った。
「親と子のふれあい教室」（予定）
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携し、読み聞かせ、リズム遊びなどをとおして、親子でふれあ
うことの楽しさ、大切さを知ることを目的に実施予定。

北部

「０号館寺子屋」
　一般社団法人０号館（高崎経済大学生で組織されている法人。地域交流・世代交流を目的に
設立）による放課後学習指導。夏休みに１回開催。
「０号館化学実験」
　０号館による科学実験指導。夏・冬に１回ずつ開催。
※「地域交流干し柿作りプロジェクト」
　０号館・下小塙町第１公民館サロン・公民館共催による干し柿作り。校区内の干し柿作り名
人による指導のもと、約２か月の間干し柿作りを行った。出来上がった干し柿は、１２月のサ
ロンで大学生から高齢者に配った。
「ひなまつり」
　北部公民館図書ボランティアが例年単独で開催していたが、平成２９年度から０号館と共催
するようになった。小学生を対象に、折紙でつるしびなを作成。

箕郷

※｢スマホ教室｣
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎに、初心者でも気軽に学べるようにお願いし、シ
ニアを対象とした｢スマホ教室｣を実施した。キャンセル待ちが出るほど人気があったため、再
度、２回目の教室を実施した。

八幡

※「スマートフォンお悩み解決講座」
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎの講師に依頼し、座談形式で１人１人の質問を個
別指導したため、皆さん携帯会社では教えてもらえなかったことが分かり満足して帰られた。
「親子ふれあい教室」
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会の講師に依頼し行なった。毎年行なっている人気講座で、先生方が
慣れており、幼児の事業としては安心して任せることができた。

倉渕
「春・秋のネイチャートレイル」
　自然保護活動や自然体験活動を行っているＮＰＯ法人アグレコと連携し、自然豊かな倉渕地
域の烏川源流域の植物や野鳥、動物などを観察しながら散策する事業を春・秋の年２回開催。

榛名
※「榛名山麓『ムササビ観察会』」
　運営推進委員会の提言を受けて開催。倉渕・榛名地域で自然体験などを主催するＮＰＯ法人
アグレコに相談、開催に至る。
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下里見

※「今から始める終活　じぶんノート作成講座」
ＮＰＯ法人わんだふると連携し、認知症になる前に書き留め、遺族に負担をかけないじぶん

ノート作成講座を実施した。さらに、個別相談にも対応できるよう行政書士会や高齢者あんし
んセンターにも出席を依頼した。
「うごキッズ教室」

ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携し、小学生向け体力向上事業を実施した。低学年、高学
年にクラスを分け、それぞれの体力に応じた内容とした。
※「パソコンで年賀状を作ろう講習」

ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんまと連携し、地域住民に対しパソコン教室を実施した。パソコン
の知識は、日を置くと忘れてしまうということから、月～金の５日間連続とする短期集中講座
とした。

片岡

「親子ふれあい教室」
ＮＰＯ法人時をつむぐ会による乳幼児と親を対象とした教室を１０月～１２月にかけて実施

し、子育てから親子遊びの方法等を学び、参加者から好評を得た。
「小学生ランニング教室（運動会）」「小学生ランニング教室（持久走）」

９、１１月にＮＰＯ法人上州アスリートクラブによる小学生ランニング教室を実施。今年度
は。片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）の共催開催として実施。一つの公民館では参加者
が限られてしまうため、片岡４校区で行うと参加者が多く、活気のある教室となった。

南八幡
「親子遊びで心の育成教室」

ＮＰＯ法人時をつむぐ会により毎年５月から乳幼児と親を対象とした「親子触合い教室」を
実施し、子育てから親子遊びの方法等を教授し、参加者から好評を得ている。

吉井

「どろんここどもランド」
　ＮＰＯ法人時をつむぐ会における親子屋外講座。
「親子ふれあいひろば『時をつむぐ会のエンターティナーとさあ、みんなで遊ぼう』」
※「はじめてのスマホ教室」「はじめてのスマホ教室ﾊﾟｰﾄ2」
「はじめてのスマホ教室パート3(基礎編)」「ＳＮＳを学ぼう(応用編)」
「スマホ教室ＳＮＳを学ぼう(応用編)」「きらくにスマホ教室～アプリを入れてみよう～(実践編)」
　ＮＰＯ法人Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎにより全１０回の講座を開催した。

滝川

「親子ふれあい教室」
ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携し、読み聞かせ・リズム遊びなどを通して、親子でふれあう

ことの楽しさ・大切さを理解してもらう機会となった。
「パソコンWord初級講座」
　ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんまと連携し、原稿入力から静止画・表の挿入、簡単な図形の作成
方法などを学び、一般的な文書を作成する講座を開催した。
「スマホ体験教室」
　ＮＰＯ法人ブレインファーム（スマホの学校）と連携し、初心者を対象に、スマホの基本的
な使用方法を学ぶとともに、日常生活にも役立つ豊富な機能を体験してもらった。

新町
※「ドッグセラピー」
　群馬動物愛護推進協会アイリスと連携し、セラピー犬とのふれあいにより、自信や自己肯定
感の向上につなげ、リフレッシュや参加者同士の交流を深めた。

金古

「金古ふれあいフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。金古運動広場Ｊｒボランティアクラブと企画段階から連携・協
力し、地元の小学生が司会進行を行った。子ども達が一生懸命取組む姿勢が、多くの観客から
好評だった。

堤ヶ岡

※「サイエンスマジック」
ＮＰＯ法人小島昭研究所と連携し、小学生を対象に、体験学習を開催し、理科や科学に対す

る興味を持つきっかけづくりを目的として開催。募集人員４０名のところ、４８名の参加があ
り盛大に開催できた。
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南
｢南地区町内運動会｣、「南地区ふれあいスポーツフェスティバル」
　南地区諸団体と共催し、地域づくりに貢献している。

城東

「城東地区交流芸能祭」
　各種団体（区長会、体育振興会、長寿会、城東小学校、城東小学校ＰＴＡ、子ども会育成
会、社会福祉協議会、民生児童委員、青少推、防犯協会、女性防火クラブ、ボランティア会、
生涯学習推進員、交通指導員）が実行委員会委員として会議等に出席し、各団体がそれぞれ係
を分担して、会場の準備、運営進行に携わる。城東公民館館長と主事は事務局を務め、各種事
務を行う。

西

「いきいきセミナー西」
長寿会役員から学習要望のヒアリングを行った。

「出張なんでも講座in町内公民館」
出張先の２公民館長から学習要望のヒアリングを行った。

「男性が厨房に入る料理講座」（予定）
食生活改善推進員がメニュー選び及び実技指導を担う予定である。

東

「夏休みワンパク探検隊『将棋の怪』」
　定期利用団体と小学生たちとの交流を図ることを目的に、５年ぶりに夏休みに小学生将棋教
室を実施した。久しぶりに事業を実施するので、定期利用団体と綿密に打ち合わせを行った。
将棋ブームということもあり非常に多くの小学生に参加して貰った。また定期利用団体の高齢
者との交流を図ることもでき、双方にとって非常に有意義な事業となった。
※「夏休みワンパク探検隊『二胡にこの怪』」
　定期利用団体と小学生たちとの交流を図ることを観点に当公民館の二胡演奏サークルに二胡
演奏会をお願いした。こちらも定期利用団体と小学生たちとの交流が図れ、非常に有意義な事
業となった。
「ニコニコ元気!!『笑いヨガ&脳活性化ゲーム教室♪』」
　東地区民生児童委員が地域の高齢者に何か健康教室を実施したいということで、同団体と連
携し笑いヨガ教室を実施した。初回を月一回東公民館で行っている高齢者向けいきいきサロン
内で実施し、より多くの住民に参加していただくことができた。
「Ｘmasにピッタリ!?『わくわくフラワーリース教室！』」
　東公民館で活動しているフラワーアレンジメントサークルに今年度も小学生フラワーリース
作製教室をお願いした。休暇時ではなくフラワーアレンジメントサークルが活動している月曜
日の放課後に講座を実施してみたが、非常に好評であり多くの小学生に参加してもらうことが
できた。
「☆ハッピーミニＸmas☆『ちょこっと♪クリスマス会』」
　東公民館で活動している図書ボランティアにクリスマス会を行ってもらった。内容はブラッ
クライトシアターと読み聞かせで、図書ボランティアが練習をしたものを、地域の小学生や幼
児に公開した。非常にたくさんの子ども達が参加してくれた。

城址

「親子で楽しい！リトミック教室」
平成２３年度末頃に当館で実施し、その後も回数を年４回×前期・後期 = 年８回として平成

２４年度以降も継続的にリトミック教室を実施してきた。その中で、平成２３年度当初から地
元の母子等保健推進員に講座のアシスタントとして参加してもらうことを継続している。講師
も地元住民であり、母子等保健推進員と講師・公民館が連携して、子どもたちの健やかな成長
にママ友同士の交流もねらいに含めた穏やかな講座運営を続けてきたことで、地元の未就学児
を中心とした親子が安心して参加できる講座になった。
「マリンバコンサート」「ふれあいコンサート」

いずれも中央地区４サロン（城址ふれあいサロン・シンフォニーふれあいサロン、ときわ・
いきいきサロン、らく・らく１００才サロン）と企画段階から協働し、高齢者の方でも安心し
て楽しめるコンサートを実施した。

７　関係団体との連携事業　（　３６館　８６講座）
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佐野

「第37回佐野地区郷土芸能祭」
「第24回囲碁大会・第13回将棋大会」（予定）
　両事業ともに佐野地区町内公民館長会が主催し、公民館他が共催している。佐野地区郷土芸
能祭は佐野長寿センターを会場としている。
「みんなで楽しく！子どもチャレンジ料理教室」
　食生活改善推進員を講師に迎え、公民館主催事業として事業を実施した。
「食育講座～乳幼児の食事・おやつ～」
　民生委員・児童委員が運営する佐野地区子育てサロン「たんぽぽの会」との共催で実施し
た。当校区在住で当館を初めて入館する参加者があったことから若年層に対する公民館利用の
啓発の機会にもなった。講座内容は市出前講座を活用したもの。講師の計らいにより講話の時
間よりも講師との相談の時間を多く設けたことで参加者の満足度が高まった。

塚沢

「知るとあんしん！介護のあれこれ」
　高齢者あんしんセンター希望館の職員と連携して企画をし１２月に実施。２回ともあんしん
センター希望館を会場とした。
「塚沢地区長寿セミナー」（予定）
　塚沢地区長寿会セミナーとして実施予定。

東部
「クリスマス会」

図書ボランティアと連携し開催。東部公民館図書ボランティアによる児童向けの「人形劇」
などを連携して実施した。

中居

「中居長寿セミナー」
中居地区長寿会連合会と日程や企画について協議を重ね、全９回の事業を実施。身近なテー

マを主とした座学形式の講座とグラウンドゴルフ・館外研修を組み合わせて生活向上や健康づ
くりに役立てる内容構成とした。
「中居女性セミナー」
　中居地区婦人会と日程や企画内容について協議し、10回の事業を実施した。座学による講
座、音楽鑑賞や小物づくり、また館外での研修やグラウンドゴルフ教室とセミナーの構成内容
に変化をもたせることで参加意欲を促し、参加者の心身の健康向上と、交流促進を図った。

矢中

「５０代からのライフアップ講座」
　健康で長生きをするために地域の人たちと集い、学び、交流を深め、心豊かな生きがいのあ
る人生を過ごすことを目的に開催している。例年、矢中地区長寿会連合会の役員と講座の内
容、日程等について協議をしながら進めている。今年度は、６月～７月にかけて全４回で実施
した。内容は「運動をとおして健康と仲間づくり」「ふたり芝居」「健康教室」「映画の鑑
賞」であった。

中川

「お正月料理作り教室」
校区食改推（市食生活改善推進協議会中川班）に依頼し、手軽にできるお正月料理作り教室

を毎年１２月に開催。一般的なお正月料理とは一味違う、食改推さんならではの創作メニュー
が参加者から好評を得ている。
「中川公民館クリスマス会」

公民館読み聞かせボランティア「絵本の小箱」と連携したクリスマス会には、毎年１３０人
以上の子どもたちが来場（主に小学校学童児童）。館内に色とりどりの飾り付けを行い、クリ
スマスムードを演出。ボランティアによる人形劇や民話の語り、ハンドベル演奏など、子ども
たちに一足早いクリスマスを楽しんでもらっている。
「町内区長と町内公民館長の合同研修会」

毎年９月、榛名湖畔において、町内公民館長・町内区長との合同宿泊研修を実施。各町内公
民館の取り組み状況の報告や情報交換、課題共有の場として貴重な機会となっている。
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浜尻

「七夕の飾り付け」
子育てサークル浜尻と連携し、七夕の飾り付けをして公民館の玄関に飾った。

「浜尻地区ソフトバレーボール大会」「夏季グラウンドゴルフ大会」
「校区代表ソフトボール予選会」「秋季グラウンドゴルフ大会」
「浜尻地区はねつき大会」（予定）

体育振興会と連携し、健康を増進するとともに、地域住民の交流と親睦を図る。
「浜尻小校区健全育成・交通安全祈願パレード」
　青少年問題協議会と連携し、「親子で考える標語」を募集し、パレードを行うことで、地域
住民に健全育成・交通安全の啓発を行った。
「浜尻まつり」

浜尻まつり実行委員会と連携し、まつりをとおして、地域の団体・住民が一体となり、コ
ミュニケーションを深めることで、団体間のネットワークが形成され、世代間の交流が深ま
り、地域全体の活動を盛り上げた。

新高尾

「寿大学」
　地区長寿会連合会の協力を受け開催。全６回。申込み受付、講座当日の受付・資料配布で長
寿会連合会の協力を受ける。
「生き生き女性学級（手芸教室）」
　婦人会に講師を依頼して開催。制作する作品選定は婦人会で行い、出来あがった作品は新高
尾地区文化祭（作品展示）に出品された。
「生き生き女性学級（みんなで踊ろう）」
　婦人会に講師を依頼して実施。地区文化祭に出演しその成果を発表した。
「地域ふれあい料理教室」（予定）
　昨年度から実施。婦人会に協力してもらい、メニューの選定・実施時期などについて相談
し、また材料準備などを依頼して実施する予定。
※「心に響く音楽会」（予定）
　「地域住民に気軽に音楽に親しんでもらうため」婦人会が、群馬交響楽団のアンサンブルコ
ンサートを企画。公民館だよりによる広報及び申し込み受付を公民館で担当。

北部
※「地域交流干し柿作りプロジェクト」
　前述「６」を参照。

六郷

※「元気ダンス教室」（予定）
　地域のサロンに、健康寿命を延ばし介護予防に効果がある「元気ダンス」を広げるきっかけ
となるよう、サロンの中心的な役割のある民生員対象とし、元気ダンスの指導者育成を目指し
て開催。公民館主催で実施。

長野

「長野地区芸能祭」
　長野地区区長会、文化スポーツ推進委員会、長野地区長寿会連合会、長野小校区子ども育成
会、交通安全協会長野支部、長野地区母子等保健推進委員、女性防火クラブ長野支部、防犯協
会長野支部、民生･児童委員協議会、環境保健協議会長野支部、長野小校区青少年育成推進委
員、長野小学校ＰＴＡ等。

箕郷

※「箕輪城寿大学　入学式・記念講演『郷土の誇り箕輪城』｣
※「箕輪城寿大学　２回学習会～『箕輪城散策』｣
　箕輪城語り部の会に、｢郷土の誇り箕輪城｣の講演と｢箕輪城跡とその周辺について｣現地で解
説を依頼した。上記については、地域における「箕輪城」をＰＲする方法を研究するために実
施した。
※｢親子でチャレンジ！手づくりコロッケ｣

箕郷町は、梅香る古城の里と言われるように梅が特産物である。まず、箕郷地域に栽培され
ている梅のことを知ってもらう。次に、梅を使った料理を学んでもらう。そして、親子で一緒
に料理を体験してもらう。このことによって梅の地産地消を推進することに繋がり、梅コロッ
ケをきっかけに地域づくりを支援することを目的に、箕郷生活研究グループと一緒に企画し、
実施した。
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鼻高

「わがまち鼻高　地域座談会」
区長会、地域づくり活動協議会、地域住民有志、生涯学習推進員等と連携し、公民館がコー

ディネート役を演じながら、「わがまち鼻高　地域座談会」と称する集いを開催した。今回は
「鼻高の観天望気（天気予報）を考える」をテーマにし、地域の住民が座談会形式で話し合っ
た。内容としては、鼻高地区に昔から語り伝えられているこの土地ならではの気象学（天気予
報）について、住民が体験気象学として話し合った。そして、座談会で話し合われた事柄を、
公民館だより“わがまち鼻高”の記事として取り纏め、地域住民に還元している。地域の歴史
や文化・魅力の再発見、今後の鼻高地域づくりや進むべきあり方等について、住民が集い話し
合うという住民参画型の事業ができた。

倉渕

「ほたるの鑑賞会」
　倉渕地域でほたるの保護や啓発活動を行っている倉渕ほたるの会と連携し、初夏にほたるの
鑑賞会を実施。会場準備、ほたるの解説や参加者のもてなしなどのボランティアを団体が担
い、日程調整や周知などを公民館が担っている。
「楽しいバルーンアート」

例年夏休みの時期に倉渕地区社会福祉協議会が開催している「そうめん流し」と同時開催。
相互に協力し参加者の利便性を図っている。
「ありがとう川柳」
　感謝の気持ちを育てるありがとう運動として、ありがとう川柳の募集を倉渕小学校ＰＴＡと
共催。小学生、保護者、教職員、一般からの応募作品から、文化協会倉渕支部の協力で優秀作
品を選定し、地域の文化祭「やまなみ祭」で掲示。

下里見
※「シニア世代のこころとからだ　自分の健康は自分で守ろう講座」
　軽い負荷で、誰でもできる健康体操を企画し、民生委員を通じて、独居の高齢者や普段運動
をしていない方への呼びかけを依頼した。

片岡

「片岡４校区ソフトボール大会」「片岡４校区バレーボール大会」「片岡４校区グラウンドゴルフ大会」
　片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）体育振興会合同による、ソフトボール・バレーボー
ル大会を５月と９月にそれぞれ実施しており、またグラウンドゴルフは１２月に実施。会議か
ら、準備および大会運営において連携を続けている。

乗附

「ふれあい子育てサロン」「ふれあいいきいきサロン」
　社会福祉協議会と連携。
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「乗附校区グラウンドゴルフ大会」
「片岡４校区ソフトボール・バレーボール大会（春・秋）」「片岡４校区グラウンドゴルフ大会」
　体育振興会と連携。
「三世代ふれあい運動会」
　区長会、体育振興会と連携。

寺尾

「片岡４校区ソフトボール・バレーボール大会」「片岡４校区グラウンドゴルフ大会」
　体育振興会と準備および大会運営において連携を続けている。
「身近なことから環境を考えよう！体験講座」

寺尾地区環境保健委員・ゴミステーション担当区長と連携を続けている。

城山

※「男性のためのお料理教室」
　地域在住の男性より、男性対象の料理教室のリクエストがあり、食生活改善推進員の方に相
談した所、快諾。推進員の今までの活動からレシピを作成、定員いっぱいの盛況だった。参加
者の満足度も高く、次年度の開催要望もあり、検討中である。

南八幡

「芸能祭」「納涼祭」「南八幡地区合同運動会」「新年初顔合わせ」
区長会、体育振興会、南八幡地区民生委員児童委員協議会等連携して実施している。

「雑学ゼミ」
婦人会と連携し、生活支援・運動・料理教室等年間９回程度講座を実施している。

吉井

「公民館で遊ぼう」
青少年ボランティア団体である吉井ＶＹＳと連携して、「鬼ごっこと巨大すごろくであそぼ

う！」「七夕ゼリーをつくろう！」「吉井ＶＹＳとクリスマスをすごそう！」「ドッチボール
大会！」等年６回の開催があり、毎回子どもたちが楽しみにしている事業である。
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倉賀野

「ＡＫＧＢセミナー（旧高齢者教室）」
全行程６回の講座。長寿会役員の意見や年間行事予定を参考に事業計画を作成し、参加者募

集の取りまとめや毎回の講座当日の受付を協力してもらった。
「第２回倉賀野公民館輪投げ大会」

準備会より区長会・体育振興会・長寿会・子ども育成会・倉小ＰＴＡ・民生児童委員・生涯
学習推進員・介護サポーター元気タイムの意見等を参考に事業計画を作成し、実行委員として
協力してもらう。

岩鼻

「クリスマス会」
　岩鼻公民館おはなしの会と連携し、幼児児童（保護者を含む）を対象として約１年をかけて
準備し毎年開催している。広報活動は、公民館だよりのほか、おはなしの会が開催チラシを作
成して、チラシ配布への協力などを行う。

大類

「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」「料理教室」（予定）
　公民館利用団体である「家庭科クラブ」の協力をいただき、メニュー選定や材料準備などの
事前準備、当日の講師や講師補助をしていただいた。
「七夕かざり教室」「こどものつどい」

「公民館図書ボランティア」の協力をいただき、七夕かざり指導、劇、パネルシアターをし
ていただいた。

滝川
「巡回いきいきサロン」
　民生児童委員と連携し、町内公民館８ヶ所を会場に、誰にでも楽しく簡単に取り組める３Ｂ
体操を行い、参加者の健康増進を図った。

京ヶ島

「京ケ島地区芸能祭」
芸能祭実行委員会との共催事業。公民館利用団体を中心に、保育所園児、小学校合唱部、交

通安全協会なども出演した。
「京ケ島地区ゴルフ大会」

ゴルフ大会実行委員会との共催事業。玉村ゴルフ場を会場に１０６名が参加。

新町
※「茶道を楽しもう」
公民館茶道クラブと連携し、茶道を通じて、礼儀作法や立ち振る舞いなど日本伝統文化を学んだ。

国府

「上野国分寺まつり」
当該地区の住民から区長をはじめとした実行委員を選任し、事前会議も含めて何度も当日ま

でに実行委員会（役員会）を開催し、貸し館として実行委員会はもちろんの事、更に細分化さ
れた各委員会毎に会議を開催し公民館を利用してもらっている。公民館としても、館長を中心
に事務分担や各行政機関との仲介として機能している。年々、まつりの規模が予算的にも来場
者数的にも拡大しており、増々公民館が関与している事務的作業的準備の段階においても担う
役割が増大してきている。

堤ヶ岡

「食用油を便利にリサイクル！せっけんづくり」
　毎月第一木曜日に、当公民館にて廃油の回収事業を行っている「高崎くらしの会群馬支部」
との共催により実施。参加者に使用後の不要になった油を違った形で再利用できることの楽し
さ、便利さを実感させ、リサイクル精神の向上につなげることを目的とした。完成後は試作品
を持ち帰ってもらい有効活用していただいた。なお、学校給食センタ－より毎年廃油を提供し
ていただいている。

上郊

「第８回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。
「しめ縄づくり」

区長会と企画して開催。区長会で地域の協力のもと稲わらの育成ほか、消耗品の調達、指導
者への依頼などを担当し、公民館は講座の宣伝、参加者の募集を担当。参加者の募集は子ども
会育成会にも協力してもらった。子どもから高齢者まで大勢の参加を得て行事の目的である世
代間交流を達成できた。
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金古南
足門

「第７回秋のフェスティバル」
　定期利用団体、区長会、生涯学習推進員による実行委員会を立ち上げて、企画会議を重ねて
開催した。金古南地区の町内会に周知を行い、展示品の募集を行ったところ地域の皆様から絵
画・書・小物・写真・編み物など多くの作品が出品された。芸能発表会では、スポーツ吹き矢
のデモンストレーション・足門筋トレ健やかクラブの実演・金古南小学校児童の合唱・カラオ
ケなどが披露された。また調理ボランティアによる「すいとん」などが振舞われ、なごやかな
フェスティバルとなった。

南
｢熟年講座｣
　美術館(高崎市美術館、タワー美術館)の協力を得て担当学芸員の解説付きで参加者が鑑賞で
き、好評を得ている。

西

「藍の生葉染め教室」
染料植物園職員と染色材料を選び、当日は実技指導を担っていただいた。

「いきいきセミナー西　第７回『運転免許返納のススメ・特殊詐欺の傾向と対策』」
運転免許証自主返納アドバイザーから実体験を語っていただき、高崎警察署警察官からは特

殊詐欺の手口を学び、防犯意識の向上を図った。

城址

※「高崎電気館子ども見学会」
　中央小学童クラブが地域にある電気館を社会見学するという催しを城址公民館と共同で企画
した。この講座は構想段階から高崎市地域活性化センター事務長に相談のうえ開催することが
できた。ちなみに案内は電気館の職員とボランティアスタッフに務めていただいた。

塚沢 「県民健康科学大学出前講座」（予定）

中居

「中居女性セミナー　熱中症対策について」
　群馬県健康福祉部保健予防課職員を講師に、熱中症の症状とその対策などについて学習。
「中居女性セミナー　適切！的確！な口腔ケアについて」
　群馬県健康福祉部保健予防課職員を講師に健康な歯と口を保つための口腔ケアの方法につい
て学習。
「中居長寿セミナー　気象災害等から身を守る」

前橋地方気象台職員を講師に群馬県の気象災害の傾向や防災気象情報の活用等について学
習。
「中居長寿セミナー　歴史よもやま話 弘仁九年の大地震－群馬で起こった古代の大災害」
　１，２００年前、平安時代の弘仁９年(８１８)に群馬県に発生した大地震について学びぶこ
とで防災意識の啓発に取り組んだ。
「中居長寿セミナー　正しい手洗いで感染症予防！」

高崎市保健予防課職員を講師に冬季に流行しやすい感染症やその予防対策について学習。

中川

「元気シニアいきいきセミナー」（予定）
　中川長寿センターを会場に、元気シニアをターゲットにした健康づくりや整理収納術などの
講座を開催（４回シリーズ）。中川長寿センターは、公民館から２キロ以上離れているため、
普段公民館を利用しない参加者が多い傾向がある。そのため、講座終了後であっても、これら
の参加者が公民館のサークル活動への参加につながる機会となっている。

浜尻
「介護予防教室」
　高齢者あんしんセンター希望館と連携し、介護保険制度について説明してもらった。

北部
※「高崎経済大学事務局と北部地区住民との情報交換会」
　高崎経済大学生由来の課題（ごみの出し方など）を話し合う情報交換会を開催。地区からは
区長と環境保健委員が参加。諸般の事情で１回のみで終了。

８　関係課・機関との連携事業　（　１４館　２７講座）
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※「火曜塾　館外研修～倉渕道祖神めぐり～」
　事前準備として下見をした際に、倉渕公民館から資料の提供と助言を得た。また、公用バス
の停留所として倉渕支所とし、倉渕支所の協力を得て実施した。
※「おりひめ学級　第２回学習会～日本銀行について学ぼう～」
　日本銀行前橋支店と連携し、日本銀行が私たちの生活の中で、とても身近で重要な役割を果
たしていることを学んだ。偽造防止のための様々な工夫を、実際にお札を見ながら教えて貰っ
たり、１億円の重さを体験したり、クイズ形式でお金や銀行に関わる歴史も楽しく学んだ。最
後に、難しいと敬遠しがちな経済の話も分かりやすく説明してもらいよく理解できたようであ
る。
※「おりひめ学級　第６回学習会～スマイルボウリングを楽しもう～」
　市スポーツ課の職員が、スマイルボウリングの簡単なルール説明をしたあと、３人から４人
ごとのチーム分けになり競技が開始となった。チームごとに順番で一人一球を投げ、少ない回
数で早くすべてのピンを倒したチームが勝ちとなる。しかし、実際球を投げてみると、まず最
初のゲートに玉を触れないで潜らせることが難しく、みなさん悪戦苦闘していた。また、うま
くゲートに潜っても、その先のピンには当たらなく、当たった時の喜びはみなさん声を出して
喜んでいた。ゲームに慣れ始めたときには、みなさんゲームに夢中になり、子どもの時に戻っ
たようにはしゃいでいた。時には、ゲームをしながら適度の運動して汗をかくことも良いと
思った。
※「教育長講話『全ては子どもたちのために～私の教育論～』」
　高崎市教育長の講話は、教員時代、県教委時代、そして学校長時代のことについて触れられ
た。また、現在、教育長になられてからのお話も聞くことができた。特に、いじめに対する取
り組みが中心で、いじめ根絶に向けて家庭や社会が学校と連携することが重要であると述べら
れていた。具体的には、各小中学校で取り組んでいる事例を分かりやすく写真付きで説明して
いただいた。また、目指す高崎の教育を説明され、これ以外に学力向上についての取り組みの
話もされ、高崎市の学力は市町村別には出されていなかったが、県内でも優秀であると述べら
れていた。最後に、これまでの教育長が取り組まれた実践が、法務大臣から表彰されるなど、
数々の功績として称えられているという話をされ、講話は締め括られた。
｢そば打ち教室」
　箕郷公民館は調理室がないため、例年、保健センターを借用していた。また、道具類も農林
大から借りていた。しかし、保健センターの調理室は公民館の日程と都合が合わず、火力が弱
いなどの不便さもあった。また、今年からは農林大が今までと違って、調理用道具類を学生優
先としたことから、気軽に借りられなくなった。そこで、今年は、公民館との連携を考え、会
場は上郊公民館を借り、道具類も倉渕公民館から借りて｢そば打ち教室｣を実施した。受講生に
とって、箕郷公民館以外の公民館を知る機会となり、また、施設や道具類も気軽に借りられる
ことにより、公民館同士の協力や支援など連携を得られたというアピールにもなったと思う。

八幡

※「スマイルボウリング研修会」
市の出前講座を使い、スポーツ課職員を講師として招き行なった。参加者の募集・当日受付

等の事務処理はこちらで行い、機材や講師の派遣などの実務はスポーツ課で行なった。簡単に
できるスポーツで、皆さん運動を楽しんでいた。

倉渕

※「英語でクリスマス」
地域内に誕生した山村留学施設の「くらぶち英語村」の協力を得て、外国人に接する機会の

少ない子どもたちに、外国式クリスマス行事の体験により、外国人とのコミュニケーション力
や発言力を養い、併せて異文化への理解を深めている。

下里見

※「叱らない　これからの子育て講座」（予定）
　こども発達支援センター職員に依頼し、子どもの自己肯定感を高める子育て方法を学ぶ講座
を開催する。また、発達が気になるお子さんをお持ちの親御さんにも参考となる内容にするよ
う企画している。

城山

※「郷土の文学者について」
　前橋市のそれいけ！まえばし出前講座を活用し、郷土ゆかりの文学者について萩原朔太郎を
中心に学ぶことができた。前橋市生涯学習課社会教育係に丁寧に対応いただき、文化国際課
前橋文学館の担当者に当日わかりやすく興味がわく内容で講演いただいた。
※「～防災講座～気象災害と防災気象情報について」
　前橋地方気象台の出前講座を活用し、城山校区・高崎市に関連した気象に関する出来事、現
象を学ぶことができた。

箕郷
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吉井

※「平成３０年度群馬県公民館北部ブロック公民館連絡協議会研修会」
　吉井公民館館長を講師に演題「新しい力、公民力」で講演を行った。東吾妻町中央公民館
（事務局）と打ち合わせを行い１２月に実施。
※「結婚応援講座～幸せな町づくり～」
群馬県の喫緊の課題である「人口減少対策」に対応すべく、群馬県こども未来部こども政策

課から講師を招き、県内の結婚状況に関するデータを基に実態を把握し、少子化対策を含め、
いかに地域の活性化に結び付けるかを考えた。
「おもしろ科学教室」
　群馬県生涯学習センターと連携し、子どもたちの「科学する心」をはぐくむとともに学校外
活動の充実を図るための事業。理科離れの進む現在、貴重な体験ができる教室となっている。
「吉井どろんこ祭り」
　吉井支所全体で取り組んだ事業である。準備段階から何回となく打ち合わせを実施し、当日
を迎える。今年度は、１０，０００人程の来場者があり、多いに賑わった。

城南

「ふれあいコンサート」
　生涯学習推進員、地域ボランティア及び地区在住奏者がコンサート内容・構成等を協議し公
民館が事務等を担い共催で開催した。企画、周知協力、指導者との日程等の連絡調整、司会進
行等も担当してもらっている。

西
〔参考〕「企画委員会」をたとえ立ち上げてもなかなか意見が出ないことから、講座受講者及
び来館者からの聴き取りにより学習需要を掘り起こしている。

浜尻
「浜尻地区ミニ音楽祭～第８回春待ちコンサート～」（予定）
前述「５」を参照。

北部

※「地域交流干し柿作りプロジェクト」
前述「６」を参照。柿の収穫時期や干す場所など、干し柿の作成に関しては全て校区内の名

人に段取りを依頼した。
※「高崎経済大学事務局と北部地区住民との情報交換会」
　前述「８」を参照。開催までに、地区内区長等と協議を重ねた。

箕郷

「みんなで創る　火曜塾」
　住民参画型の事業として発足し、受講生みなさんで一緒に考えて実行した。どんな内容にし
たら楽しく学べるか、こんな内容を学習したいけど、講師はどう探したらいいかなど、みなさ
んで調べたり、公民館と相談しながら、手づくり感いっぱいの学習を館外研修を含め、年間計
８回の学習会を行った。

岩鼻

「水鉄砲を作って遊ぼう」
夏休み中の子供向けの企画で、地区民生委員と地域のボランティアが中心に竹取り、消耗品

購入、準備と当日の開催までの実施を予定したが、高温の夏で高齢者が健康管理に不安があり
急遽中止になった。

９　住民に企画段階から参画してもらった事業（企画委員会（仮称）等）　（　６館　６講座）
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南
｢熟年講座｣
　全９回のシリーズ講座。熟年世代を中心とした参加者の暮らしがより充実したものになるよ
う、様々な分野の講師に依頼し、参加者から好評を得ている。

城東
「タブレット体験講座」
　「スマートフォン」や「タブレット端末」が急速に普及し、これらの機器を使用する生活が
一般化しつつあることから、情報格差を解消するために取り組んでいる。

西
「いきいきセミナー西　第４回『どうなる次の年号』」
　上毛新聞社客員論説委員の武藤洋一氏に、元号が昭和から平成に変わった時の様子を語って
いただき、新元号を予想してもらった。

東

「色々な悩みもすっきり解決!?『スマートフォン相談会』」
　地域高齢者の「最近携帯電話を変更すると必ずスマートフォンに変えさせられるし、使い方
も難しい。」といった声にこたえる形で、今年度もスマートフォン講座を実施した。今年度は
講義形式ではなく、スマートフォンは個人によって使い方が異なるので、悩みも人それぞれで
あるため、相談会という形式で実施した。

北
「あしこし健康教室」「笑いヨガで脳トレ教室」※「家庭介護講座」
家庭でできる適切な介護知識や体に負担のかからない介護技術について学んだ。

城址

「古典文学講座『平家物語の女性たち』」（予定）
　いろいろな方に親しまれやすい古典の学習により、学習者が自らの教養の向上を感じていく
ことを通じて、公民館活動の課題であり目標のひとつでもある“心豊かな活力ある人づくり”
につなげようとしている。
「心を育むわらべうた」「親子で楽しい！リトミック教室」「わらべうたとおはなしの会」
「読み聞かせ事業」
　乳児～幼児～学童年齢と成長していく子どもに合わせた学習機会を提供し続けつつ子育て中
の母親たちにも着目し、母親たちが社会との接点を保ち楽しみながら子育てができるよう、ま
たママ友づくりなど人々とのコミュニケーションが確立できるよう場を設け続けることで、子
育て中の母親たちが孤独にならないよう留意した事業運営を心がけている。

佐野

「夏の自分ケア①！こころの健康のお話～日々笑顔で過ごしていくために～」
「夏の自分ケア②！健口体操～いつまでも美味しく食べるために～」
　平均寿命の延伸が続くわが国において、健康寿命の延伸が現代的課題の一つである。当地域
でも同様であり、当館ではこの地域課題の解決のための事業展開に重点を置いているが、今回
は連続シリーズで行った。前者は市出前講座を、後者は群馬県県民健康科学大学の出前講座を
活用した。いずれの学習テーマもマイナスイメージに捉えられたのか参加者の確保に苦労した
が、受講後の感想は好評であった。
「気持ちふんわり♪すくすく赤ちゃん講座～心軽やかな子育てを～」
　赤ちゃんと向き合う保護者を対象とした事業であり、過去の受講アンケートから「ただ集
まって楽しかったでは勿体無い、親の知育もしてほしい。」という貴重な声もいただいていた
ことから、その具体事業として企画実施した。内容は好評であった一方で、赤ちゃんと一緒に
受講してもらったため、集中して講師の話を聞けなかった、講話の時間が長かったという評価
も保護者からいただいた。

塚沢
「知るとあんしん！介護のあれこれ」
　前述「７」を参照。

東部
※「スマホ入門＆体験教室」
　前述「６」を参照。

10　身近な生活課題や地域課題に重点をおいた事業　（　３１館　５０講座）
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中居

「ベビービクス・親子ビクス教室」
　核家族化により孤立しがちな母子の絆と居場所づくり、また参加者同士の交流促進を目的と
して開催。
「中居女性セミナー　熱中症対策について」
　前述「８」を参照。
「中居健康体操教室」
脳の活性化を促す手の運動や緩やかなストレッチを中心とする中・高齢者の健康増進を目的

とする体操教室。
「中居女性セミナー　適切！的確！な口腔ケアについて」
　前述「８」を参照。
「中居長寿セミナー　気象災害等から身を守る」
　前述「８」を参照。
「中居長寿セミナー　歴史よもやま話　弘仁九年の大地震－群馬で起こった古代の大災害」
　前述「８」を参照。
「中居女性セミナー　わかりやすい相続・遺言の話」
地域在住の行政書士を講師に、相続と遺言に関わる基礎知識、やっておくべき事を学び、将

来設計を行うための一助とした。
「中居健康体操教室Part2」
　脳の活性化を促す手の運動や緩やかなストレッチを中心とする中・高齢者の健康増進を目的
とする体操を月１回のペースで実施。
「中居長寿セミナー　正しい手洗いで感染症予防！」
高崎市保健予防課職員を講師に冬季に流行しやすい感染症やその予防対策について学習し

た。

矢中

「若さを保つ健康講座」（予定）
　地域の機関（病院）と連携をして、今日の社会課題である認知症予防、転倒骨折予防を図
り、心身共に健康で豊かな人生を過ごすことを目的に開催する。
病院の健康運動指導士を招き、実技指導をしていただく。

中川

「年末大掃除対策講座」
　年末の大掃除時期より少し前（１１月下旬）に「整理収納術」と「ナチュラルクリーニン
グ」を２日間にわたって開催。県内各地で活躍する整理収納・掃除のプロの指導で、収納や掃
除のノウハウを学んでもらった。「何回聞いてもためになる」「友人・知人にもにもぜひ薦め
たい」など、参加者から毎年好評を得ている。

浜尻
「介護予防教室」
一般財団法人日本介護予防ダンス協会から講師を招き、６０歳以上を対象にした健康の維持

と増進を図るためのいきいき元気体操を学んだ。

新高尾
「普通救命講習会」
　前述「４」を参照。

北部
※「高崎経済大学事務局と北部地区住民との情報交換会」
　前述「８」を参照。

六郷
※「リズムにのって楽しく無理なく体を動かそう」（予定）
　健康寿命を延ばし介護予防に効果がある「元気ダンス」を広げるため開催。「元気ダンス教
室」は指導者向け、こちらは一般者向けの講座。公民館主催で実施。

長野

「さわやか元気教室　健康講話『誤嚥性肺炎予防のための口腔ケアについて』」
榛名荘病院歯科衛生士の先生より、健康なお口づくりのお話と歯磨き実習等についてお話や

歯磨き指導をしていただき、また、無料で骨密度測定を実施していただき受講者にとって大変
役立つ講座となった。

箕郷
「子育てランチミーティング」
　子育てにおける悩みや疑問、楽しみについて、専門の講師を交えて話し合う場を提供した。

八幡
※「脳活性化ゲームと運動」
　高齢化率が高まっているため、明るく元気にすごせるよう講座を行なった。笑いが絶えない
良い講座だった。
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鼻高
「地域健康教室in鼻高公民館“誤嚥性肺炎予防のための口腔ケア」
地域住民の健康保持と地域学習活動として、医師による健康講話や参加者の骨密度チェッ

ク：骨密度測定などを行なう。地域住民の健康意識の高揚に努める。

倉渕

※「今から始める終活　じぶんノート作成講座」
　誰もが直面する自分の最期。最期まで自分らしく行き抜くため、また、残された家族の負担
を少しでも減らすために、元気なうちに自分の意思をまとめ残しておくじぶんノート作成につ
いて学ぶ講座を開催。
※「男の料理教室」
　今や男性が家事に積極的に関わる時代、また、食生活も外食やコンビニ弁当など簡易な食事
習慣で栄養バランスの偏りなどか憂慮されるため、男性を対象に料理教室を開催し、料理の楽
しさを実感し、併せて栄養バランスの整った健康的な食生活と家庭におけるキッチンでのコ
ミュニケーションを育むことを目的に開催。

榛名
「あしこし健康体操」
　地域の高齢化が進む中、地域課題解決として開催した。

下里見
※「今から始める終活じぶんノート作成講座」※「知ってて安心家族信託講座」（予定）
　地域の高齢化が進む中、終活や相続に関する地域課題を取り上げた。

城山
※「～防災講座～気象災害と防災気象情報について」
　前述「８」を参照。

南八幡

「慰安会」
民生委員児童委員協議会とともに、ひとり暮らしの高齢者等を対象に八幡ふれあい館におい

て、園児・児童・中学生による歌や演奏、婦人会の踊り、歌謡ショーを主体とした「慰安会」
に招待し、楽しい１日を過ごしてもらい、ひとり暮らし高齢者と地域の方々との触れ合う場を
設けている。

吉井

※「地方創生大学・大学院(寿研究科・自分発見リフレッシュ研究科)開講式
～特別記念講演～『国際弁護士とは何か？－宇宙から地価資源まで－』」
　高齢者対象と女性対象の違いはあるが、ともに１年を通して、安全・文化・環境・郷土・健
康など様々な観点から、身近な生活課題や地域課題について学び、自己の向上をめざしてい
る。

倉賀野
「男性の料理教室・パート３」
男性も料理を通して、家族や友人との交流を深め、心豊かな生活を過ごすこと。一人暮らし

を想定し簡単にできる料理実習を実施。

新町
「地域の交通安全・防犯・詐欺対策講話」「年末防犯対策講座」
　新町交番所長、県消費生活課職員の話から、地域一丸となって防犯、消費者被害等に対する
知識・準備の大切さについて考えさせられ、今後の検討課題となった。

堤ヶ岡

「お正月に飾るしめ縄づくり・神棚飾りと玄関飾り」
　衰退傾向にある地域の伝統文化を地域の年配の方（講師）が若い世代の参加者に教え継ぐと
いう形をとり、結果的に地域の幅広い年代層の方の参加があり、地域の伝統文化継承ととも
に、世代間交流の場となった。親子で協力し合って手作りの楽しさ、難しさを知り、完成品に
満足していただいた。毎年、材料の収集に手間と時間がかかり大変苦労しているため、無理の
無い程度に開催できれば良いか検討が必要になっている。

上郊

「アクティブシニアのゆるゆる筋トレ」
高齢化率が高い地域なので、関心がある住民が多く、参加者が多数集まった。健康に暮らし

続けるためには、自分で意識して努力する必要があることとそのための効果的なトレーニング
方法を教えてもらえたので、参加者は満足していた。

金古南
足門

「毎日を元気に楽しむ健康術教室」
　運動不足の方に、楽しく運動をすることにより成人病を予防する。体を動かす運動習慣を身
につけて、ストレスを解消し、体力づくり、仲間づくりを行い、心身ともに毎日を元気に過ご
せることを目的に開催した。
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城南

「ふれあいコンサート」
　生涯学習推進員、地域ボランティア及び地区在住奏者との協働。生涯学習推進員、地域ボラ
ンティア及び奏者（地域人材）がコンサートの開催時期、構成等の検討を重ねてくれた。周知
協力や司会進行等も担当してもらい「手づくり感」の高い事業となっている。地区在住奏者も
コンサートを通じて「地元への愛着」や群響の「移動音楽教室」を意識し、参加者の満足と共
に奏者・地域ボランティア・公民館としても満足度の高い事業である。今年度で３回目となり
回を重ねるごとに参加者も増え、内容も充実してきた。

西

「寺子屋中国語教室」
継続受講者。国際化の時代にあって、正しい文法や会話等の正しい知識を身につけ実生活や

旅行等で活用できる。少数の受講者で地味な学習ではあるが、継続し開催することに意義があ
る。ゆくゆくは、中国語のスキルを高めた受講者が様々な場所で活動することを期待したい。

東

「☆ハッピーミニＸmas☆『ちょこっと♪クリスマス会』」
　東公民館図書ボランティアが行っている事業であるが、年々ブラックライトシアターや読み
聞かせの技術が上がってきており、今後とも地域の図書ボランティア育成の観点からも、この
事業は継続していく価値は十分にあると思われる。
「長期休暇時の小学生向け事業全般」
なるべく講師を地区住民や定期利用団体、学生にお願いしていて、小学生たちと一緒に学び

成長できる事業となっている。今年度は全１８講座中１２講座で地区住民や定期利用団体、学
生に講師をお願いした。

北
「夏休み子ども水彩画教室」「夏休み子ども書道教室」「冬休み子ども書道教室」
地域住民に講師協力者を依頼。

佐野

「美しい音色を♪午後のひととき、クラッシックの楽しみ」（予定）
　今年度に入り当館所在地の町内に群馬交響楽団で活躍する方がお住まいであるとの情報をい
ただく機会があった。町内では知られているが意外なことに佐野地区で出演する機会も無かっ
たようで、この機会にこうした光る地域人材を広く佐野地区で共有、また今後の地域づくりの
一助とすることを目的に事業への協力を交渉し、実現に至った。

中居

※「はじめてのお香」
　図書ボランティア代表(公民館運営推進委員)が御家流(安藤家)香道の指導資格を有してお
り、香席のノウハウを熟知しているため、中居公民館初の取り組みとして初心者を対象とする
香道教室を開催した。講師はこの事業後、他市にて開催された香道教室でも講師を務めるなど
活躍の場を広げている。
「中居健康体操教室」
　前述「１０」を参照。定期利用団体の指導者で、指導に定評のある中居地域在住者を講師と
した。
「中居健康体操教室Part2」
前述「１０」を参照。夏期に実施した健康体操教室の講師に再度指導を依頼。

「パン作り教室～ブーランジェ(パン職人)からプレッツェルの作り方を学ぼう!!～」(予定)
　プロのパン職人からドイツ発祥とされるパンの一種「プレッツェル」と、そのパンを使った
サンドイッチの作り方を学ぶ講座。近隣地区にある人気ベーカリーでパン製造を行っている若
手職人に指導を依頼。昨年度、同講師による講座開催を契機に公民館側と意見交換を重ねた結
果、今年度も特色のあるパン作り教室開催へと結びついた。

浜尻

「クリスマス会」
図書ボランティア、定期サークルと子どもたちの交流を図るとともに、ボランティア活動を

支援、養成。
※「カラダが喜ぶ・おうちイタリアン」
　地域住民からイタリア料理の講座をして欲しいと要望があり、地元の人材を紹介してもらい
講師として依頼し、実施。

11　地域人材発掘や育成、ボランティア養成に重点をおいた事業　（　２３館　３８講座）
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新高尾

「生き生き女性学級（手芸教室）」「生き生き女性学級（みんなで踊ろう）」
　地域の婦人会に講師を依頼することにより、講座運営等のスキルアップを図ることを目的の
ひとつとして開催。内容選定、準備、出欠受付など婦人会で担当。手芸教室で作った作品、練
習した踊りは、新高尾地区文化祭（しんたかお祭り）の作品展示・芸能発表において発表され
た。

北部
〔参考〕今年度開催した主催・共催事業のうちおおよそ８割で、地区内人材を発掘・依頼し
た。（講座名については割愛。おおよそ３０事業＋図書ボランティア読み聞かせ６事業）

六郷
※「子どもにちょっと教えてみませんか？～人材登録～」
　前述「２－（１）」を参照。なお、夏休み期間中にあすなろ学童児童クラブが登録者に依頼
して、紙飛行機の作り方を教わった。

長野

「子ども手作りパン教室」「親子クリスマスケーキ作り教室」※「抹茶プリン作り教室」
　地元浜川町在住の管理栄養士の先生に、子ども、大人問わず料理教室の講師をお願いしてい
ます。
「クリスマス会」
長野公民館図書ボランティア「青い鳥」に、人形劇・パネルシアターなどを披露しもらい、

全面的に協力していただいた。

箕郷

「そば打ち教室」
　地元在住の人に講師を依頼し、地域に昔から伝わる「こつ」を、どのように伝えればよいか
検討し、企画した。
※「箕輪城寿大学　入学式・記念講演『郷土の誇り箕輪城』」
※「箕輪城寿大学　第２回学習会～『箕輪城散策』｣
　箕輪城語り部の会と連携し、講演会では、箕輪城は約１００年の歴史しかなく、その間に激
動的なでき事があったことを学ぶことができた。箕輪城の構造の話から長野氏の話、そして井
伊氏の話まで幅広く、大変興味深い話を聞くことができた。質疑応答では、熱心に質問される
方もおられ、大変有意義な講演だった。箕輪城語り部の会の皆さんによるガイドで、５班に分
かれて散策をした。受講生は、平成２８年度に復元された郭馬出西虎口門を見学した。井伊氏
時代の城の土塁の様子を表した貴重な絵図面や、様々な資料をボランティアガイドの方に見せ
ていただきながら、実際に見る自然の地形を巧みに利用した構造や堀の深さに驚いていた。地
元の文化財でも、詳しく解説を受けながら回って見たのは初めてという方が多く、中には箕郷
に３０年住んでいても、一度も「箕輪城跡」に来た事すらないという方もいた。

八幡
※「古典講座～源氏物語」
地域在住の先生を講師として開いた講座である。非常に教え方がうまく参加者も勉強熱心

で、また講座をお願いしたいと思っている。

西部
※「暮らしに役立つロープワーク」
地元の区長に協力いただき、新聞やダンボールの縛り方だけでなく、もやい結びや軽トラッ

ク等で活躍する「南京縛り」のレクチャーもあり参加者は熱心に学んでいた。

倉渕

「道祖神の里めぐり」
　前述「２－（１）」を参照。倉渕地域の道祖神を歩いてめぐる事業の案内役を、小・中学生
が担うとともに、運営に地域のボランティア団体に協力してもらっている。
「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」
　前述「２－（３）」を参照。絶滅危惧種の蝶・ミヤマシジミについて、生態報告会を開催
し、倉渕地域での発見や目撃例を収集している。また生息地の環境整備として、草刈やゴミ拾
いなどを行い、中学生の環境学習にもなっている。

榛名

※「晩秋の『榛名神社ウォーキング』」
パワースポットとして注目されている榛名神社を地域の観光資源として広く地域住民に知っ

てもらい、地域外から訪れる人にガイドボランティアとして活動してもらうことを主眼に開催
した。

下里見
「そば打ち教室」
　地域活動、生涯学習活動に理解のある地域人材を講師に招き、実施している。
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片岡
※「クラフトバック作り教室」
以前、片岡公民館主催の教室でバック作りを学んだ方を講師として招き、編み込みの技術を

学びながら、自分だけのバックを完成させた。

乗附
「親子パン教室(春・夏)」「ポスター教室」
乗附小校区居住者に講師を依頼している。

岩鼻
「なわとびを楽しむ」
民生児童委員など、地域で活動する人を講師に起用した。

大類
「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」「料理教室」（予定）
「七夕かざり教室」「こどものつどい」
　前述「７」を参照。

堤ヶ岡

※「しめ縄づくり養成講座」
　地域によって様々な形態や意味をもつ「しめ縄」について、自分の住む地域の「しめ縄」の
文化について学ぶと同時に、講師が高齢化しているため、同じ地域の若い世代の人たちに伝統
文化を継承してもらうため、地域人材の発掘に繋げることを目的とする。

金古南
足門

「手作り味噌体験教室」
　人気があり毎年開催して欲しいとの要望が絶えない事業で、受講者が教室後にサークル活動
を行っている。この会が基で「糀作り体験教室」を開催することになった。

城南
※「夏休み子ども折り紙教室」
　年配者から子どもまで楽しめる折り紙経験。

城東
「クリスマス会」
　図書の読み聞かせボランティアに依頼して、乳幼児とその保護者を対象にクリスマス会を開
催している。

東

「長期休暇時の小学生向け事業全般」
普段から小学生が放課後訪れるという背景はあるが、この事業により本当にたくさんの子ど

も達が公民館を訪れるようになった。また、アットホームな雰囲気が出るように、ウェルカム
ボードの使用や飾り付け等を行っている。

北

※「北カフェ」
　毎月１回開催。北地区に住んでいる方が気軽に北公民館に集い地域の方々と交流できる機会
を設け、お茶を飲みながら自由に・のんびり・息抜きのできる場を提供した。図書室の本を読
んだり、卓球をしたり、世間話をしたり地域の皆さんで自由に利用していただいている。

佐野

「佐野地区三世代交流事業『佐野まつり』」
　前述「５」を参照。当地域では一環として三世代交流を目的とした事業展開を行っている。
「ゆっくりしていきませんか？図書室ミニ映画サロン」
　図書室も地域住民の居場所であってもいいという観点から、図書の貸し出し時間前にミニ映
画会（「バス停の座布団」（３１分））を開催した。当館では読書のみならず、気軽な歓談の
場、地域の居場所としての図書室の活用を模索している。

塚沢
「夏休み子ども映画会」「冬休み子ども映画会」
子ども対象の映画会ではあったが、親子や孫と一緒にお年寄りが参加するなど、三世代が集

う場を提供することができた。

12　居場所になるように行った事業　（　２６館　５２講座）　
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中居

「夏休み子ども映画会」
　前述「２－（２）」を参照。
「ものづくり体験教室」
　１１月に開催した作品展とあわせて実施。参加無料で年代を問わず新聞紙で簡単につくれる
防災用スリッパとレジ袋入れ作りを行い、講師や参加者同士で交流しながらものづくりの楽し
さを体験してもらった。
「冬休みこども映画会」
前述「２－（２）」を参照。「夏休み子ども映画会」と同様に、上映内容は子どもを中心と

しているが参加年齢を不問とし、親もしくは祖父母、地域住民が子どもたちと一緒に映画を楽
しめる世代間交流の場とした。
「名曲を楽しもう♪～フルートとピアノの調べ～」
　前述「４」を参照。群馬交響楽団在籍のフルート奏者１名とピアニスト計２名によるコン
サート。クラシックやポピュラー、唱歌の名曲から構成された親しみやすいプログラムを公民
館の気軽な雰囲気の中で鑑賞してもらった。

矢中

「矢中地区文化祭・作品展示会」
　小・中学校と連携して、児童・生徒の作品を展示した。会議室では、体験コーナー（将棋教
室、おり紙等）を設け、来場者が自由に参加できるようにした。また実習室では、喫茶コー
ナーを開き、来場者が抹茶プリン、みそおでんを味わいながら交流が図られるように工夫し
た。その結果、大人だけでなく、家族連れの来場者が増え、地域全体の文化祭、作品展示会を
開催することができた。

浜尻

「浜尻地区ふれあいスポーツ大会」「浜尻まつり」
　前述「４」を参照。
「浜尻地区世代間交流大運動会」
　前述「５」を参照。
「浜尻地区はねつき大会」（予定）
　前述「７」を参照。
「親子で楽しむリラクゼーション」「えいごで遊ぼう」「親子ビクス」「親子クリスマスケーキ作り教室」
　普段利用の少ない子どもとその親世代に公民館を利用してもらうように親子対象の事業を実
施した。
「お絵描き教室」「昆虫立体切り折り紙教室」※「たのしく科学工作をしよう」
※「夏休み子ども映画会」「書き初め教室」
夏休みを利用して、普段利用の少ない小学生を対象に事業を実施した。

※「リース作り教室」
地域住民、公民館利用者同士の交流を図った。

「浜尻地区囲碁大会」
囲碁に興味がある人に公民館に集まってもらい、公民館の利用促進と、地域住民どうしの親

睦と交流を図るため、年２回実施。

新高尾

「家庭教育学級」
　未就園児とその保護者を対象に、読み聞かせ・リズム遊びなどを通して、親子でふれあうこ
との楽しさ・大切さを知るとともに、育児について話し合える場を提供する事業として開催。
昭和４８年度から継続して行っている。親子サロンを通じて参加する親子、あるいは本講座に
参加したことで親子サロンを知りサロンに参加するようになる親子などもおり、子育て世代の
交流形成に寄与している。

六郷

※「夏休み囲碁体験教室」
　前述「２－（２）」を参照。なお、残念ながら夏休み期間のみ交流は終了。児童クラブの子
どもたちが公民館にいられる時間が１回３０分程度（遊び時間のみ）であるのと、両者の活動
時間が少しずれているのでうまく継続できなかった。

長野
「クリスマス会」「親子クリスマスケーキ作り教室」
　世代間交流を狙った事業ではないが、祖母の参加も見られた。
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箕郷

「親子ふれあい遊び」
　子どもと保護者を対象に、遊びや絵本をとおして親子のスキンシップを図り、同じぐらいの
子を持つ親同士が交流できる場を提供することで、楽しく子育てができるよう支援した。
「箕輪城寿大学」
高齢者を対象に、高齢者が生きがいをもって生活するために、趣味・教養・健康並びにレク

リエーション等の学習を館外学習を含め、年間８回の学習会を行った。
「おりひめ学級」
一般女性を対象に、日常生活では体験できないジャンルの学習を行い、楽しく集い学ぶこと

により心豊かに潤いのある生活を勤しんでいただく学習を、年間計９回の学習会を行った。
「みんなで創る　火曜塾」
　火曜塾とは、定期的に火曜日の午後になると、みなさんが公民館に集まり、楽しく学ぶため
に講座や学級を一緒に考え、実行していく学級である。公民館としての目的は、この火曜塾は
住民の参画により行われ、いずれは公民館からの手を離れ、公民館と同じような機能を有する
ように仕向け、自主的に動くようにすることである。将来的には、月曜塾、水曜塾、木曜塾な
ど、次々にサークルが生まれ、人づくり、地域づくりに繋げることが最終目標として、館外研
修を含め、年間計８回の学習会を行った。
「昔遊び」
けん玉やベーゴマ、あやとりやお手玉などの昔遊びを一緒に楽しみながら地域高齢者と小学

生の世代間交流を図った。

八幡

「親子ふれあい教室」
就園前幼児とその親が集まって行なった講座であるが、初めてあった親御さん同士が仲良く

なり、講座終了後、玄関や駐車場で何十分も話をしているのがよく見かけられ、お互いに交流
が図れたものと思われる。

鼻高

「鼻高公民館：少年少女チャレンジ教室」
夏の子ども映画祭(ファミリーで童話文学の映画を観よう)、夏休みポスター作り教室、夏休

み子ども料理教室、クリスマスの子ども料理教室等を開催し、子ども達が楽しいひと時が持て
るよう工夫した。小学生の異学年が一緒という事業なので上級生が下級生の面倒を良くみてお
り、異学年交流に効を奏している。実施に際しても、鼻高小学校へ相談と報告を密に行った。
「鼻高地区町民運動会」
　地域づくりや世代間交流を目的として小学校と合同で予定したが、今年は雨天のため中止と
なった。

倉渕
〔参考〕公民館図書室を「ぐんまクールシェア2018」の登録施設とすることにより、チラシや
群馬県ホームページへの掲載により、誰でも気軽に立ち寄れる施設のＰＲとなり、子ども連れ
の保護者などの利用もあった。

下里見

※「夏の音楽会」
ソプラノ歌手とピアニストを招いての音楽会に、地域で活動する音楽サークルにも出演して

もらった。アニメソングから昭和歌謡曲、そして本格的なクラシック音楽と子どもから大人ま
で楽しめる内容になったことで、世代を越えて１００人以上が参加した。また、参加者が一緒
に歌うコーナーを作り、世代間で楽しく交流ができるよう工夫をした。

南八幡

「つくってみよう」「クリスマス会（ハンドベル）」
毎月読み聞かせ図書ボランティアの協力により、本の読み聞かせと合わせて、折り紙や工作な
ど取り入れた「つくってみよう」を行い、毎回多くの園児、小学生が参加している。また、同
時に「クリスマス会」に発表する「ハンドベル」の練習を５月から続けており、音楽を取り入
れた情操教育の創造に役立てられている。

吉井

「ハンドベル教室」
　クリスマス会の発表を目指して先生の指導を受ける。
※「X‘masコンサート」
　０歳から９６歳までの参加者や観客が集まり、地域の居場所となるべく地域活動を盛り上げ
た。

倉賀野

「第２回倉賀野公民館輪投げ大会」
準備会より区長会・体育振興会・長寿会・子ども育成会・倉小ＰＴＡ・民生児童委員・生涯

学習推進員・介護サポーター元気タイムの意見等を参考に事業計画を作成し、実行委員として
協力してもらう。
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岩鼻
「図書室開放事業」
　子育て中の保護者と乳幼児、児童や高齢者など誰でも予約なく自由な過ごし方のできるス
ペースとして、毎週月曜日１０時～正午の間図書室を開放している。

大類

「こどもクッキングスクール」
　大類地区芸術作品展開催日にあわせて実施。作品展来場者ためのおもてなしコーナーで「こ
どもクッキングスクール」参加者の子どもたちによるお茶・お菓子によるおもてなしを行うこ
とで、子ども達と作品展を見学に来た地域住民との交流を促している。

金古

「金古ふれあいフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。公民館利用団体や、地域の有志の方、保育園、小学校、中学校など幅広い方
に２日間で合計約１，０００名に参加していただき、フェスティバルを成功させることができた。このフェス
ティバルにより、地域において公民館の存在をより認知してもらうとともに、地域の子供からお年寄りまで
がより気軽に公民館利用していただけるようになったと思う。

堤ヶ岡

「第１１回堤ヶ岡公民館ふれあいまつり」
堤ヶ岡公民館利用団体が、地域住民や公民館利用者に対して日頃の活動成果を披露する発表

会。新規の風を吹き込もうと地元の「堤ヶ岡幼稚園」が出演し、年長組の園児による歌声で、
例年になく大勢の来場とともに盛大に開催することができた。公民館内では体験コ－ナ－の
「押し花」と「水墨画」が大変人気があり、参加者の皆さんがとても喜んで体験し、「是非来
年も来たい」という声も聞かれた。当日は幅広い年齢層の来館を想定し、子どもからご年配の
方までが楽しめるアットホ－ムな雰囲気づくりを心がけた。

上郊

「昔の遊び」
定期利用団体のみなさんに講師になっていただき、子どもたちにあやとり、こま回し、けん

玉などを教えていただいた。企画の段階から定期利用団体の方に参加してもらい、講座の運営
もやっていただき、子どもの居場所づくり、世代間交流が図れた。さらに、公民館職員と定期
利用団体の方々の交流が図れたので、貸し館で利用するだけの関係から公民館の事業や運営に
ついても関心を持ってもらえるようになった。

金古南
足門

「第７回秋のフェスティバル」
　前述「７」を参照。

南
｢地域の子どもたちのためのクリスマスバージョン｣
　高崎駅西口交番の警察官に講話をしていただいている。

城南
〔参考〕特段、防災や防犯に重点をおいた事業は実施していないが、地区内の防犯パトロール
の拠点（地域安全センター）として機能づけされている。

城東
「防災訓練」
　城東地区地域安全見守り隊が中心となって、城東公民館との共催で、毎年９月に城東公民館
を拠点として防災訓練を実施している。

西
「いきいきセミナー西　第７回『運転免許返納のススメ・特殊詐欺の傾向と対策』」
　前述「８」を参照。

北
※「地域防災講座」
地域の役職者や防災に興味のある参加者が応募し、防災士から災害や防災について学び、自

分たちの地域防災についてもアドバイスを受けるなどして学んだ。

中居

「中居長寿セミナー　気象災害等から身を守る」
　前述「８」を参照。
「中居長寿セミナー　歴史よもやま話　弘仁九年の大地震－群馬で起こった古代の大災害」
　前述「８」を参照。
「ものづくり体験教室」
前述「１２」を参照。例年作品展と同時開催し、暮らしに役立つ小物づくりを行っているが、今年度は防
災意識の向上を目的に簡単に作れて非常時に役立つ新聞紙素材の防災用スリッパ作りを行った。

13　防災や防犯に重点をおいた事業　（　２２館　２６講座）
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中川

「地域ぐるみの防災講座」（予定）
　中川地区区長会の協力のもと、東日本大震災が発生した３月に合わせて「地域ぐるみの防災
講座」を２７年度から開催している。当初、自主防災組織が２町内会にとどまっていたが、２
８年９月には校区全てとなる６町内会で組織化された。地域の防災力を高めるきっかけ作りと
して、公民館での防災講座を継続して開催していきたい。
※「『地域ぐるみの防災講座』～災害への備えを女性視点で考える編」
防災士会群馬県支部副支部長に講師を依頼。自主防災組織の役員は圧倒的に男性が占める

中、災害時の避難誘導や避難所生活等、女性ならではの視点に立った「備え」を学ぶことで、
きめ細やかな対応を身に付けてもらうことを狙いとした。
※「『地域ぐるみの防災講座』～災害時の避難所の実態を学ぶ編」（予定）
　新潟中越地震や東日本大震災、平成３０年７月豪雨災害など、災害ボランティアとしていち
早く現地入りした県内の社会福祉協議会職員に講師を依頼。発災直後の被災地や避難所で目の
当たりにしたリアルな実態を講演してもらうことで、普段の自主防災活動における備えに活か
してもらう。

浜尻
「浜尻地区自主防犯パトロール会」
日常的に青少年の安全確保のための自主パトロールの実施。

新高尾
「普通救命講習会」
前述「４」を参照。

六郷
「～防災講座～気象災害と防災気象情報について」「六郷小校区合同総合防災訓練」
　前述「５」を参照。

箕郷

「おりひめ学級　第９回学習会～※女性の視点で考える地域の防災～」
講師より、「“群馬は安全”という考えは大変危険であり、災害は必ず起こると思いましょ

う。」という話から始まった。家族間で大切なことは、災害について常に話し合って決まりを
作っておくこと、たとえば高崎市の「安心ほっとメール」や災害用伝言ダイヤルの活用するな
ど、具体的な方法も織り交ぜながら学んだ。地域においては、全国で唯一、避難勧告での全員
避難が高崎市の方針であるので、すみやかに避難するためにどう助け合うかを、となり近所の
方と“井戸端会議”などで話し合っておくのもよいことであるとの話があった。最後に、実際
に必要な備蓄品や、持ち出し袋の中身、女性として用意しておくと便利な小物などを紹介して
もらった。受講生からは、充実した内容の２時間でしたが、これで終わりではなく、いつも心
の中で考える必要があると思ったとの感想があった。

鼻高
「鼻高地区防犯教室：（特殊詐欺）振り込め詐欺」
　高齢者の振り込め詐欺防止啓発を、鼻高地区の防犯協会や警察署生活安全課・駐在所と連携
しながら地域住民を対象に開催した。草の根運動として思ったより好評であった。

倉渕
※「救命入門コース」
　身近で起こる重篤なけがや病気など緊急を要する事態に、その場に居合わせた人が効果的な
救命処置を行なえるように、その知識と技術を習得する。

寺尾
「防災訓練」
　１２月の大掃除のとき、参加してくれたサークルと実施した。

城山
※「～防災講座～気象災害と防災気象情報について」
前述「８」を参照。

南八幡

「地域防災安全講座」
昨年からの継続事業として防災士を講師で招き、２回にわたり地域防災・自主防災について

の講座及びワークショップを開催した。内容は１回目「自分達の街は自分達で守ろう・持出し
袋を作ろう」。２回目「ＤＩＧ（災害図上訓練）で地域防災・安全確認」を内容とし、地域の
区長、婦人会等に参加してもらい、自主的な地域防災活動を始める機会とした。

吉井
「消防訓練」
　１１月の公民館の大掃除に定期利用サークルの方々に参集してもらい、大掃除後、消防訓練
を実施し、有事の際の対応を学ぶ。

岩鼻
「消火､通報、避難訓練」
　実際の訓練を実施することで防災意識を高めた。
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大類

「振り込め詐欺防止講座」
　生涯学習推進員主催講座。講座内容・実施時期の選定等を共同で、消耗品等の準備を生涯学
習推進員が担当、講師との連絡調整・公民館だよりを通じた参加者募集・申込み受付・写真撮
影を公民館が行った。参加者は熱心に受講され、関心の高さがうかがえた。

新町
「地域の交通安全・防犯・詐欺対策講話」「年末防犯対策講座」
　前述「１０」を参照。

堤ヶ岡

「消防訓練」
　年末の公民館大掃除に合せて、消防訓練として避難訓練のほか、救急搬送法を教えていただ
き、災害時における地域住民がそれぞれ協力し合うことの大切さや防災に備えての心構えを実
感した。

金古南
足門

「避難訓練・消火訓練」
　年２回（９月・２月）に公民館利用者に参加していただき実施している。訓練終了後に消防
用施設等点検業者による消火器の使用説明及び消火体験を実施した。

南
｢子どもスイーツ教室｣
　子どもたちに調理を行いながら食に対する認識を持ってもらう機会を設けた。

城東
「親子スイーツ教室」「キムチ作り教室」「和菓子作り教室」
自分で調理することにより、料理等を作る楽しさと食の大切さを学ぶ。

西
「手づくりチョコレート教室」（予定）
　毎年２月に開催。講師の栄養士が食育コマを使い、バランスのとれた食生活の大事さを伝え
ている。

北
「和菓子作り教室」※「抹茶プリン作り教室」※「イタリア料理教室」「親子クリスマス料理教室」
「中華料理教室」
料理のプロから学び、他の参加者と協力して、健康志向の料理作りを楽しんだ。

佐野

「みんなで楽しく！子どもチャレンジ料理教室」
　初回はおきりこみづくりを通じて、上州の粉文化についての見聞を深めた。また食べ物を口
に食するまでに食材を作る人、料理をして提供してくれる人がいること、こうした人々に感謝
の気持ちを持つ心を養った。

中居

「しそジュース手作り教室」
　市内で生産されたしそを材料にジュースの作り方を学習。ジュース作りを通して健康な食生
活や食の安全性について意識するきっかけづくりと地域における生産物と生育についてを学ぶ
場にした。
「そば打ち体験教室」
市内で生産されたそば粉を原料にそばの打ち方を学ぶ講座。素材と作り方を知ることで、健

康的な食生活について意識してもらうきっかけづくりの場とした。
「生玉から作るコンニャク教室」
　群馬県が生産量全国１位を誇るコンニャクの作り方を学び、地域の食材や健康的な食生活を
知る機会とした。

矢中
「子育てパワーアップ講座」
　４回講座の１コマに「簡単でおいしい料理作り」調理実習を取り入れ、若いお母さんたちに
食育の大切さを学んでいただいた。

長野
※「抹茶プリン教室」「子ども手作りパン教室」｢そば打ち教室｣「親子のクリスマスケーキ作り教室」
※「中華まんじゅう作り教室」（予定）※「バレンタインチョコ作り」（予定）
※「和菓子作り教室」（予定）

14　食育に重点をおいた事業　（　２０館　４９講座）
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箕郷

「親子パン作り」「そば打ち教室」※「親子で楽しくクッキング！麺から作る冷やしジャージャーうどん」
※｢親子でチャレンジ！手づくりコロッケ｣「中華まんづくり」（予定）※｢こんにゃくづくり｣（予定）
　実習をとおして、食の大切さや知識を学び、食に対する関心を高める。また、地産地消を旨
とした取り組みを行った
※「おりひめ学級　第１回学習会『楽しく食べて、健康に』」
　健康長寿のために、魚・肉・卵・大豆を毎日どのくらい食べたらよいかの目安となる単位
や、どんな食品にどんなビタミンが含まれているかを学習した。話の中に簡単な調理法もあ
り、さっそく家で作ってみようとメモを取る学級生の姿が見られ、日々の食事にとても参考に
なったようである。

八幡
「夏休みに手づくりパンを作って食べよう１・２」
　小学生だけで無添加パンを作り試食してもらった。１回目が即日で定員になったため２回目
も行なった。子どもたちには非常に好評だった。

乗附 「親子パン作り教室（夏・春）」

城山
※「男性のためのお料理教室」
　前述「７」を参照。

吉井
※「水キムチ教室」
地元の野菜を使って、ぬか漬けの約１８倍、普通のキムチの約２倍もの植物性乳酸菌が含まれている
水キムチを作り、健康寿命１００歳＆要介護ゼロの体作りと地域の特産品開発を行った。

岩鼻
「夏休み親子料理教室」
食生活改善推進員を講師に迎え、親子で食事を作りながら食育を学ぶ機会となった。

大類
「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」「料理教室」（予定）
　前述「７」を参照。

金古
※「美味しい味噌作り教室」
　前述「４」を参照。

国府

「夏休み子ども料理教室」
　夏休み期間中に小学生を対象にスイーツ教室を開催し、自分達で作る喜びとでき上がったス
イーツを食し、食べ物に対す考え方を学んだ。
「いちご大福を作ろう」
　子ども達自身で季節あったいちご大福作りを学ぶ。
「バレンタインスイーツ作り」
バレンタインデーに合わせてチョコレートを中心に子ども達自身でスイーツ作りを学ぶ。

「ホワイトデースイーツ作り」
ホワイトデーに合わせて、子ども達自身でスイーツ作りを学ぶ。

堤ヶ岡
「（仮）バレンタインに向けてお菓子を作ろう」（予定）「いちご大福をつくろう」（予定）
　実習（調理）室がないので、食育に重点を置いた事業ではないが２事業を予定している。

上郊
「プチプチむしパンづくり」「初夏のデザートづくり」
「カレーパーティー」「クリスマスケーキづくり」
　子どもたちに、自分で料理したものを味わう楽しさ、美味しさを感じてもらえた。

金古南
足門

「お家で簡単本格手ごねパン教室」
　地元産の食材を使い、家でも簡単に手ごねパンができることを体験し、作る楽しさを知るこ
とを目的としている。

城南
「歴史講演『江戸時代の武家の行列について』」
　地域行事である鎌倉街道武者行列を遂行するにあたり江戸時代の武家の行列の知見を広め、
参加促進と城南地区の地域づくり推進に寄与することを趣旨とする。

西

「歴史探訪『秋の上野三碑を訪ねる』」
　毎回歴史・文化に関わる講演会や歴史散歩を企画している生涯学習推進員が、今年度は昨年
ユネスコの「世界の記憶」に登録された上野三碑を巡るバスツアーを企画し、当館と共催で実
施した。企画段階から生涯学習推進員と協議を重ね、当日は運営にも重要な役割を担っていた
だいた。

15　地域の自然、歴史･文化、産業等に重点をおいた事業　（　２６館　４３講座）
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城址

※「高崎じまん一品料理教室」（予定）
高崎飲食店組合に加盟する料理長にオーパ１階で展開している「高崎じまん」の食材を使っ

た特色ある料理を教えてもらう。ちなみに、発案と紹介者は高崎飲食店組合長を務めている城
址公民館長である。

佐野

「みんなで楽しく！子どもチャレンジ料理教室」
　毎回食材の歴史や群馬県における産業についての学習も盛り込んでいる。
「万葉の里『さの』（人権教育推進講座）」
　旧佐野村の発生にスポットを当てて、地名の由来などを改めて学ぶもの。

塚沢
※「しめ縄づくり講座」
　塚沢史遊会と連携し、しめ縄についての説明を受け、親子や祖父母と孫等が一緒にしめ縄づ
くりをする姿が見られ、しめ縄について学ぶことができた。

中居

「寄せ植え教室」
　寄せ植えを体験することで、地域の自然や植生に目を向ける機会とした。
「中居長寿セミナー　歴史よもやま話　弘仁九年の大地震－群馬で起こった古代の大災害」
　前述「８」を参照。
「季節の和菓子作り教室」
　変化に富んだ四季と密接な関係を持つ日本の菓子文化を菓子作りを通して学ぶ講座。前年度
同講座と開催時期を変えることで秋ならではの和菓子づくりを行った。

浜尻

※「浜尻天王山古墳について学ぼう」
浜尻地区にある貴重な資源を見つめ直すことで先人の業績や優れた文化遺産について興味・

関心と理解を深めるようにするとともに、歴史や伝統を大切にし、郷土を愛する心情を育てる
ことを目的として実施。

新高尾
※「歴史講座～あなたはまだ新高尾をしらない！？～」
　生涯学習推進員共催で１２月に開催。準備は生涯学習推進員、公民館だよりによる広報及び
申し込み受付を公民館で担当。

北部

※「北部の宝　下小塙町編」
　地区内となる下小塙町第１町内会の歴史を学ぶ講座。講師は地区内人材に依頼。
※「北部の宝　上並榎町編」
地区内となる上並榎町第１町内会の歴史を学ぶ講座。講師は地区内人材に依頼。２回のうち

１回は会場を町内の寺院境内とした。

長野
「おもしろ歴史教室」
　長野地区に今も残る伝統行事等を紹介。

箕郷

※「館外事業『歴史散策～伊香保街道を訪ねてみよう～』（自然に親しみ、心豊かな感性養成事業）」
江戸時代に賑わいをみせた伊香保街道を宿稲荷神社・字輪寺・柏木宿・黒髪神社の順番に散策
した。「箕郷地域に住みながらも知らないことが多かった」ようで、皆さん意欲的に学習に取
り組んでいた。黒髪神社では、メモを一生懸命に取っている方が数多く見られ、大変有意義な
研修となった。
※「館外事業『鳴沢湖周辺自然観察会』」（予定）
　今年８月、鳴沢湖の遊歩道が全線開通した。そこで、この機会に遊歩道を散策しながら、自
然豊かな鳴沢湖で昆虫や野鳥などを観察をし、地域の人達とのふれあいを築くことを目的に開
催する。
※「箕輪城寿大学　館外学習～箕輪城散策～」
　平成２８年度に復元された郭馬出西虎口門を見学した。井伊氏時代の城の土塁の様子を表し
た貴重な絵図面や、様々な資料をボランティアガイドの方に見せていただきながら、実際に見
る自然の地形を巧みに利用した構造や堀の深さに驚いていた。地元の文化財でも、詳しく解説
を受けながら回って見たのは初めてという方が多く、中には箕郷に３０年住んでいても、一度
も「箕輪城跡」に来た事すらないという方もいた。
※「みんなで創る　火曜塾　館外研修～倉渕道祖神めぐり～」
　倉渕支所までのバスの中で、講師から道祖神の歴史、長野県とのつながり、石工の存在が多
くの道祖神を残すことになった等の説明があった。見学では、道祖神のすぐそばまで行って見
たり、写真を撮ったり興味津々であった。見学が進むにつれ、参加者同士で感想や意見を言い
合ったり講師に質問したりと作られた時代に思いをはせていた。すべての行程が終わり、参加
者同士の会話に満足感と感謝の言葉があった。
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八幡
※「八幡の歴史～ありがとう八幡公民館」
皆さん感心して聞いており、また違う題材で講師の方に地域の歴史の講座をお願いしたいと思った。

鼻高

「わがまち鼻高」
　毎月、地域に公民館だよりを発行している。この便りの裏面に「わがまち鼻高」と題し、地
域に纏わる事柄の特集記事を読み物として連載している。現在までに１０３号と回数を重ねて
います。記事としては、鼻高地域に限定した歴史文化・史跡・民俗・産業等に纏わることを掲
載し、地域理解や郷土愛の醸成を狙っている。地域の事柄に纏わる連載記事なので、愛読者も
多いと思われる。

倉渕

「春・秋のネイチャートレイル」
　前述「６」を参照。
「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」
　前述「２－（３）」を参照。
「ほたるの鑑賞会」
　前述「７」を参照。
「道祖神の里めぐり」
　前述「２－（１）」を参照。

榛名 ※「晩秋の『榛名神社ウォーキング』」※「榛名山麓『ムササビ観察会』」

下里見

※「光明寺住職に学ぶ千利休と里見氏の縁講座」（予定）
　里見地域は里見氏発祥の地としては知られているが、千利休と縁がある土地であること、そ
の縁で裏千家家元が献茶に訪れていることなどは知られていない。長く住んでいる住民だけで
なく、新たに移り住んでいる住民にも地域に愛着を持ってもらえるように、専門的になり過ぎ
ない内容で楽しく自分たちの住む地域に興味を持ってくれるようなテーマ、講師を選定した。

乗附 「乗附史跡めぐりハイキング」

城山

※「郷土の文学者について」
　前述「８」を参照。
「金井沢碑現地見学会」
前述「２－（１）」を参照。

「高崎藩士　山本菅助」
　武田信玄の家臣山本菅助の子孫は高崎藩に仕えていたという資料や研究をもとに、地域の歴
史を学ぶ機会を提供できた。
「長野堰用水と高崎の歴史」
　世界灌漑遺産に登録された「長野堰用水」と用水の整備が大きく関係した高崎の歴史につい
ての郷土学習の機会を提供できた。

吉井

※「地方創生大学・大学院学園祭「給羊祭」
上野三碑ユネスコ世界の記憶登録一周年特別記念講演『羊太夫の「國」を考える』」
※「上野三碑ユネスコ世界の記憶登録一周年バスツアー『羊太夫の旅』」
上野三碑ユネスコ世界の記憶登録一周年をお祝いして、多胡碑の羊太夫を題材にした講義を

受ける。

倉賀野
「倉賀野紀行～ふるさとの歴史の世界へいざなう」
前述「４」を参照。

岩鼻
「岩鼻歴史研究会とのタイアップ」
歴史研究会の講演会等の事業への協賛。

大類
「歩け歩け大会」
　環境部会が担当。公民館では参加者募集告知・参加申込み受付、写真撮影などで協力。折り
返し地点の観音山古墳では県職員の解説を聞きながら見学した。

新町

「郷土を歩こう！記念碑めぐり」
　地域の歴史や文化に興味や関心をもってもらえるよう、「新町の歴史と文化を学ぶ会」を講
師に開催した。
「歴史講座・新町宿を中心中山道を考える」
　近郊の歴史や文化に触れることにより、郷土について時代背景などを学んだ。
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金古
※「陸軍前橋飛行場にまつわる話」
　戦時中、旧群馬地域にあった陸軍前橋飛行場や、その当時の住民の暮らしについて講師より
講演いただき、その後、参加者同士で座談会を行う。

国府

「しめ縄作り教室」
　縄の結い方等基本的な事柄の手ほどきを受けながら、自らしめ縄作りを実体験する。
「国府地区和太鼓」
　地域に伝わる和太鼓を子ども等に伝承する。

金古南
足門

「古典文学講座『源氏物語教室』」
日々の生活の中で失われていく日本人の心を求めて、平安の世界まで旅をして源氏物語をま

なぶ。時代背景や舞台となった地域の説明など、多方面から平安時代の生活について分かりや
すく学んだ。

城址
「城址公民館文化祭（作品展・芸能祭）」
　芸能祭では地域の民謡踊りが例年披露されており、最後は“高崎音頭”を踊るのが通例と
なっている。

塚沢
「秋の落語独演会」「新春落語独演会」(予定)
　プロの落語家による生の落語に触れる機会を設けることで、伝統芸能の継続を図った。恒例
事業になってきた。

東部
「貝沢町西組獅子舞講習会」（予定）
貝沢町西組獅子舞保存会が東部地区の方を対象に地域の伝統的な獅子舞を継承するため講習

会を開催予定。

中居
「新春落語独演会」(予定)
　プロの噺家による本格的な落語を生で楽しむことで、江戸時代に成立し、長く受け継がれて
きた「落語」の魅力を再認識してもらう機会とする。

矢中
「矢中八木節踊り夏期講習会」「矢中太鼓夏期講習会」
町内のお祭り（毎年８月に開催）の前に参加者を集め練習をして、地域住民に披露するとと

もに、伝統芸能を守り、保存して地域の発展に寄与することを目的に開催した。

中川

「小八木町獅子舞・笛体験教室」（予定）
　獅子舞保存会と連携し、主に小学生を対象とした体験教室を、町内公民館を会場に毎年開催
（２週に１回、４回程度）。体験教室後は、神社の例大祭で練習成果を発表する機会を設ける
とともに、修了式を行うなど参加者のモチベーションを高める工夫を行っている。体験教室を
きっかけに参加する児童や保護者も多く、保存会からは担い手確保の機会として謝意を示され
ている。

北部
「八木節後継者育成教室」
上並榎町第１町内会にある八木節保存会に指導を依頼。

長野

「長野地区芸能祭」
伝統芸能を守る拠点として行った事業ではないが、本年度開催された長野地区芸能祭（隔年

開催）で各町内会の伝統芸能団体に積極的に参加してもらい、発表の場となり、住民への周知
の機会ともなった。

下里見

※「上州榛名太鼓保存会による和太鼓体験教室」
　下里見に事務局をおき、県内外で活躍する上州榛名太鼓保存会に講師を依頼し、小学生を対
象とした講座を行った。全５回の講習を受ければ、１曲披露できるようになることや修了証が
授与されるようにし、参加する子ども達にやりがいを与えられるよう工夫した。

16　伝統芸能を守る拠点として実施した事業　（　１９館　２３講座）
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片岡
「お囃子の太鼓や笛を習ってみよう（１）」「お囃子の太鼓や笛を習ってみよう（２）」
　石原町町内会で保存する山車囃子は、山車とともに出演し地域の人々を楽しませているが、保存会の
方々が高齢となり後継者の育成が問題となっている。そこで片岡公民館主催の講習会を実施。

乗附 「獅子舞伝承会」

城山
「盆踊り講習会（城山音頭）」
　城山公民館開館と城山校区まつり実施２０周年を記念して作られた城山音頭の講習会。城山
校区まつり開催に合わせて実施している。

南八幡

「阿久津町獅子舞」
以前から南八幡地区で伝承されている「阿久津町獅子舞」の伝統芸能を小学生に継承・育成

を図るため本番で披露される前から数回にわたり、地元の保存会指導者から本番に即した練習
を行っている。

吉井

※「八木節エクササイズ」
２０２０年東京オリンピック・パラリンピックをめざして、地域ゆかりの八木節の調べにの

せたご当地エクササイズが開発された。その振付を担当した講師を招き、エクササイズを学ぶ
ことで、健康増進及びグローバルな視野を養う。

滝川

「獅子舞伝承会」
下滝町に伝承されている「獅子舞」の活動をより発展させるため、後継者育成の伝承会を開催した。
「太々神楽伝承会」
　八幡原町に伝承されている「太々神楽」の活動をより発展させるため、後継者育成の伝承会を開催し
た。

京ヶ島

「京目屋台囃子講習会」
地域の伝統文化として継承されている京目屋台囃子を次代を担う子どもたちを中心に習得し

てもらうため、講師宅を会場に年間１０回以上講習会を開催し、その成果を京ケ島地区芸能祭
や大運動会の場などで発表している。

金古
※「しめ縄作り教室」
地域のしめ縄作り名人に講師を依頼し、参加者としめ縄作りを体験する講座。参加者同士の

交流も生まれ、皆さん楽しく取組まれていた。

国府
「国府地区和太鼓」
前述「１５」を参照。

上郊

「井出祭太鼓伝承教室」
地域でも保存会の人数が少なくなってきている伝統芸能の伝承者を育成するために実施し

た。親子で参加してくれた住民もおり、１０月のかみつけ地域づくりフェスティバルですばら
しい演舞を披露できた。

城南
「笑いヨガ教室」「脳活性化トレーニング教室」※「あしこし健康教室」※「太極拳教室」
　特色を活かしたではないが、高齢化率の高い地区にあって健康づくりに取組んでいる。

東

「長期休暇時の小学生向け事業全般」
新興住宅（マンション）の増加により、人口が増加したのはもちろんだが、特に市内でも珍

しい小学生の数が増加しているのと、小学校区が非常に狭く、帰宅後すぐに学校やその隣にあ
る公民館に訪れることができるといった地域の特色がある。以上の特色により、長期休暇時や
放課後に小学生の活動場所としての公民館の役割が大きくなった。そのため、長期休暇時に小
学生向け事業の数を多くし、なるべく多くの小学生に活動してもらうように取組んでいる。

城址

「秋の夕べのコンサート」「マリンバコンサート」「わらべうたとおはなしの会」
「ふれあいコンサート」
　地域内に群馬音楽センター、シティギャラリーコアホールを有し、音楽に対する感受性が高
い住民が多いことを意識して、音楽を楽しむ企画を盛り込んでいる。

17　地域の特色や課題を生かした事業　（　１６館　２６講座）
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塚沢
「塚沢の歴史を探る」
塚沢公民館の利用団体である「塚沢史遊会」に講師を依頼し、「塚沢の歴史を探る」を実

施。地域の史跡等を巡るなど、地域の歴史や文化の理解と継承を図った。

中居

「しそジュース手作り教室」
　市内で生産されたしそを用いてのジュース作りを学んだ。材料のしそから地域における農産
物とその生育時期についても知る機会とした。
「そば打ち教室」
　市内で生産されるそば粉を原材料として、講師が受け継いできた技術を受講者に伝授するこ
とで、地域の食材や食文化についても意識する場とした。
「生玉から作るこんにゃく教室」
　生玉(こんにゃく芋)からこんにゃくを作ることで、県の特産品である食材の製造過程を知る
とともに、食生活の向上の一助とする。

新高尾

「日高米作り教室」「関越道カルバート壁画制作」
　前述「２－（１）」を参照。
「親と子の稲作り教室」
　前述「５」を参照。

北部
※「地域交流干し柿作りプロジェクト」
　前述「６」を参照。

長野
「そば打ち教室」
　浜川町で生産したソバ粉を使用し開催。

箕郷
※｢親子でチャレンジ！手づくりコロッケ｣
　前述「７」を参照。

八幡

「八幡まちづくり作文・絵画コンクール」
　八幡小学生から見た八幡地区の良いところ・誇れるところを描いたり、書いたりしてもらっ
たが、皆あらためて八幡地区の良さを感じていた。特に八幡神社が八幡地区のシンボルとして
あげている児童が多かった。

鼻高

「倉品川の源流＆一本杉と噂の現場を訪ねる」
　鼻高は碓氷川と鼻高丘陵で構成された地域で自然が多く風光明媚なところで、また、早くか
ら人が住み着き歴史や文化もある。これらの地域の魅力を再発見し郷土愛の醸成に結びつける
ようウォーキングを兼ねた地域学習会を開催。また、地域の碓氷川渕に集る冬の野鳥観察会な
ども開催した。好評であった。

吉井

「X’masケーキ作り」
　ケーキの土台のスポンジを高崎市の形の長靴のかたちに作り、吉井町産の果物等で飾りつけ
る。（レインボーブーツのX’masケーキ作り）吉井公民館には調理室がないため、講師に前日
にスポンジを作成してもらう。

岩鼻
「味噌作り体験教室」（予定）
　岩鼻地区内にある味噌加工センターを利用しての味噌作りを２班４０人定員で開催する。

大類
「もちつき大会」「しめ縄づくり」
　前述「５」を参照。

新町
※「落語独演会」
　プロの落語家による生の落語に触れる機会を設けることで、地域の文化振興を図った。

堤ヶ岡
「お正月に飾るしめ縄づくり、神棚飾りと玄関飾り」
　地域に伝わる伝統文化を地域のご年配の方（講師）が若い世代の参加者に教え継ぐという形
をとり、結果的に地域の多数の方々の参加があり、地域内の世代間交流の場となった。
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城南
「ふれあいコンサート」
　前述「１１」を参照。

西

「心に響く音楽会」
　市内の様々な場所で、あらゆる世代の方を対象に、群馬交響楽団員の奏でる臨場感と迫力あ
る生演奏をアンサンブル形式で届ける「心に響く音楽会」を生涯学習推進員と共催。チャイコ
フスキーと同じ名を持つヴィオラ奏者の司会と解説で、４人の楽団員がクラシック、童謡、坂
本九メドレー計１５曲を披露。特に童謡では、約７０人の参加者も演奏に合わせて楽しく歌う
ことができた。

東
「夏休みの小学生向け事業全般」
　人数が集まったという観点でみると、やはり長期休暇時とくに夏休みの小学生向け事業全般
が地域のニーズには応えられたのではないかと感じる。

北
「親子クリスマス料理教室」
　冬休みに実施することで、応募初日の数分でいっぱいになり、多くの親子に参加していただ
いた。季節に合わせたクリスマス料理を一緒に料理をすることで親子の絆が深まったと思う。

城址
※「高崎電気館子ども見学会」
前述「８」を参照。

佐野

「やってみよう！『色ねんど』を使った子ども陶芸教室」
　色粘土を使って粘土に模様入れを施し、お皿、またはペンスタンドを作ったが、土びねりや
ろくろの使用などの作業が無いことが良かったのか、参加対象の幼児から小学生まで定員を大
きく超える申込みをいただいた。会場の変更により全ての児童の受入れが叶うとともに、後日
焼成後の素晴らしいお皿やペンスタンドを受け取る子どもや保護者の笑顔が印象的であった。

塚沢
※「しめ縄づくり講座」
　子どもとその保護者を対象の事業であったが、親子や祖父母と孫等が一緒にしめ縄づくりをする姿が
見られ、一緒にしめ縄について理解することができた。地元の区長さんが講師になり、好評だった。

東部
※「ガトーショコラ、ホットプリン教室」
家庭でも気軽に作れる本格スイーツ作りを体験できる事業。受付開始から３０分で定員になり、その後
も問合せ多数。当事業の講師の指導が好評で、同講師に別の料理教室をお願いした。

中居

※「ヴォイストレーニング教室」
　申込み開始前から反響が大きく受付開始早々に定員に達した新規講座で、歌うことへの関心
の高さを認識するとともに、公民館事業のリピーター以外の新規参加者を獲得する事業となっ
た。プロの声楽家・合唱指導者でクラシック音楽を基礎とする講師のわかりやすい歌唱指導
に、講師の話術や人柄も魅力となり、参加者から好評価を得た。
「中居健康体操教室」「中居健康体操Part2」
　高齢者を対象にした緩やかな動きを中心とする運動教室で、講師の親しみやすい人柄に加え
て自宅ではなかなか続けられない運動ができることが好評価へとつながっており、このまま運
動を継続したいという参加者からの意見が多く聞かれている。

矢中

「楽しいボールペン字教室」
定員を超える応募があったうえに、講師の指導が非常に良くて、受講生全員から「参加して

良かった」との評価をいただいた。
「スマートフォン体験講座」
若い講師と協力者（助手）が熱心にわかりやすく指導をしてくれ、大変好評であった。

中川

※「スポーツ吹矢体験教室」
　他館でも多く開催されていることを踏まえ、当館でも初めて企画（２回）。参加者は１５人
程度であったが、「活動を継続したい！」との要望が多かった。サークル化に向けた意向調査
や説明会開催の段取りなどのフォローを実施したところサークル化に至ったもの。公民館だよ
りでも新会員の募集案内を掲載し、継続した支援を行っている。
「あしこし健康教室」
　県内各地で活動するスポーツトレーナー（市社会教育講師）に講師を依頼。昨年度に続く開
催となったが、今年度はサークル化に向けた意向調査などの段取りを行ったところ、待望の
サークル化を果たすことができた。口コミ等により参加者も増加傾向にあり、毎回１５人程度
が活動するようになった。

18　うまくいった･手ごたえがあった事業　（　３６館　５７講座）
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浜尻

「浜尻地区スポーツふれあい大会」
前述「４」を参照。生涯学習推進員、長寿会の各団体と連携し、地域住民の世代間交流（浜尻小児童

と大人）と親睦を図り、地域を活性化させるため、グラウンドゴルフ・輪投げ・ペタンクを実施。
※「健康マージャン」
脳の活性化と健康維持を目的として開催したが、みんなで楽しく健康になれると高評で、長

寿会が主体となり町内公民館で新に行うことになった。
※「スポーツ吹矢教室」
健康維持の目的で開催したところ、全員が初心者であったが引続きやりたいという受講者が多数出

た。浜尻公民館は空き部屋がなかったため、中川公民館と相談し中川で吹矢サークルが立ち上がった。

新高尾
「スポーツ吹矢体験教室」
　定期利用団体の増加及び施設を有効活用のために企画したところ、多数の希望者が集り、１
２月より「新高尾スポーツ吹矢クラブ」としてサークル活動を開始した。

北部
※「北部の宝　下小塙町編」※「北部の宝　上並榎町編」
　下小塙町編は、参加者が自主学習グループを立ち上げた。上並榎町編では、特に会場が寺院
だった回においてその寺院と縁のある住民が参加し、５０人以上の参加者となった。

長野
※「花編みバック教室」
申し込みと同時に定員になり、人気があった。

「フィットネスヨガ」
　午後７時から開設したフィットネス・エクササイズは、一般的な講座の受講者の年齢層から
一世代若返った。実施時間の工夫で、「若い世代」の取り込みが可能であると考えている。

主題「自然に親しみ心豊かな感性養成事業」
　目まぐるしく変化する状況下、公民館の役割がクローズアップされている。人の温かさと心
配りが沁み、地域の絆をつくる公民館の一つの課題としている。そこで、自然に向かい心のゆ
とりを醸し出す事業を展開していくことにした。具体的には以下のような事業を取り組んだ。
※「歴史散策～伊香保街道を訪ねてみよう～」
　江戸時代に賑わいをみせた伊香保街道を宿稲荷神社・字輪寺・柏木宿・黒髪神社の順番に散策し
た。「箕郷地域に住みながらも知らないことが多かった」ようで、皆さん意欲的に学習に取り組んでいた。
黒髪神社では、メモを一生懸命に取っている方が数多く見られ、大変有意義な研修となった。
※「鳴沢湖周辺自然観察会」（予定）
　今年８月、鳴沢湖の遊歩道が全線開通した。そこで、この機会に遊歩道を散策しながら、自
然豊かな鳴沢湖で昆虫や野鳥などを観察をし、地域の人達とのふれあいを築くことを目的に開
催する。群馬野外生物学会の協力のもと、鳴沢湖に関するお話を聞き、遊歩道を散策しなが
ら、自然を親しむ。
※「みんなで創る　火曜塾　館外研修～倉渕道祖神めぐり～」
　倉渕支所までのバスの中で、講師から道祖神の歴史、長野県とのつながり、石工の存在が多
くの道祖神を残すことになった等の説明があった。見学では、道祖神のすぐそばまで行って見
たり、写真を撮ったり興味津々であった。見学が進むにつれ、参加者同士で感想や意見を言い
合ったり、講師に質問したりと作られた時代に思いをはせていた。すべての行程が終わり、参
加者同士の会話に満足感と感謝の言葉があった。
「みんなで創る　火曜塾　館外研修～座禅～」
　最初に住職より座禅の歴史、座禅の方法（呼吸の仕方、半眼で１ｍ先を見る等）等について
説明があった。説明が進むにつれ、参加者の顔がこれから始まる座禅への期待感に満ちてき
た。説明が終わり、太鼓の合図で１５分間の座禅が始まった。一人ひとり心を静め座禅に取り
組んでいた。座禅終了後、１０分間の休憩時には、ほっとした気持ち、満足してた顔で参加者
同士で感想等語り合っていた。休憩後に、住職の説法があった。穏やかな含蓄ある住職の話に
参加者全員が、真剣に聞き洩らしがないよう集中して聞いてた。（一例として　「しあわせ」
とは、武士の時代は「仕合せ」現在は「幸せ」と書く意味の説明があり、時代やとらえ方、心
の持ちようで変化することを悟された。）終了後は、住職に質問をしたりするなど、満足感そ
して実のある研修であったことがうかがえた。
※「箕輪城寿大学　館外学習～箕輪城散策～」
　箕輪城語り部の会の皆さんによるガイドで、５班に分かれて散策した。受講生は、平成２８
年度に復元された郭馬出西虎口門を見学した。井伊氏時代の城の土塁の様子を表した貴重な絵
図面や、様々な資料をボランティアガイドの方に見せていただきながら、実際に見る自然の地
形を巧みに利用した構造や堀の深さに驚いていた。地元の文化財でも、詳しく解説を受けなが
ら回って見たのは初めてという方が多く、中には箕郷に３０年住んでいても、一度も「箕輪城
跡」に来た事すらないという方もいた。

箕郷
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八幡
※「室内音楽会～ありがとう八幡公民館」
　演奏会はピアノ、トランペット、ソプラノで行なったが、迫力のある音楽会となり、公民館
ならではの身近な音楽会ながら、プロのテクニックも感じられ、非常に喜ばれた事業だった。

鼻高

「わがまち鼻高　地域座談会」
毎年開催。公民館だよりで地域に特化した話題を紹介したところ、地域住民の中から自然発

生的に地域座談会をやろう。鼻高のひとづくり・まちづくりについて話し合おう。区長会や各
種団体と連携し、オール鼻高で住民参画型の地域づくりをやろうという機運が盛り上がった。

西部
「包丁研ぎ教室」

切れない包丁を使っている方が多く、砥石があっても研げない方もおり、参加者の方が満足
して帰られた。

倉渕
「楽しいバルーンアート」
　前述「７」を参照。

榛名
※「はじめてのウクレレ体験教室」

文化芸術音楽に関心の高い榛名地域で多くの参加者があり、その後定期利用団体として活動
予定。

下里見

※「地域交流リラックス講座」
　普段公民館を利用しない、３０代から５０代の女性をターゲットに、アロマを活用したリ
ラックスアイテム作り（アロマ香水、ミツロウクリーム、バスボム・石けん）を通して交流を
促進する講座を開催したところ、参加申込が殺到し、急遽定員枠を拡大することとなった。ま
た、この講座が公民館を利用するきっかけになり、別の講座や定期利用サークルに興味を持っ
てくださる方もいた。

片岡

※「古典文学講座『源氏物語』」
　講師の高齢で休止していた、文学講座を３年ぶりに開催した。当時の最高のエンターテイメ
ントとしても創作された「源氏物語」の魅力を学んだ。又来年も開催をと言う声を受講者から
も多数頂き、講師の方からもぜひやらせて欲しいとの声をいただいた。

乗附
「夏休み子ども工作（親子でレジンアクセサリー）」
　親子はもちろん、友達とも楽しみながらレジンアクセサリーを作成していた。

城山

「健康マージャンスタート講座」
　サークルの立ち上げを目標に開催し、無事サークル化に繋げることができた。校区の住民を
中心に３０人を超える会員で活動が始まった。多くの参加を実現できたことで公民館全体への
活性化の効果も期待できる。
「大人の朗読教室－豊かなことばを楽しもう！」
　受講者からの希望でサークル化された。校区作品展で朗読会を開催するなど講座から生涯学
習へ発展を感じることができた。
「書に親しむ　―古典臨書の解説・実演と臨書体験―」
昨年度、上野三碑『世界の記憶』登録記念講座として開催した「書に親しむ―書を通じた日本
と中国の交流―」の発展講座として開催した。日本と中国間の古くからの交流の象徴である書
についてその歴史と、実際に「筆使い」「腕使い」を学ぶ機会を提供できた。応用講座として
受講者の満足度は高かった。

南八幡

「和菓子作り教室」「水彩画教室」「俳句教室」
　毎年秋に食と芸術をテーマとした教室を開催しており、どの教室もほぼ定員を満たし、向学
心盛んな方々が集まり、講師からの技術の習得を見逃すまいとする熱心な姿が見られ、「大変
ためになった。」「次回も是非開催して欲しい」との声多く聞く事でき、企画した側として自
信の持てる教室となった。また、「俳句教室」はサークル化に向けての動きが出ている。

吉井

※「はじめてのスマホ教室」「はじめてのスマホ教室パート2」
「はじめてのスマホ教室パート3(基礎編)」「ＳＮＳを学ぼう(応用編)」
「スマホ教室ＳＮＳを学ぼう(応用編)」
「きらくにスマホ教室～アプリを入れてみよう～(実践編)」

倉賀野
※「フルートコンサート」

地域住民が、生のフルート演奏の魅力を体感することと、昔懐かしい曲の演奏を聴いて青春
時代を思い浮かべ、参加者同士の交流を深めることができた。
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岩鼻
「太極拳体験教室」

公民館定期利用団体から会員減少のため教室開催の希望があり、企画した事業です。開催
後、定期利用団体の会員も増加して喜ばれた。

大類
※「スマートフォン講座」
　受講者所有のスマートフォンを実際に使用ながら学習する。自己所有のスマートフォンを使
用するので、実用性が高かった。また、再度の開催の要望が非常に多かった。

滝川
「滝川ふれあいフェスティバル」「滝川子どもフェスティバル」
　前述「５」を参照。

金古
※「美味しい味噌作り教室」
　前述「４」を参照。

国府
「国府公民館夏まつり」

毎年、良かったものは引き続き行って、もう一つだったものは内容に変化を加えることに
よって、来館者の増加を図り、今年も盛況に開催できた。

堤ヶ岡
※「フィットネスフラ」
　参加者から来年度も是非実施してほしいと強い要望があった。

上郊
※「白菜キムチ＆松前漬づくり教室」

近隣地域の伝統野菜の美味しい食べ方が学べたと参加者が喜んでいた。

金古南
足門

「金古南小学校児童作文コンテスト」
２７年からは、運営推進委員会で話し合って作文のテーマを決定し作文コンテストを行って

いる。毎回応募作品は増加しており、今年は２２２作品の応募があった。審査に当たっては、
小学校長をはじめ区長、生涯学習推進員、図書ボランティアと多くの方々に依頼した。今年も
優秀作品については、公民館だよりに掲載し地域に発信する。

西

「夏休み子ども電気教室」
　クリップモーターをつくりながら電気の不思議なはたらきとモーターがまわる仕組みを考え
る講座。夏休みの自由研究に最適かと考えたが、費用が無料にも関わらず５人の参加者に止
まった。インターンシップで訪れていた５人の工業高校生とは、年齢が近いせいか和気あいあ
いと楽しむ様子が見られた。子どもたちのニーズを再考する必要があると感じた。

東
〔参考〕当館の事業に自動車で来館せざる得ない参加希望者を、駐車スペースの関係上、定員には満
たないのだが断らざる得ない状況があった。地域の枠にこだわらず参加を希望する市民が増えてきてい
る状況を考慮し、もう少し駐車場があれば参加者数が増加するのではないかと思う。

城址
「城址公民館文化祭（作品展・芸能祭）」
　作品展、芸能祭ともにマンネリ化しており、出演者と演目に変化が無く地域の関心が薄れて
いる。

浜尻
※「羊毛フェルト教室」

日頃から来館者に興味を持っているものや困っていること等を聞いて講座を開催しているの
である程度の受講者を見込んで企画するが、参加費用が数千円になると躊躇する人が多い。

北部

※「大学生によるスマホ使い方講座」
　比較的若い人（現役世代）も参加できるように日程を２回に分け、そのうち１回を夜間に開
催することにしたが、申し込みが全くなかった。そのため、もう１回の昼間の部のみ開催し
た。

19　検討を要する事業　（　１４館　１３事業）

-52-



六郷

「ベビーマッサージ＆ベビースキンケア」
　去年の経験を活かし、講師と相談し深い内容で実施するとともに、協力者も配置し、未就学
児連れの参加者が受講した際のフォローも十分行える体制にした。しかし、対象が「生後８ヶ
月未満の子どもとその保護者」と狭いため、そもそも該当する人が余りいなかったようで定員
に達せず、また時期的に風邪がはやり始める時期なので病欠が多かった。

長野

※「子ども陶芸教室」
　夏休み子ども向けの事業については、日程の都合なのか公民館だよりが周知されていないの
か不明だが、毎年申し込みが少なく募集に苦慮している。夏休みの宿題の一助になればと考え
企画したが、申込人数が極端に少なかった。小学生向けの講座についても低学年の参加につい
ては、保護者同伴としているが、保護者同伴だと仕事等の都合で避けられている感がある。ま
た、夏休み中、人気のある講師は各公民館で取り合いになるので、調整が難しい。

八幡

※「切り折り紙で作ろう～かっこいい立体昆虫標本」
　企画立案では面白い講座でたくさん参加者がくるものと思っていたが定員の１/３しか集まら
なかった。講座自体は子どもたちが喜んで作ったものを持って帰っており、活気もあったの
で、もう少し募集の仕方を考えればもっと大勢の子ども達が参加したのではないかと感じた。

榛名
「子ども英会話教室」
参加した子どものスキルや関心度に差があり、まとまらなかった。

片岡

※「夏休み子どもポスター教室」
　直ぐに募集定員に達し、年々断る人数が増えてきている人気講座である。親に申し込まれい
やいや参加している子も多く、長く席に座っているのが困難な子も多い。今後、学年の縛りや
時間数なども再考が必要と考えている。

倉賀野

※「楽しいキッズダンス教室」
当初は１～３年生の低学年クラスと４～６年生の高学年の２クラス開催の予定であった。公

民館だより（回覧）と倉賀野小学校児童の家庭毎戸に参加申込者を配布したが、思いのほか参
加希望者少ないため、講師と協議のうえ１クラスで実施した。

岩鼻
「水鉄砲を作って遊ぼう」
　高温の夏で高齢者が健康管理に不安があり急遽中止になった。

滝川
「心豊かな地域づくりのための懇談会」

地域団体等に通知等で参加依頼をするものの、出席者は約３割程度と人が集まらない。

新町
「心豊かな地域づくりのための懇談会」
　懇談会形式の開催に抵抗があり、参加者減少に歯止めがかからない。

南
※「ちぎり絵体験教室」
　地域在住の講師を招いて和紙を使った季節の移り変わりを感じる作品を月１回（全６回）の
ペースで実施した。

城南
※「ウクレレ教室」※「オカリナづくりと演奏教室」※「イタリア料理教室」
※「ボールペン字教室」※「スマホ体験教室」

城東

※「年齢に合わせたダンス教室」
　５０歳以上の方を対象として、年齢に応じた無理のないダンスをすることで、日頃のストレ
スや運動不足の解消を図る。
※「ベビーマッサージ教室」
　生後８ヶ月未満の赤ちゃんに、優しく触れるマッサージ方法を学び、肌と肌で触れ合いなが
ら親子のスキンシップを図る。

20　前述以外の新規事業　（　３１館　９０事業）
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西

※「夏休み子どもパンづくり教室」
　不要となったガスオーブンをいただき、ハムロール、カレーパン、バターロール、オリジナ
ル動物パン各１個を作った。
※「初めてのウクレレ教室」
手軽で身近な楽器“ウクレレ”が発する癒やし効果抜群の音色で、ストレスを減らし、集中力を高める。
※「ザ・プラネッツライブコンサート」

１９６０～７０年代に、高崎を拠点に活動していたグループサウンズ「ザ・プラネッツ」が
一昨年再結成されたのを機に、古希を迎える昔の少年少女に演奏と歌声で元気を与えた。
※「おいしいお茶の入れ方教室」

老舗お茶屋の店主を講師に招き、お茶の歴史や効能について学ぶとともに、実際に入れてそ
のおいしさを堪能する。
※「和の響きこだま音楽会」
ふれあいいきいきサロン「えんがわ」との共催。高崎市内で活動する筝・尺八・三味線などの演奏団体
が、市内の様々な場所で、あらゆる世代の方を対象に本格的な和楽器の調べを無料で提供する。

東

※「夏休みワンパク探検隊『ラグビーの怪』」
　ラグビーワールドカップ日本開催に向け、ラグビーの魅力を小学生たちに伝えるのを目的と
し、安全に実施できるタグラグビーの事業を実施した。あまり普段行うことがないラグビーを
楽しめたというものもあり非常に好評であった。
※「夏休みワンパク探検隊『野菜が好き怪？』（人権教育推進講座）」

小学生対象に実施している人権教育推進講座を、他人ではなく自己の人権ということで、少
し観点を変えて生きることと食べることを、子どもたちが苦手としている野菜の話しを中心に
行った。その自己の人権の中でも職業選択の自由の観点から、将来農家になることについて率
直な意見をみんなで発表し合い、お互いの意見を聞くことができた。講師は市内の企業である
（株）BIO-hofSAKURAI　にお願いし実施した。今まであまりないタイプの講座であったが、小
学生たちにも非常に好評であった。
※「夏休みワンパク探検隊『音楽と朗読の怪』」

素晴らしい音楽を小学生たちに聴いてもらいたいという観点から事業を実施した。講師も元
群響のヴァイオリニストにお願いしたが、演奏会だけだと小学生の特に低学年は飽きてしまう
ので、物語の朗読と演奏会といった小学生たちにも飽きない内容で事業を実施した。珍しい形
の演奏会だったので、小学生たちも非常に興味深く演奏会を聞くことができた。こちらも好評
な事業であった。

北 ※「ハーバリウム教室」※「フランス刺繍講座」

城址

※「エコクラフトバッグ教室」
　以前主事が市内で初めて取り組んだ講座を開催。
※「タブレット入門講座」
　情報化社会の現代的課題解決プログラムを実施。

佐野

※「遊びを科学する！ドイツ式ボールあそび～バルシューレ」（予定）
　当公民館利用者の方からの情報をもとに事業が企画できた。４歳以上の未就学児を対象に運
動習慣の定着や自発性を育むことを目的に様々なボール遊びを行うものでドイツで誕生したバ
ルシューレと称される運動を体験する。

塚沢

※「初めてのヴォイストレーニング教室」
※「古典文学講座『物語の都を巡る　古都浪漫紀行』」
※「日本茶を楽しみましょう！～お茶の歴史とおいしい入れ方～」（予定）
※「プロが教えるそば打ち教室」（予定）※「花編みバックづくり教室」（予定）

東部

※「簡単にできる！？イタリア料理教室」（予定）
　本格イタリア料理を家庭でも気軽に作れることを学び、日常生活をより豊かに送ってもらう
ことと、参加者同士の交流を深めることを目的とする。
※「花柄クラフトエコバック作り教室」（予定）

家庭から出る古紙や牛乳パックなどから作られたクラフトテープを使い、エコで実用的な
バックを作成する。作品にすることにより個人の能力開発に役立てるとともに、物作りの楽し
さを学び参加者同士の交流を深めることを目的とする。
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中居

※「沖縄三線体験講座」
　沖縄の伝統楽器「三線」の弾き方を覚えて1曲を合奏する。
※「親子で“はにわ作り”教室」

小学生とその保護者２名１組で約２０ｃｍの埴輪を制作する。

矢中

※「夏休みこども向けプログラミング教室」※「楽しいボールペン字教室」
※「秋の和菓子作り教室」
　栗蒸し、黄身しぐれ作り。
※「簡単＆すてきな手縫い雑貨を作ろう」
　ピンクッション等の小物作り。
※「初心者手編み教室」
　ペットボトルカバーの製作。

中川
※「ハーバリウム作り教室」
　認定講師資格を持った校区人材を活用して初開催。

浜尻

※「作って食べる！知って得する!蒟蒻太郎の生こんにゃく教室」
　現代人に不足しがちの食物繊維を、日本の伝統食である蒟蒻を自分で作って食べて健康的な
生活を送るための一助とする。
※「落語」

江戸時代に成立し、現在まで伝承されている伝統的な話芸の「落語」を生で楽しみ、日本の
伝統芸能の良さを再確認する。また、参加者同士の交流を目的とする。
※「フィットネスフラ」

運動をしたいが楽してたのしく運動をしたいという人が多いことから、ストレッチを取り入
れた楽しいフラダンスを学び、健康管理を図る。
※「ナチュラルクリーニング」
自然素材を使用した掃除方法を学びながら、掃除のノウハウや習慣を身につけることを目的とする。

新高尾

※「シニア向けスマホ入門＆体験教室」
　シニア層を対象に、初めてスマートフォンに触れてもらったり、便利な機能や使い方を習得
してもらったりすることで、急速に発展するＩＣＴサービスの利活用などをとおして、日常生
活をより豊かに送ってもらうことを目的とする。
※「太極拳体験教室」
　無理なくできる太極拳を行い、日々の健康増進を図り、参加者個人の能力向上や個性の開発
に挑戦する学習機会を提供する。また、公民館定期利用団体の育成を目的とする。

六郷
※「弾いてみよう！ウクレレ教室」（予定）
　地域住民の発案により開催。発案者が協力者として参加。申込者が定員を大幅に上回ったた
め、急遽、地域づくり活動協議会の協力を得て追加講座を開催。

長野
※「冬のヴァイオリン演奏会」（予定）※「和菓子作り教室」（予定）
※「バレンタインチョコ作り」（予定）※「落語独演会」(予定)

片岡

※「健康体操教室」
日常の健康づくりへの意識を高める。

※「夏休み子どもプログラミング教室」
小学校での学習の先取りとして教室を開催し、プログラミングの基礎の習得。

※「ハーバリウム教室」
ハーバリウムの飾り付けを学ぶ。

※「ボールペン字教室」
硬筆書写の正しい知識と技術を身につける。

※「プリザーブドフラワー教室」
プリザーブドフラワーの飾り付けを学ぶ。

南八幡

※「夏休み子どもプログラミング教室」
小学生を対象にタブレット端末を使って簡単なプログラムの作成を学ぶ。

※「プリザーブドフラワー・クリスマスリース作り教室」
プリザーブドフラワーを使ってクリスマス・バレンタインにも使えるリースの作成。
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吉井

※「脳活性化リハビリゲーム教室」※「プリザーブドのフラワーデコ教室」
※「オリンピックエンブレム・リース教室（Ｘ’masバージョン）」
※「Ｘ’masハーバリウム」※「どろんこフィーバー展」
※「どろんこウエディング写真展」※「ご当地kikko-オリンピックエクササイズ実演講座」

地方創生を主眼とした地域活性化及び地域づくりのための事業である。講師の先生方と綿密
な打ち合わせを行い、事業を実施した。

倉賀野

※「サクソフォーンコンサート」
地域住民が、生演奏でサクソフォーンの魅力を体感できた。

※「新春三味線ライブ」（予定）
　地域住民が、日本の伝統楽器「三味線」の生演奏を堪能できるように予定した。

岩鼻
※「こどもプログラミング教室」

子ども対象にＰＣのプログラミングを体験する教室。

大類

※「読書感想文の書き方教室(低学年) 」
小学校１～３年生を対象とした読書感想文の書き方の講座。

※「読書感想文の書き方教室(高学年) 」
小学校４～６年生を対象とした読書感想文の書き方の講座。

※「夏休みこども向けプログラミング教室(低学年)」
　小学校１～３年生を対象としたｉＰａｄアプリを使用したプログラミング講座。
※「夏休みこども向けプログラミング教室(高学年)」

小学校４～６年生を対象としたｉＰａｄアプリを使用したプログラミング講座。
※「落語独演会」

噺家による落語独演会。

滝川
※「ウクレレ体験教室」

手軽に楽しめるウクレレの基本を学習するとともに、音楽による住民の交流機会を提供する
ことができた。

京ヶ島
※「ハーバリウム教室」
　ハーバリウムについての学習と作品制作。

新町
※「健康マージャン講座」※「おうちカフェ講座（コーヒー、紅茶、緑茶コース）」
※「プログラミング教室」※「顔ヨガ講座」

金古

※「夏休み！子どもプログラミング教室」
　小学生向けのプログラミング教室を開催。とても楽しみながら取組み、プログラミングに興
味関心を持ってくれた様子だった。
※「多肉植物の寄せ植え教室」

多肉植物（サボテン等）を自分の好みの寄せ植えにしてもらう講座。完成した作品も出来が
よいものが多く。また、５人程度の小グループでの作業をを通じて、参加者同士の交流が図れ
た講座で、参加者からも好評だった。
※「説話の世界に親しむ」

説話（昔話など）を現代語ではなく、当時の言葉で読んでみることにより、作品本来の味
や、当時の空気感を感じてもらうことを目的とした。

国府
※「人形劇鑑賞会」

今年あらたに劇団に依頼して地元保育園児を対象に開催したところ、沢山の園児に喜ばれ
て、開催して良かったと感じた。

堤ヶ岡
※「ベビーマッサージ＆ベビースキンケア教室」※「ハーバリウム教室」
※「プリザーブドフラワー教室」※「おもしろ歴史教室」※「沖縄三線体験講座」

上郊
※「お片づけ講座」※「冬休み書道教室」※「染物教室」
※「クリスマス用プリザーブドフラワーアレンジメント」※「竹細工教室～竹かごをつくってみよう～」

金古南
足門

※「布ぞうり作り教室」
　布ぞうり作りを通して、作品にすることにより個人の能力開発に役立てる。
※「ボールペン字上達講座」
　生活の中では、手紙や葉書など字を書く機会も意外とある。そこで実用的なボールペン字を
習い美しい文字の習得に役立てる。
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城南
　レイアウトやデザインの読みやすさを心がけている。主催・共催事業について事前周知。ま
た、図書などの公民館利用促進の随時掲載。

城東
　高齢者向けに見やすさと分かりやすさを心がけ、文字を大きくしたり、記事をあまり詰め込
まないようにしている。また、難しい言葉や文字を使わないようにしている。

西
　公民館運営に尽力されている方の画像や名前を頻繁に掲載し、汗をかいた人に報いたいと考
えている。

東

　公民館だよりを回覧する場合、東地区では回覧板に上止めと左止めの両方が混在するので、
両面印刷にすると裏面が見にくくなってしまう。そのため、枚数は多くなってしまうが、両面
印刷はせず複数枚で印刷し回覧している。また、複数の事業紹介のときは、上下に並べずに左
右に並べるようにしている。これは上からちょっと読んだだけで、どの事業が今度開催される
かを分りやすくするためである。

北 　講座情報は、なるべく表面にくるように大きくかつシンプルに作成し掲載している。

城址 　レイアウトに読みやすいデザインを心がけている。

佐野 　今年度については記事は横書きに固執せず、場合によって講座募集記事を縦書きに配置している。

塚沢
　毎月１日号と１５日号を必ず両面で作成し、情報提供している。
　文字を大きくしたり、イラストを活用したり、わかりやすい表現を心がけている。
　地域の出来事（例：スポーツ大会・芸能祭等）も掲載している。

東部
　まなびネットたかさきＨＰのＵＲＬ及びＱＲコードを掲載している。また、高齢者が読むこ
とを考慮し、できるだけ大きな文字を使い、事業の様子がわかるように写真を掲載し、シンプ
ルで見やすい構成を心がけている。

中居

　全体的に文字のポイントを大きくして高齢者も読みやすいように配慮している。また、各家
庭の回覧時期も考慮し主催事業開催日と募集開始日の間の日数を設けるようにしている。ま
た、募集記事の掲載も申し込み多数となるものを除きできるだけ再掲により周知を行うように
している。

矢中
　地域住民へ配布するとともに地域にある幼稚園、保育園、小・中学校にも配布して、教職員
に公民館事業への理解を深めていただいている。

中川

　講座募集に際しては、文字情報（テキスト）は極力少なくして、読み手の目を引く「写
真」・「タイトル」を掲載するよう心掛けている。
　講座情報だけでなく、地域活動に取り組む団体の紹介や、町内行事の様子を紹介する「中川
まちかど通信」を掲載することで、地域づくり活動をバックアップするツールとして公民館だ
よりを活用している。

浜尻
　地域づくり活動協議会の行事について毎回掲載、スポーツ大会等では詳細な結果の報告、公
民館主催事業の報告を毎回掲載し、公民館や地域でどのようなことが行われているのか知って
もらえるよう工夫した。

新高尾
　新高尾公民館ＨＰのＵＲＬ及びＱＲコードを掲載している。また、高齢者が読むことを考慮
し、できるだけ大きな文字を使い、シンプルで見やすい構成を心がけている。

北部
　なるべく写真を多く載せて、読み手の興味を引くようにしている。（写真に写っている人に
は、撮影時に公民館だよりに掲載することを説明した上で同意を得ている）

六郷

　今まで地域づくり活動協議会の情報も掲載していたため、講座等の情報だけで紙面がいっぱ
いになってしまうため、「地域づくり活動協議会だより」を作成するよううながし、余裕がで
きた紙面に講座の様子を掲載して、公民館でなにをやっているかと主事の思いを記載し、公民
館に関心を持つような情報提供を試している。

長野
　公民館だよりに写真やイラストを使用して、読みやすくして興味を持っていただけるよう努
力している。また、地域づくり活動協議会主催の事業も、写真等で紹介するようにしている。

21　公民館だよりの活用についての工夫　（　３７館）
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箕郷
　募集のためのレイアウトを見やすくなるよう工夫している。
　公運推、生涯学習推進員に配布し、意見や提案をいただいている。

豊岡 　高齢者にも見やすい紙面づくり。

八幡
　講座の募集は定員に達するまで何回でものせるようにしている。２回目・３回目の公民館だ
よりの告知でも受講者があるので、なるべく多く載せた方がよい。

鼻高
　ただ単なる公民館事業の募集記事だけでなく、地域のコミュニティ紙として発刊している。
裏面を活用した「わがまち鼻高」という特集記事を連載し、地域に限定した歴史文化・史跡・
民俗・産業等掲載し、郷土愛の醸成を狙っている。

西部
　実施事業の報告についても掲載し、講座の実施状況を知ってもらい、次回の参加を促す。読
みやすいフォントの大きさに心がける。

倉渕
地域や季節の特色、講座の内容などをイメージしやすいようオリジナルのイラストを使用している。

　地域の学習活動の紹介や事業についての見出し記事を掲載。

下里見
　公民館主催事業の報告を毎回掲載し公民館でどのようなことが行われているのか知ってもら
えるように工夫した。

片岡 　字を大きめにする。主催事業を表面にする。講座内容に合わせた色紙にする。

城山
　公民館だよりは全戸配布。読んでもらうには、「公民館事業の告知＋α」を大切と考え、作
成している。

南八幡
　大きな文字で分かりやすい文章表現で発行するようにし写真データをできるだけ取り入れる
ようにしている。

吉井
　スマートフォンの普及にともない、回覧時だけでなく、いつでも携帯電話で確認できるよ
う、当公民館だより独自のＱＲコードを作成し、掲載している。

倉賀野 　読みやすく、分かりやすくをモットーに心掛けている。

岩鼻 　公民館事業の周知を図り、地域住民に対する情報提供をきめ細かく行う。

大類
　実施する講座などについて、参加者募集の案内などを載せる。
　場合によっては号外を作成して小学校生徒数分を配布している。
　地域の行事や、地域団体の情報を掲載している。

新町 　色紙を使う。

金古
　公民館の講座情報を、イラスト等を使用し、分かりやすく、申込みしたくなるよう意識し掲
載している。また、折に触れ、講座や行事の実施報告を写真入で掲載し、地域へ周知するよう
努めている。

国府

　毎月同様なレイアウトを心がけ、内容も簡単にまとめ住民にわかりやすくしている。文字の
フォントを大きめにして文字やイラストなどを詰めないようにして何を伝えていのかわかりや
すくしている。
　主催講座の写真や地元ならではの各種情報等も掲載している。

堤ヶ岡
　表面には講座や地域についての今後のお知らせ、裏面にはこれまでの事業報告活動報告を掲
載するというスタイルを一貫させ、見る人にわかりやすい公民館だよりを常に意識して作成し
ている。

上郊
　町内の回覧板を利用させてもらっているので、講座の募集記事をなるべく目立つように、絵
や写真を使うようにしている。また、講座の募集記事は裏面だと気づかないことがあるとの意
見をもらっているので表面に載せている。

金古南
足門

　毎月１日号を地域情報誌として、主に地域のローカルニュースを掲載し、１５日号には主に
公民館の情報を掲載している。
　毎年公民館運営推進委員会で意見をいただき、見る人にわかりやすい地域に根ざした公民館
だよりになるように工夫を重ねている。
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南
　週１回の貸し出し日以外にも図書を借りたいとの要望があれば、主事がいる時で貸館を行っ
ていない場合には図書貸し出しを行っている。

城南

　「図書室」の活用は、貸し出しと共に主催事業の会場としている。
　「図書利用の促進」については、「新規購入図書」として公民館だより掲載や館内表示で広
報し、お薦め本として、「話題の図書」を玄関に掲出し、図書ボラによる貸し出しだけではな
く、「貸し出し日時以外での職員（臨時職員）対応」も実施し、また「玄関ロビーに図書返却
箱」を用意するなど利用促進を図っている。

城東
　図書ボランティアの考え方や意見を尊重し、公民館があまり干渉しないで、図書ボランティ
アの能力を発揮してもらうようにしている。

西 　公民館だよりにたびたび「昔の文学少女のおすすめ本」コーナーを設け、利用者増を図る。

東

　平日の職員勤務時間内は、図書室は誰でも自由に出入りできるよう開けている。図書の貸し
出しも同様に、平日の職員勤務時間内は常に行っている。なるべく多くの人に本を借りてもら
うように取り組んでいる。また、放課後の小学生の活動場所や、子育て講座に参加した親子の
交流の場としての活用も行っている。

北
　図書ボランティア活動日以外にも自由に出入りできるよう開放し、図書の貸し出しを行って
いる。より多くの人に利用してもらうように取り組んでいる。

城址
　図書室が２階の奥にあることから、新刊や話題の本などを玄関ロビーに配置して、来館者の
目を引くように、図書室へ誘導する仕掛けを作っている。

佐野
図書室は地域住民の居場所という観点から、図書の貸し出し時間前に大人向けのミニ映画会

や小学生の冬休み時期に子ども向け映画会を実施するが、図書の貸し出し日時に合わせて図書
室内で行うことで図書室の存在の周知と図書室の活用についての啓発を行う。

塚沢

　図書ボランティアと適宜情報交換をしている。
　休館日を除く毎日午前９時から午後９時まで（夜間の貸館が無い場合は午後５時１５分ま
で）セルフサービスにより図書貸し出しをしている。読みたい本をリクエストする「リクエス
ト箱」を設置し、利用者の要望に応じている。

東部

　図書の貸し出しについては、平日の利用を可能にしている。
　夏休み期間は、県の「クールシェア事業」に参加し、クールシェアスポットとして子どもか
ら大人まで、学習の場として図書室を開放している。
　子育て支援として、一般から図書室用のおもちゃの寄付を募り室内に配置。こどもの遊び場
や子育て世代の交流の場として開放している。

中居
　図書ボランティア活動日以外でも、図書室の利用がなく、職員が在館している時には図書の
貸出・返却に対応している。また利便性を考慮し開館時であればでもいつでも返却できる返却
ボックスを玄関に配置している。

矢中
　公民館の全室がふさがっている場合には、図書室を利用していただいている。
また「子育てパワーアップ講座」等の子育て支援講座がある時には、控え用として使用してい
る。

中川

　本を探しやすいように、書棚に著名作者・ジャンル・五十音などの表示プレートを設置して
いる。
　貸し出し図書の新刊本を紹介する際は、視覚的に訴えられるよう、出版社に表紙使用許諾を
得たうえで、公民館だよりに本の表紙画像を掲載している。
　貸出・予約方法などの流れを写真やフロー図を使って、公民館だよりで定期的に紹介してい
る。

浜尻
　公民館だより（回覧）、小学校、学童クラブ、井野児童館、地元幼稚園へのチラシの配布。
図書室が別館になるため、公民館の玄関にボードを設置し、開館時間や新刊図書やおすすめ図
書のアピールを行っている。

22　図書室の活用についての工夫　（　３１館）

-59-



新高尾
　館長の発案により、各地の図書館で導入が進んでいる読書通帳に倣い「どくしょのしおり」
を作成し、図書室を利用する児童に配布することで、利用者の読書活動の充実を図っている。

北部
　図書室入口に、本の感想を書いたシート（ビブリオシート）を掲載し、本を選ぶ際の参考に
してもらっている。

六郷
　机・椅子を使った講座で20人（計算上は最大25人）を収容し、かなりの人を収容できるス
ペースであると気づき、講座の主要会場として活用し始めている。机・椅子もあるため、会議
スペースとしても需要が増えつつある。

長野
　公民館だよりで、図書室開館日、利用日、読み聞かせや市立図書館蔵書の取扱い、新刊本に
ついてなどを紹介している。

箕郷
　親子で来室されることが多いので、子ども向けの絵本を中心に揃えている。
　子ども達が来室しやすいよう、季節ごとに室内のレイアウトを工夫している。

八幡 　公民館だよりになるべく図書室を紹介し、図書室を周知するよう努めている。

下里見
　平日の職員勤務時間内は、図書室は誰でも自由に出入りできるよう開けている。
　ホワイトボードを使って行事予定などをお知らせしている。

城山
　図書室の蔵書整理と台帳の整備。
　蔵書購入リクエストを地域の図書室利用者または新たに利用者になる可能性がある人に幅広
く募集案内をし、『地域の図書館』の活用を地域にＰＲした。

南八幡

　図書の分類を子ども向けの絵本、紙芝居、図鑑に分かりやすく分類し、大人向けの図書は、
新刊本を入口の付近に置くなど、手軽に欲しい図書が探せるようにしている。また、新刊図書
購入情報を公民館だよりに掲載し、地域住民に広く図書室利用を促している。また、今年度よ
り、毎日午前１０時から午後４時まで、図書の貸出、返却に対応している。

倉賀野 　整理整頓を維持しつつ、本を探しやすく、さらに活用しやすいように心掛けている。

岩鼻
　貸し出しボランティア団体等とコミュニケーションを図り、利用時間等の周知に努めてい
る。

大類
　公民館だよりに毎号開館日を掲載している。
　新刊図書入荷時にはリストを公民館だよりに掲載。

金古
　通常の図書貸し出し以外に、サークルによる「パソコン教室」への部屋貸し出し、放課後の
小学生向けに宿題などの自習室としての利用に活用してる。

国府
　子どもたちの利用が大半を占めているので、子どもたちが興味をそそる様な借りそうな図書
を中心にわかりやすく探しやすいように陳列に工夫をしている。
　貸し館として使用できる部屋が２部屋しかないので、利用団体に貸す場合もある。

堤ヶ岡
　図書ボランティアによる貸し出し日以外でも、図書室が団体等への貸出や事業のない時は、
職員が本の貸出、返却を随時受け付けている。

上郊
　貸し出し図書の選定は、利用者の希望を聞いてそれを参考に行っている。また利用者は、子
ども支援で来館する小学生が最も多いので、子どもが興味を持ちそうな本を多く揃えるように
している。

金古南
足門

　職員の勤務時間内は、常に図書室を開放しており、床暖房もあることから子育てサークルの
活動の場になったり、講座受講後の参加者の団欒の場になったり、多用途に活用されている。
団体で利用する場合についても、貸切のような利用ではなく、いつでも誰でも気軽に利用でき
るようにしている。
　図書ボランティアが熱心で、図書室内の飾り付けや本の並べ方等たくさんの工夫がされてい
る。通路の掲示板やガラスケース等も利用し、いろいろなディスプレイをしてとっても楽しそ
うな図書室になっている。
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城南
　高齢化等により利用減が認められるが、ガイドライン等に示される基本方針に則り対応して
いる。

城東
　事業や講座を計画する際に、できるだけ定期利用団体が使用する日時、部屋と重ならないよ
うにしている。

西
　新規結成サークルの受け皿として既存のサークルに１回あたりの使用時間を減らしてもらっ
ている。

東

　今までどおり、アットホームな雰囲気をだしつつ、街カフェ風おしゃれ公民館をめざしてい
る。
　部屋の貸し出しの際は、部屋の入り口にブラックボードで利用団体を明記し、利用者にとっ
ても分りやすいよう心がけている。

北
　より多くの団体が利用できるように、午後の利用時間：午後１時から午後５時を①午後１時
から午後３時②午後３時から午後５時に分けたり、月の利用回数を１団体２回に制限したりし
ている。

城址
　ホールの利用人気が高いことから、午後の時間帯を２部制にして貸し出している。調理室の
衛生を保つことができる団体には、そこを会議室として貸し出しをしている。

佐野

　募集定員の少ない物づくりの講座は実習室（調理室）から図書室へのシフト、また会員減少
により大きな部屋が必要なくなったサークルに対して、活動に適合するようならば図書室を利
用するよう案内している。実習室の実習台がやや高いので図書室のテーブルの方が使い勝手が
良い場合もある。

塚沢
　「貸し館チェックシート」の記入により、部屋使用後の清掃などのマナーの徹底を図ってい
る。

東部

　土日・夜間の管理は、警備会社による機械警備を導入しているため、利用者自身に鍵の開閉
をお願いしている。鍵の誤操作による、警備の出動事例が多発しているため、鍵とマニュアル
を一つの袋にパッケージして貸し出すようにしている。また、出入口や鍵の返却ポストにも、
操作の再確認を促す張り紙を設置している。
　各部屋の利用希望者が多いことから、実習室（調理室）の衛生を保つことができる団体に
は、そこを会議室として貸し出しをしている。

中居
　木曜日の午後、金曜日の午前は主催事業用として講義室を確保し、定期利用団体等への貸し
出しについては主催事業を実施しないことが確定した後に行なっている。また月曜日は原則管
理人が週休日となるため、防犯上の観点から夕刻以降の貸し出しは見合わせている。

矢中
　多くの人（団体）に公平に利用していただくために、１回の利用時間を２～３時間、月の利
用回数を４回程度にしていただいている。また申込み状況に応じて、普段活動していない部屋
に変えていただく場合もある。

中川
　定期利用団体などと部屋の貸し出しが重複しないよう、育成会やＰＴＡ、長寿会などの地域
団体には、年度当初に年間計画書を提出してもらっている。

浜尻
　育成会、学童クラブに行事・イベント・会議等の際に地域住民の交流をより活発にするた
め、もっと公民館を利用してもらえるようにお願いしている。

六郷
　利用者がどういった目的・人数・時間を聞き、もっとも適している部屋を案内している。目
的にあう部屋がない場合は、近くのコミュニティーセンターも紹介している。

長野
　問題のある利用団体には、代表者または講師に話をして問題解決を図り、皆さんが気軽に使
えるように努力している。

箕郷
　工夫している点は、利用団体を対象とした説明会を開催し、公民館利用の注意事項を説明し
ている。
　困っている点は、団体によっては、利用後の清掃がいきわたっていないことがある。

23　公民館の部屋の貸し出しについての工夫　（　２６館）
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城山

　公民館の予約一覧表を改訂し、利用者が予約状況（当該月）を閲覧できるようにし、利用者
集計の簡略化を図った。
　１階にある図書室、実習室について積極的に活用をＰＲ、環境整備した。
　２階の部屋にあがることに支障がある方にも継続・新規に公民館利用してもらえるように心
がけた。

南八幡
　パソコンによる貸し出しシステムを作成し、空いている部屋の検索、利用人数の把握、集計
等全てを一元管理し事務の迅速・効率化を図っている。

吉井
　当日のキャンセル等で部屋が空いた場合、他の部屋を利用している団体の希望があれば、部
屋を移動してもらうなど、臨機応変に対応している。
　談話室について、新規定期利用団体が利用できるように創意工夫した。

岩鼻
　公民館定期利用団体について、毎週利用から月３回の利用に協力依頼を行った。これによ
り、月１度の新規利用者が入ることができるようになった。

大類 　月間予定表を受付に掲示し、地域行事や市受入事業等で貸館できない日を表示している。

金古

　日頃から、貸館状況についてよく注意を払い、部屋の利用希望が重なってしまった際にも、
お断りするのではなく、相談というかたちで、他の部屋や日時をお勧めし、なるべくご利用い
ただけるよう努めている。また、自館の部屋が空いていない場合には、近隣の公民館の空き部
屋情報を確認し、案内するなど、近隣施設と連携を取り、公民館全体の利用増進と利用者の利
便性向上に努めている。

国府
　図書室を利用して子ども支援事業の中で、ボードゲーム・カードゲーム・ビーズアクセサ
リー作り等を子ども達と一緒に行っている。

堤ヶ岡
　問題のある利用団体には、代表者または講師に話をして問題解決を図り、皆さんが気軽に使
えるように努力している。

上郊
　貸し館の部屋が集会ホール、実習室、図書室しかないので、図書の利用者が少ない午前中を
中心に図書室を定期利用団体に貸している。床暖房つきのじゅうたんなのでヨガサークル、大
正琴など床に直接座る利用者に喜ばれている。

金古南
足門

　生涯学習の拠点として、誰もが気軽に利用できるよう、利用者の気持ちを大事にしている。
定期利用団体以外についても利用内容を確認し、最大限ご利用いただけるように考えて窓口対
応をしている。

城南
　施設が老朽化しているため、玄関周りを少しでも明るく印象付けようと季節の花々や果実な
どを展示している。

城東
　公民館からのお知らせ、各種団体から依頼されるポスター、チラシ等を整然と貼り出した
り、並べたりして、利用者が見やすく、わかりやすくするよう努めている。

西
　年中花を絶やさないをモットーにボランティアの人とともに館を花で飾る。
　臭いには気をつけ受付窓口に念のため消臭剤を置いてある。

東

　アットホームな雰囲気をだしつつ、街カフェ風おしゃれ公民館を目指している。
　館内には飾りを施してあり、四季（春・夏・秋・冬）ごとに模様替えも行っている。明るい
雰囲気作りを心がけている。また、玄関周りは利用状況が良く分るように、ブラックボードで
案内をし、事務室のカウンターも職員がいる時間は常に窓を開け、利用者には必ずあいさつを
実施し、東公民館に親しみをもっていただけるように心がけている。

北

　来館者に対する挨拶はもちろん、利用方法など親切丁寧な説明を心がけている。
　館内には各月毎に定期利用団体の作品が飾られ、明るい雰囲気を作りだしている。
　玄関には当日の利用状況をホワイトボードで案内をし、事務室の前に翌月の予約状況を示す
大きなホワイトボードで分かりやすく表示している。

24　公民館のイメージ向上のため、玄関周りやロビー等についての工夫　（　３７館）
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城址

　図書室が２階の奥にあることから、新刊や話題の本などを玄関ロビーに配置して、来館者の
目を引くように、図書室へ誘導する仕掛けを作っている。
　玄関周りに「本日の主催講座」案内ボードを設置し、イラストなどを添えて手書きの親しみ
やすいものを掲示している。

佐野

　より多くの有益なチラシを館内に配架、目に留まってもらうように使い古しのクリアファイ
ルを加工のうえチラシを入れ、壁面や窓ガラスに貼付して掲示している。また三段ラックを活
用して省スペース化を図っている。
　玄関周りは地元の方が日常で作った手芸などを飾り来場者の関心を引いている。

塚沢
　チラシ等をカーテンレールを使用して掲示している。かなりの枚数を掲示することができ、
場所を取る事も無く、利用者からも見やすいと好評価を得ている。

東部
　玄関入口に来館者が見やすいようにＡ３印刷した最新号の公民館だよりの掲示、「本日の主
催講座」案内ボードを設置している。迷っている来館者にはこちらからお声がけして案内する
ようにしている。

中居
　利用者への情報提供のため、掲示・配布依頼のあったポスター、チラシは、ジャンル毎に区
別して可能なかぎりロビーや階段の壁面に掲示、配架している。また、山野草教室の講師の協
力により季節の山野草を玄関に置き、来館者に季節感を感じてもらえるようにしている。

矢中
　毎年６月と１１月に公民館西側の花壇に花を植え、来館者や通学時の小・中学生に鑑賞して
いただいている。また毎年、矢中中学校からペチュニアをいただいているが、玄関に飾って来
館者に鑑賞していただいている。

中川

　関係機関から送付される各種イベント告知や募集チラシは、ジャンルごとに分けて配置して
いる。
　「開催間近コーナー」と「新着情報コーナー」をロビー内の目立つ場所に特設し、来館者が
旬な情報を得られやすいよう工夫している。

浜尻
　玄関先に設置してあるボードの文字をカラフルにし、季節の絵を描くことで柔らかいイメー
ジを出す事を意識している。

新高尾 　ロビー、受付周辺に散乱していた不用物品の撤去。チラシ・ポスターの整理など。

北部

　玄関正面に、最近開催した事業の写真を掲載している。開催からしばらく経過した事業写真
は、階段の壁面に掲載している。
　管理人による掃除状況がわかるよう、清掃管理票を作成し、公民館利用者の目に付くところ
に設置している。

六郷 　笑顔で挨拶。

長野
　今年度も、地域の役員の方々のご厚意により菊を提供していただき、玄関前に飾って来館者
の目を楽しませてくれた。
　施設的には変化はないが、館内の美化を心がけている。

箕郷

　「掲示版」来館者が直ぐに正面玄関入って真正面に目がつくように「掲示版」があり、その
掲示板には「定期利用団体専用の案内スペース」と「公民館専用の案内スペース」の二つに分
かれて設置してある。そこでは、定期利用団体の参加者募集用ポスターや公民館主催事業の宣
伝用のポスターなどを貼るために活用している。
　「ガラス窓用の戸棚①」その掲示板の下には「ガラス窓用の戸棚」も設置してあり、その中
には次回開催される公民館事業で制作する品物などを見本として飾っている。
　「ガラス窓用の戸棚②」また、その戸棚の上にはトレーが用意され、次回開催される公民館
事業のチラシを置いている。
　「ガラス窓用の戸棚③」正面玄関を入ると左側に「ガラス窓用の戸棚」が設置してあり、そ
の中には高崎学検定に関連した歴史の書架が置いてある。
　「ガラス窓用の戸棚④」また、その右側には同じように「ガラス窓用の戸棚」が設置してあ
り、その中には不必要になった図書を一定期間陳列し、来館者に無料で配布している。
　「ガラス窓用の戸棚⑤」正面玄関中央部分には、「ガラス窓用の戸棚」が設置してあり、そ
の中には来館者の忘れ物や落し物を置き、所有者が見つかるようにしている。
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　「ポスターやチラシなどの配布物」正面玄関左右には、県や市から来るポスターやチラシを
できる限り多くの情報を来館者に伝えるために置くようにしている。
　「定期利用団体の連絡棚」１階廊下部分には、「定期利用団体の連絡棚」が設置してあり、
通知文など事務連絡をするために活用している。
　「1階ロビー」正面玄関付近には、「１階ロビー」も設置してあり、気軽にテレビや雑談がで
きるようにしてある。また、そこにはガラスケースが設置してあり、その中には過去に行った
公民館事業などの作品が飾ってある。
　「各会議室」各会議室にはテーブル１台が用意してあり、その上には次回公民館事業の宣伝
用チラシや公民館からの事務連絡用のチラシを置いている。また、各会議室の壁には非常灯が
設置してあり、夜間に火災などで停電になった時に使用できるよう利用者の安全を考慮してい
る。
　「階段の壁」掲示用のボードがあり、そこには利用団体の作品などを定期的に展示している。
　「使用看板」当日、使用する団体は、事務室の窓口にて「使用看板」を預かり、この看板を
会議室のドアに掲げることになっている。各会議室の使用の管理は、鍵ではなく、この看板
よって行われている。この看板には使用日誌も挟んであり、職員と利用者が必ず顔を合わせる
形を取っている。また、コミュニケーションを取る手段としては有効な役割を果たしている。
　「本日の予定」正面玄関入って右側の壁には、「本日の予定」のボードを設置している。来
館者や利用者が、どの団体がどこの会議室を使用していることが一目で把握できるように設置
している。
　「避難経路の確認」毎年４月になると、各団体に「避難経路の確認」をお願いしている。各
団体は、５月末までに普段使用している会議室から実際に自主避難訓練を全会員で実施してい
ただき、避難経路確認報告書を公民館に提出させている。
　「オープン公民館」４月１日から２８日までの間、オープンスクールと同じように、利用団
体協力により自由に公民館の中で団体の活動を見学ができる「オープン公民館」を行った。目
的は、この機会に、お友だちも誘って、色々なサークル活動を見に来てもらうために始めた。
「箕郷公民館まつり」３月に合併後初となる「公民館まつり」の作品展を行った。公民館利用

団体が主体となって、日頃活動している成果を「箕郷公民館まつり」を開催し、地域の皆さん
に発表することにより、各団体への新規加入の促進と活性化が図られ、また、公民館利用者を
はじめ、家族や友人、そして地域市民がふれあうこと、交流を深めることを目的に開催した。
次回開催は、｢発表の部｣と合同で行う予定である。
　「利用団体研修会」２月に、地域づくり支援事業として、公民館を利用する団体が自主的で
民主的に運営が行われること、また、団体の会員が自らの精神的・身体的な成長向上を図るこ
とを目的に開催した。次回は｢私たちのくらしと生涯学習・社会教育｣を内容として、高崎市社
会教育課の出前講座を開催する予定である。

豊岡 　玄関に音楽プレーヤーを設置し耳なじみの良い曲を流している。

八幡
　玄関横にプランター・フラワーポットを置き冬以外は花が咲くようにしている。
　敷地内の清掃や除草は気がついたら行なうよう努めている。

鼻高

　玄関の雰囲気で施設の概要が判断できるといわれますが、老朽化が進み照度不足で暗い感じ
だった鼻高公民館の玄関を、整理整頓し照明もＬＥＤ機器に入れ替え明るくし玄関らしくし
た。また玄関ホール内にＢＧＭで音楽を常時流して、生涯学習・地域づくり拠点としての公民
館としてイメージアップを図った。

倉渕

　「事業のパネル展示」特徴的な事業である「道祖神の里めぐり」の写真や地域の方の応募に
よる「ありがとう川柳」の入選作を展示。
　「花いっぱいふれあい花壇（春・秋）」花いっぱいふれあい花壇原材料助成を受け、玄関周
りにプランターにて春・秋の草花を植え込み季節の彩を演出。
　「グリーンカーテン(夏季)」玄関外側にゴーヤを植え、涼しい環境を創出。
　「クリスマスツリーの展示」主催事業「英語でクリスマス」に参加した小学生が飾りつけた
クリスマスツリーを公民館ロビーに展示。
　「倉渕の写真展示(年４回入れ替え)」ロビーに倉渕地域の四季の写真パネルを掲示し、自然
豊かな地域をＰＲ。

下里見

　玄関周りは、花やクリスマスツリーなど季節を感じさせるものを置くようにしている。ロビーでは、常に入
れ替わりで定期利用団体の作品を展示し、地域住民に活動がＰＲできるようにしている。
　ブラックボードを使って講座の案内、行事予定を明記し利用者にとって分かりやすいようにしている。
　公民館の周りは、気持ちよく利用していただけるように、館内だけではなく館外（敷地内）
の清掃、除草などにも努めている。

箕郷
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片岡

　「ギャラリー・かたおか」と題して、１月を展示期間に、定期利用団体の作品（絵画や写真
等）を代わる代わる玄関ロービーに展示している。
　年々足腰が弱くなる方が高齢者が増えているため、以前は一方しかなかった階段の手摺を、
もう一方にも取り付けた。

城山
　利用者が利用したくなる（してもいいかな）と思う施設の美化の励行。下駄箱の塗装、各室
の不要物の撤去、館外（施設敷地内）の整理整頓、玄関ホールに休憩スペースの設置。
　公民館の外回りも定期的に清掃することだけでもイメージ向上に繋がっているようです。

南八幡
　昨年、上野三碑がユネスコの「世界の記憶」になったため、上野三碑に関連したパンフレッ
ト、ポスター、のぼり旗を展示している。

吉井

　高崎市緑化運動推進委員会花いっぱいふれあい花壇原材料助成を春と秋の２回受けて、玄関
先等に花を植えている。
　高崎シティーレインボーブーツのイルミネーションを作成して玄関先に展示している。
　「上野三碑ユネスコ世界の記憶登録祝い」の懸垂幕を作成し展示している。
　吉井地区区長会会長のご好意により玄関先にランやサギ草を展示している。
　地方創生大学総長及び特別学部長の写真を掲示している。
　１２月になると定期利用団体のご好意でＸ‘masツリー（今年はロイヤルブルーツリーでし
た）を展示している。

倉賀野 　季節を感じるよう生け花を定期的に飾り付けている。

岩鼻

　ロビーの利用申請や利用記録簿を置く机に、定期利用団体用の連絡引き出しを設けた。公民
館たよりや連絡通知等をその引き出しに入れて確認していただくように周知中。蛍光灯の故障
に伴いＬＥＤの大きな明るい蛍光灯に交換したためロビーが明るくなり、手元も見やすくなっ
た。

大類 　玄関に花を置いている。掃除をこまめにしている。

京ヶ島 　清掃。整理整頓。花を植える。

新町 　花壇の手入れ、花の展示。

金古
　第一に清潔感が大切なので、毎日清掃を行っている。また、ロビーに季節毎の飾り付け（春
の桜、七夕、ハロウイン、クリスマス、正月など）を行い、利用者からも好評をいただいてい
る。

国府

　ロビーに掲示してあるポスターについては来館者に目のつくような場所に掲示し、チラシに
ついても来館者が興味をひいて持ち帰っていただけるように陳列方法にも工夫している。
　冬になると日が短くなるため、玄関先に季節感溢れるイルミネーションを点灯させ、街路灯
の代わりとして足元を照らして少しでも危なくならないようにしている。

堤ヶ岡

　公民館に親しみを感じてもらうため、臨時職員が中心となって、季節が感じられる飾りつけ
や主催事業等での成果物をロビーに展示している。
　図書室にもっと親しんでもらうため、１階ロビーに一般書の図書コーナーを設置したことに
より、利用者が増えた。
　ロビーの照明（蛍光灯）が接触不良で日中でも暗かったので、ＬＥＤ照明に修繕、併せて図
書コーナーにもＬＥＤ照明を設置したことにより、明るくなった。

上郊
　ハロウィンリース、クリスマスリースなど季節のものや子ども支援事業や事業の検討で職員
が作ったものをロビーに飾っている。
　ぐんまクールシェアに参加してクールシェアスポットとして図書室を開放した。

金古南
足門

　玄関・ロビーに季節に合った花や鉢植えを飾り、また主催事業等での成果物をロビーに展示
し、地域の皆さんが気軽にいつでも立ち寄れる公民館の雰囲気づくりに努めている。
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